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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　彼女については、どちらなのか分からなかった。




　連れん禱とうできないことが証拠なのか、それとも単に力が弱すぎるだけなのか。

「〝現れればそれと分かる〟など、精せい霊れい王おう様も難なん儀ぎな助言をくださったものだ」

　ため息をつきながら目を閉じた長ちよう老ろうの一人──、主おもにパンディアの政治を司つかさどる大臣に、同席していた老人もうなずいた。

「もう少し分かりやすい目印をつけてくだされば、こちらも保護しやすいものを……。時代によって必要とする力が違うことは承しよう知ちしておるが、これでは選びにくくてかなわぬ」

　椅い子すに腰かけていても杖つえを手放さないこの老ろう爺やは、村長という親しみやすい地位にいるが最さい古こ参さんのパンディア長老だ。

「ですが、連禱できない精せい霊れい術じゆつ士しなど過去に存在したことがありません。それがこれほど現れるのなら、きっと偶然ではなく意味があって生まれてきているのでしょう」

　まだ五十代半なかばだが、長老の一人として各国の連れん術じゆつ士し協会を束ねる男の言葉に、パンディア国立連術士学園学園長のパヴァル・イムセントも同意した。

「決めつけるのは早いですが、連禱できないことを目安にしてもいいかもしれません。彼らが最後に生まれたのは三百年前の大戦のとき。長く平和が続いた方ではありませんか」

　その前がたった百三十年だったことを考えれば、十分長いに違いない。

　三百年前の大戦以降問題なく歩んできた歴史が今、何者かによって強制的に閉ざされようとしている──。

　若い長老達の意見を聞き、村長は白い眉まゆ毛げに隠された目を閉じた。

「彼らと同じ時代に役目に就ついた以上、我々も己おのれの直感を信じるしかあるまい。そもそも大陸に何が起こっておるのかはっきりと分かっておらん。エリル・レヴィスがまだ一年生であることを考えれば、焦あせって精せい霊れい祭さいの旗き手しゆに選ぶこともあるまいて」

「はい。いま旗手に選べば彼女も肩かた身みが狭いでしょう。あれほど四よん属ぞく性せい全ての力が弱い精霊術士は初めてですが、結けつ界かいが強いという点が気になります。一度は旗手に選ぶべきですし、彼女の安全については私が責任を持ちましょう」

　まだまだ時間はたくさんある。

　学園長として、パヴァルはエリルを守ることに絶対の自信を持っていた。

　精霊王の結界が張られたパンディアに魔ま物ものが入るなど不可能であり、エリルの能力の低さからして実戦演習に出ることもない。この先五年間は安全の中にいられる。

　確信が持てる時期までエリルを見守り、判断がつかなければ最終学年である専せん攻こう科か五年生で旗手に選べばいいのだ。

「今年はまずターニアを送ります。あの子もレヴィス君と仲良くなって精神的に落ち着いてきた。一人で行かせても大丈夫でしょう」

「ふむ。しかし、あの子とエリル・レヴィスが連禱できれば一つの指し標ひようになったのだがな……」

　ここにいる四人が知るとおり、同学年として入学させたターニアはエリルと連禱できなかった。両者共に注ちゆう目もく株かぶだったため「当てが外はずれた」という気持ちが拭ぬぐえないが、少なくとも旗手に選ぶことによってターニアが何者かは判明するはずだ。きっと生まれるべくして生まれた者なのだろう。

　長老の誰もが確信していたその年の精霊祭。

　蒼そう穹きゆうの神しん殿でんへ入ったターニアの前に、精霊王は姿を現さなかった────。

　まさかと長老達を愕がく然ぜんとさせたその事件だが、当のターニアは泣いて喜び、ますますエリルとの仲を深めた。「エリルこそ本物。自分は運命を共にするような人間ではないし、側を離れる日まで彼女を守れれば十分だ」と口くち癖ぐせのように言い、憑つかれたようにエリルを保護しだした。

　ターニアの前に精霊王が現れなかったのなら、彼女は役目を持たない人間。

　桁けた外はずれで規き格かく外がいの力を持つ、特別な運命を戴いただいて生まれたのではないかと思わせてそうではない、不思議な精霊術士だ。

　ますます混乱する長老達だが、それから二年後、さらに不ふ可か解かいな存在が入学してきた。

　ターニア・イムセントに匹ひつ敵てきするか、もしかするとそれを凌しのぐかもしれない天才少年、リト・クローウェルが現れたのだ。

　彼は普通に連禱ができ、驚いたことにエリル・レヴィスともできてしまった。

　これには、『連禱できないこと』を目印としてきた長老達も困こん惑わくせざるをえなかった。

「おかしい。能力の高い人間となら連禱できるということは、エリル・レヴィスは単純に力が弱いだけだったのか？　……いや、能力の高い人間というならターニア・イムセントともできるはずだ。なぜできない？」

　異い種しゆの死し骸がいを引き取りにオルティスへ向かった学園長が不在の中、三人の長老は会議を重ねた。

「しかし精霊王様の結界に穴を開けたのは看かん過かできぬこと。リト・クローウェルとエリル・レヴィスこそが特別なのかもしれぬ。彼らを狙ねらった輩やからが学園にいるというのも危険じゃ」

「リト・クローウェルは一人で戦えるが、エリル・レヴィスは無力だ。今すぐ退学させて精霊庁で保護するか、例のもう一人と連禱させてみては？」

「いえ……。それよりエリル・レヴィスを今年の旗手に選び、精霊王様が現れれば保護、そうでなければそのまま退たい学がくさせてはどうでしょう？」

　精霊王が現れなければ、彼女は精霊術士として役に立たない人間だ。会議には参加していないが、学園長パヴァルもきっとこの案に反対しないだろう。

「では、エリル・レヴィスを精霊祭の旗手に選び、今年度限りで退学。リト・クローウェルは来年の旗手に選ぶとして今年は内定取り消し。これでよろしいか？」

　異議なし、と他の二人が答えたそのわずか数日後。

　長老達は異種の来らい襲しゆうというパンディア始まって以来の大だい凶きよう事じを経験し、驚きよう愕がくの真実を聞かされることになる。




　リト・クローウェルは他者と連禱ができない、と知ったのだ。




「もう間違いない……！」

　精霊王の結界を越えて学園に現れた〝異種〟。

　そして、リト・クローウェルとエリル・レヴィスの最上位連禱を見れば疑う余よ地ちはない。

　オルティスから戻ってきたパヴァルは、全ての話を聞いて震ふるえる声で結論を下した。

「我々の時代を歪ゆがめる災さい厄やくは〝異種〟。守護者エフイラーの条件は異種を倒す力を持つことだ」

　リトとエリルは精霊王の結界を粉こな々ごなに砕くだき、異種を倒した。

　かつてない力で、これまでに存在しなかった未み知ちの敵を消しよう滅めつさせたのだ。

「エリル・レヴィスを今年の旗手に。一いつ刻こくも早く彼女を精霊王様の元に送らなければいけない」

　満まん場じよう一いつ致ちだった。

　完璧に守られた聖せい域いきであるパンディアに魔物が現れた以上、学園でエリルを保護し続けることは不可能だ。

「精霊祭前に異種が現れたなら、彼女抜きで戦うしかあるまい。力の足りない今のエリル・レヴィスが連禱すれば最悪死んでしまうかもしれん」

　精霊祭を待つのももどかしい。早く彼女を蒼穹の神殿へ送り、能力を完全な状態にさせなければならない。

　各長老の言葉に、パヴァルは速まる鼓こ動どうを抑おさえるように深く息を吐く。

「今度こそ間違いなく本物でしょう」

　うなずいた面々をぐるりと見渡し、重く、厳おごそかな声で告げた。




「──エリル・レヴィスこそ、我々の時代の〝鏡かがみ〟だ……！」
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　暦こよみの上では秋でも、精せい霊れい祭さいが終われば生せい徒と達の意識は冬になる。

　行事は季節を分ける目安となるもので、それはこのパンディアでも同じことだった。

「じゃあ、まだターニア先せん輩ぱいも目覚めてないんですね？」

　灰色の雲が低く垂たれ込め、これが冬なら間違いなく雪が降っていただろう天気の中。

　パンディア国立連れん術じゆつ士し学園、基き礎そ科か一年に在ざい籍せきするリト・クローウェルは長なが椅い子すに腰かけ尋たずねた。

　学園の西の小道に人ひと影かげはなく、風に吹かれた枯かれ葉はがときおり乾いた音を立てる。けっこうな寒空の下だが、寒さを感じないのは隣となりに座る上級生のおかげだ。

「うん……。キアン君もまだなのね」

　耳に心地ここちよい声が心配そうに沈しずみ、澄すんだ空色の瞳ひとみが伏せられる。

　うっかり見つめると寒さどころか時間も忘れてしまう、リトにとって最強の時間泥どろ棒ぼうである美少女は、基礎科三年生の有名人エリル・レヴィスだ。

　けぶるような長い睫まつ毛げが白い頰ほおに影かげを落とし、憂うれいの表情にリトの胸まで痛くなる。「思いっきり抱きしめられたらなぁ」とため息をつかずにいられないが、抱きしめられるだけの度ど胸きようも自信もないのでじっと我が慢まんだ。

「でも！　私が倒れたときも三日ぐらいかかったし、今日あたり起きてくれるかもしれないわね」

　だが沈んだ声が一いつ転てんし、上げられた顔はもういつもの明るくめげないエリルだった。元気よく「だからさっさと寮りように帰りましょう！」と言われそうで、リトは慌あわてて口をはさむ。

「あのっ、エリル先輩。蒼そう穹きゆうの神しん殿でんはどうでしたか？　精霊王様いましたか？」

　パンディア国立連術士学園の一大行事である〝精霊祭〟も無事に終わり、旗き手しゆを務つとめたエリルや一連の事件に関わったリトも日常生活に戻っていた。

　精霊祭から諸もろ々もろの案件を片づけるための二日間を挟み、通常授業の開始日である今日。

　いつものように朝の女子寮までエリルを迎えに行ったリトだが、他の生徒がいる場所で込み入った話をすることができず、放課後に待ち合わせてこの西の小道へ来たのだ。

「あのあと先輩に会えなかったから。どうなったか聞きたかったんです」

　あのあと、とはエリルがパンディアの中ちゆう枢すう〈精霊庁〉の主しゆ塔とうに入り、三人の上級生に襲おそわれたあとのことである。

　怪け我がをさせられたエリルだが旗手の役目を強きよう行こうし、その先がどうなったかをリトは知らない。

　主塔まで助けに入ったリトも傷きずを負おい、村の救きゆう護ご班はんの元へ連れん行こうされてしまったからだ。

　話をしたかったがエリルはそのまま精霊庁に留とどまり、リトもリトで村にいるよう指示されたため会えずじまいになってしまった。

　蒼穹の神殿がどうだったとか、精霊王がいたかは正直どうでもいい。

　ただエリルが神殿に入り何を感じたかを聞きたかったのだが、よくある質問としてくすりと笑われてしまった。

「一年生なら気になるわよね。蒼穹の神殿はすごく綺き麗れいなところだったわよ。真っ白で」

「精霊王様に会えましたか？」

「ふふ、まさか。無む人じんだったわ」

「そうなんですか？」

　それは残念でしたね、と言えばエリルは明るく笑う。

　その笑顔を見ながら、リトはふと不思議な感覚に包つつまれた。

　明るくて優しくて強くて。姿や声、性格、笑顔も何もかもそのままなのに、精霊祭以前のエリルとは決定的に違う気がしたのだ。

（なんだろう。自信……かな？　もともとしっかりした人だったけど）

　学園の代表を務め上げ、精霊王直ちよく属ぞくの連れん術じゆつ士し──〝蒼穹の守しゆ護ご者しや〟になるという夢を現実的にしたせいかもしれない。より強く、一本芯しんの通った印象がある。

　なんとなーく、さらに距離を離された気になり、リトは慌てて後ろ向きな思考を振り払った。

（だからどうした！　どれだけ離されても追いかけるって決めただろ!?　しっかりしろ、俺！）

　ばちんっと両りよう掌てのひらで強く頰ほおを叩たたくと、エリルが驚いて目を瞬またたく。

「急にどうしたの、クローウェル君？」

「気合を入れました。エリル先輩のことが好きだから」

「相変わらず思いもよらない繫つなげ方するのね……！　でも私も対たい処しよ法ほうを考えたのよ？」

　告白すればいつも赤くなって恥はずかしがっていたエリルなのに、今日は一味違った。

　目を逸そらすことなく真まっ直すぐにリトを見つめ、しばし愛らしい唇くちびるを閉じる。

　至し近きん距きよ離りでたっぷり三秒ほど視線を合わせ、リトが思わず息を吞のんだ瞬間──。

　軽く首を傾かたむけ、ふわっと花が綻ほころびるように微笑ほほえんだのだ。

「ありがとう」

「──────────！」

　ドスッと心臓に太い矢が刺さった気がして、本気で息が詰まった。

　急きゆう激げきに心しん拍ぱく数すうと体温が上がり、目の前がくらくらする。一気に頰が熱くなり、鏡を見なくとも顔が赤くなっていることが分かってしまった。

　逃げるように視線を逸らし、リトは掌で紅こう潮ちようした顔を覆おおう。

（し、知らなかった……！）

　どうやらエリルは言葉や視線、笑顔で矢を放てる女性だったらしい。

　まともに食らえば抵てい抗こうなんてできない、この矢を躱かわせる男がいるのか疑問に思うほどの威い力りよくだ。

　なんとか反はん撃げきしなければと思うが、口も舌したも上う手まく動かない。赤面したまま早はや鐘がねを打つ心臓を必死になだめていると、ふいに弱々しく消え入りそうな声が聞こえた。

「ごめんなさい、する方も恥ずかしかった……」

　見れば耳まで赤くしたエリルが身を縮こまらせ、微び妙みようにリトから遠ざかろうとしている。

「え、ちょっ、可か愛わいいんですけど!?　エリル先輩好きですッ、もう一回やってください！」

「も、もういい！　もうやらないわ！」

「好きです！　もう一回俺を射い殺ころしてください！」

「射殺す!?　クローウェル君あなた大丈夫!?」

「たぶん大丈夫じゃないっ！」

「でしょうね！」

　明らかにおかしいと言わんばかりの顔でリトを押しとどめ、エリルは詰めた距離と同じ分だけきっちり遠ざかってしまう。……隙すきがない。

「とにかく！　精霊祭も終わったし、あとはターニアとキアン君の目覚めを待つだけね」

　心を落ち着かせるように咳せき払ばらいし、素そ知しらぬ顔で話を変えた。

　あっという間に平へい静せいに戻られ悔くやしい気もするが、そもそもリトとエリルが待ち合わせたのはその件のためである。

　仕し方かたなく体たい勢せいを戻し、リトは表情を改めた。

「ユークの奴やつ、ターニア先輩と連れん禱とうして異い種しゆを倒したんですよね？」

　主塔に入っていたリトとエリルは全く知らなかったのだが、精霊祭当日、パンディアには異種が現れていたのだ。

　幸い建物などへの被ひ害がいはなく、すぐに倒されたので祭りにも影響はなかった。精霊庁は異種を消しよう滅めつさせたことを見物客に告知したが、戦いに気づいていない者がほとんどだったのである。

　怪我人は警けい護ごに出ていた蒼穹の守護者数人のみで、手当てが早かったため命にも別べつ状じようはない。

　異種が出しゆつ現げんした事件の中では異い例れいの被害の少なさだが、その大きな要よう因いんとなったのがリトとエリルの友人、ユークリッド・キアンとターニア・イムセントの二人だった。

　彼らは異種の出現とほぼ同時に駆かけつけ連禱、追いかけた一年生の実じつ技ぎ指し導どう長ちよう官かんアラン・ロッシによると一いち撃げきで倒したらしい。

「ターニア先輩がすごいのは知ってますけど、ユークがそんなに強いなんて知らなかったです。あいつ成績も実技も優ゆう秀しゆうだけど、飛び抜けてたわけじゃなかったから」

　パンディアの長ちよう老ろうの一人、学園長パヴァル・イムセントの孫まごであるターニアは紛まぎれもなく天才だ。

　だが従来の魔ま物ものならいざ知らず、精霊術に強い耐たい性せいを持つ〝異い種しゆ〟を一撃で倒すとなるとターニア一人だけではできない。連禱の相手となる人物にも同等の力が求められる。

（今までそれができたのは俺とエリル先輩だけだ。もしかして、ユークとターニア先輩にも二人にしか出せない力があるのか？）

　同じことを考えたのか、エリルも神しん妙みような顔でうなずいた。

「そうね。異種を一撃で倒せるなら──……すごいことだわ。早く二人に目覚めてもらいたい」

「俺もです。だって異種と戦える人間が増えればエリル先輩の負ふ担たんが減る……あっ、でもユークたちも倒れるんなら俺一人しか無理だ！」

　異種相手に連禱しても元気なのは今のところリトだけだ。エリルもターニアもユークも昏こん睡すい状態である。

「鈍どん感かんっていうか、俺の身体からだは変なんでしょうか……。なんか寂さびしい……」

　けっして倒れたいわけではないが、一人だと取り残された感がある。

　しょんぼりするとエリルがおかしそうに噴き出した。

「クローウェル君たら！　大丈夫よ、私ももう平気だから。次に最上位の連禱をしたってきっと倒れたりしない。あなたともう一度思いっきりしてみたいぐらいだわ。あのときよりも、もっとすごい力が出せるはずだもの」

「本当ですか？」

「ええ。蒼穹の神殿に行ったときに分かったのよ。もう大丈夫だって」

　ただの慰なぐさめとは思えないほど自信に満ちた声で言われ、リトも自然と笑顔になってしまった。

（やっぱり、連禱できる人がいるっていいな）

　一人ではないと改めて思える。それが大好きな人なのだからなおさらだ。

　これならいくら異種が出てきたって戦える……と考え、ふと思い出した。

「そういえば、五年生のアスラ先輩が異種の出現を予言してたって本当ですか？」

　これもあとで聞いた話だが、エリルを襲い捕つかまった三人の上級生が言っていたのだ。

　専攻科五年に籍せきを置くアドナ王国の第三王子、アスラジヤード・アドナムは予言の力を持ち、異種の到とう来らいを察さつすることができる。

　三カ月ほど前、六枚の翼つばさを持つ異種が現れたときも事前に言っていたらしく、五年生全員が証しよう言げんしていた。パンディアに魔物が入り込むわけがないと教師は一いつ蹴しゆうしたらしいが、現実はアスラの予言どおりになったのだ。

「本当にそんな不思議な力があるんですね。ちょっと変わった人だと思ってましたけど、今回は予言を先生に言ってなかったんでしょうか」

　真しん紅くの虹こう彩さいが印象的な白はく皙せきの美青年だが、とにかく生せい気きが無い。高こう貴きな生まれだがアドナ王国では王子として扱あつかわれず、冷れい遇ぐうされていたと聞いている。

　エリルも彼に対しては何か感じるところがあるようで、考え深げにささやいた。

「そうね。言ったって無む駄だだと思ったのかもしれないけど──……」

　それでも一度は異種の出現を当てているのだから、可能性の段階でも学園長に言うべきだとリトは思う。

　精霊術士達の総そう本ほん山ざんであるパンディアに異種が入り込むなど、大事中の大事だ。

　死者が出なかったからよかったようなものの、壊かい滅めつ的てきな被害を被こうむる、もしくは異種を倒すことができず取り逃がすようなことがあれば、大陸中の信頼を失うしなうことになる。

　過去には精霊術を巡めぐって大陸全土を巻き込んだ大戦が起こっており、パンディアが信用を無くすような事じ態たいは絶対に避さけなければいけない。

「でも、本当に異種が出るのが当たり前になりつつあるのね……」

　存在が知られたのはここ数年だが、今年に入ってもう六体も現れているのだ。

　いずれ爆ばく発はつ的てきに増えるのでは、と危機感を抱いだいてしまう。

　緊きん張ちようと不安で沈しずんだエリルの声に、リトは元気づけるためぐっと拳こぶしを握った。

「大丈夫です、どんな異種が現れても俺とエリル先輩がいれば！　何があってもエリル先輩の元へ一番に駆けつけるし、駆けつけたらちゃんと守りきる。ハイヤーン先生にそう教えられたんです」

　精霊祭でエリルが襲われたとき助けてくれたのは、日頃から彼女を支えてきた教師のグレイ・ハイヤーンだった。彼はリトでは手に負えなかった三人の専攻科生を相手に一人で戦い、その罰ばつとして謹きん慎しん処しよ分ぶんを受けている。

（ハイヤーン先生は悪くないのに……）

　生徒に暴ぼう力りよくを振るうのは教師としてよくないことだが、リトにはハイヤーンが悪いとは全く思えなかった。上級生達は明らかにエリルを害がいそうとしていたし、彼が来てくれなければリトだってどうなっていたか分からないからだ。

　エリルを守れなかった精霊祭でのことを思い返せば悔しくて、リトは未いまだに奥おく歯ばを嚙かみ締めてしまう。

　お前は弱い、なんて誰からも言われたことがなかった。役立たずのような扱いを受けたことも、自分が子供だと思い知らされたこともなかった。

　自分に腹が立って情けなくてあの日は眠るどころではなかったが、それでも言われてよかったと今は思える。

　エリルの側にいるというのはそういうことだ、と教えられたのだ。

「ちゃんとハイヤーン先生じゃなくて俺が守らないと駄目だった。すっごく悔しいけど、ハイヤーン先生に言われて初めて気づいたんです。助けに来るんならしっかりやれって。いえ、ハイヤーン先生が言葉でそう言ったわけじゃないけど、ハイヤーン先生はそれを自分で実行したっていうか、俺もハイヤーン先生ぐらい強くなるべきだと思って！」

「クローウェル君……」

　懸けん命めいに力りき説せつすると、なぜかエリルに同情の眼まな差ざしを向けられてしまった。

「やっぱり先生のこと相当意識してるのね。あの件のこと心配してたんだけど」

「違いますっ、意識なんてしてません！」

「ごめんなさいね、ハイヤーン先生ってなんていうか……、けっこう子供っぽいのよ。クローウェル君に対して厳しいのは愛の鞭むちっていうか、うーん、愛？　愛はないのかもしれないけど」

「じゃあただの鞭ですよね？」

　打たれているだけではないか。

　むくれたリトにエリルがそういえばそうだと声を上げて笑い、楽しそうな笑顔に「まあいいか」という気になってしまった。なぜハイヤーンの所しよ業ぎようについてエリルが謝るのかもすごく引っかかったのだが、まあいい。

「ふふ、クローウェル君はやっぱり元気よね。話ができてよかったわ」

　笑って心が軽くなったのか、エリルは空を見上げ明るく言った。

「そろそろ寮に戻りましょうか。日も暮れそうだし」

「え！　あの、もうちょっとしゃべりませんか？」

　せっかく二日ぶりに会えたのに、朝も昼もろくに話すことができなかったのだ。あともう少しでいいから一緒にいたい。

「うーん、でもターニアが起きてるかもしれないから」

「えええっ、俺とターニア先輩とどっちが大事ですか!?」

「ターニアよ」

「俺もそう思いましたけどっ！」

　馬ば鹿かなことを聞いてしまったがあまりに即そく答とうだ。ほんのちょっとぐらい迷ってほしい。

　軽くあしらわれてしまい、リトは恨うらみがましく口を尖とがらせた。

「エリル先輩、ひょっとしてわざと言ってますか？　俺が先輩のことこれ以上好きにならないように」

「え！」

　白い頰が一気に赤く染まる。図ず星ぼしだったのか目を泳がせたエリルに、リトはここぞとばかりに真剣な顔をした。

　わずかに身を引いたエリルを追って、長椅子に手をついて距離を詰める。

「言っときますけど、何されても逆効果ですから」

　エリルは唯ゆい一いつ連禱できるリトから離れられない。だからリトに嫌われないように、だがこれ以上好きになられないよう言葉や態度で調ちよう節せつしているのだ。

（そうそう上手く動かされてたまるもんか！）

　簡単に操あやつられるようでは、エリルを振り向かせるなど夢のまた夢だ。

　ここからどうする？　無意識にハイヤーン先生ならどう動くだろうと考え、リトは長椅子の上に置かれたエリルの左手に自分の手を重ねた。びくっとされたが、振り払われないのをいいことにゆっくりと力を込める。

「何されても、先輩のこと好きになるだけだって覚えててください」

　真っ赤になったエリルがうつむき、決まった──！　……と思った瞬間ガラガラと騒そう々ぞうしい馬車の音がして、底抜けに明るい女性の声が響ひびき渡った。

「ハーイ！　そこのいちゃついてる彼氏彼女！」

「えっ!?」

「違いますっ!!」

　ものすごく嬉うれしかったのに、エリルに全力で否定されてしまった。

　若じやつ干かんへこみながら顔を上げると、目の前に停とまった箱馬車の窓から眼鏡めがねをかけた女性が身を乗り出している。
















　馬車が村から上がってくる音は聞こえていたが、声をかけられると思っていなかったリトは無ぶ遠えん慮りよに女性を眺ながめてしまった。

　小さな窓から上半身全てを出した女性は三十歳前後だろう。がりがりに瘦やせた身体に化け粧しようっけのない顔で、身に纏まとう外がい套とうはほつれの目立つかなりの襤ぼ褸ろだ。眼鏡の奥の瞳は茶色で、腰までありそうな長い髪は潤うるおいがなく砂のような薄うす茶ちや色いろをしている。

　雑ざつな身なりに反して明るい口調の女性は、周囲にこだまするような声で叫さけびリトに指を突きつけた。

「黒髪青目の基礎科生！　ぱっと見十代後半のびっくりするほどいい男！　あなたひょっとしてリト・クローウェル!?」

　びっくりするほどいい男、と言われて「はい」とは答えにくい。

　答えに窮きゆうしたリトを無む視しし、狂きよう喜きした眼鏡の女性はエリルにも指を突きつける。

「ってことは一いつ緒しよにいる金きん髪ぱつちゃんはエリル・レヴィス！」

「あ、はい。そうですが」

　俺に「びっくりするほどいい男」って言うならエリル先輩には「天てん下か無む双そうの美少女」ぐらいつけるべきだとリトは心しん中ちゆうで抗こう議ぎしたが、女性はかまうことなくきょろきょろと辺りを見回す。

「ところでユークはどこ？　倒れたって聞いて来たんだけど」

　その気安い口調、そして倒れた彼の元へ駆けつけてきたということは……。

　エリルと顔を見合わせ、リトは窓から這はい出てきそうな女性に問いかけた。

「ひょっとして、ユークのお姉さんですか？」

　顔は全然似ていない。

　だが茶色の瞳と眼鏡で当たりをつけたリトに、女性はきょとんと目を瞬またたき──。

「そうね、そのようなものだわ！」

　心底おかしそうに声を上げて笑った。
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　連れん禱とう祝しゆく詩しとは小さな祝詩の塊かたまりである。

　一句一句が意味を持ち、それらが重なり合って大きな力になる。

　さらにその力が二つ合わさる──連禱することによって、一つの術として放たれるのだ。

　なので、連禱の失敗とは術が全く出ないことではない。

　術が発生しないなど祝詩を全句間違えて読むほどの低確率なので、失敗とは主に威い力りよくが弱いまま出てしまうことを指す。

　連禱はよく〝掛かけ合わせる〟と表現されるように、乗じよう法ほうの術だ。

　術者の力は足し算ではなく掛け算として威力に現れ、単純な『二人分の力』を超える。

　そのため、連禱できない人間はそのことを悟さとられないよう、一人で倍以上の力を出して皆を欺あざむくしかなくなるのだ。

（……リトは鳴なり物もの入いりで入学してきたからな。ごまかすのは相当辛つらかったはずだ）

　天才ということを隠して入学していれば苦労はもっと少なく、使う力も最小限ですんだはずだ。──リトに近い力を持ちながら、連禱できないことを一切周りに悟らせなかったユークのように。

　顔を洗い、最低限身み支じ度たくを整えたユークリッド・キアンは机に置いていた眼鏡をかける。

　伊だ達てなのでなくても困らないのだが、何かを通して見るという意識が自分を冷れい静せいにさせてくれるのだ。他人と接するときや考え事をするときは手放せない。

　いつものように茶色い髪を無む造ぞう作さに一つにまとめ、机に向かったユークは白い便びん箋せんにかなりの速度でペンを走らせた。

　まだ目覚めて誰にも会っていないため、今が精霊祭から何日目なのかは分からない。

　だが体調に大きな変化はなく、まるでよく眠った朝のように目は冴さえて思考もはっきりしていた。

（一日ぐらいか？　エリル先輩がリトと連禱して倒れたときは三日後に目覚めて元気だったらしいが……。まさか俺も同じなのか？　あのときリトは倒れなかったが、俺と連禱したターニア先輩は倒れていた。少なくとも、あのときは）

　ターニアと東の森で連禱したときのことは、今でもまざまざと思い出せる。

　青天の中で突然現れた黒雲と稲いな妻ずま。一撃で真まっ二ぷたつになった亜あ人じんの異種と、怒ど濤とうのような大だい豪ごう雨う。

　ターニアが詠よんだのは確かに嵐あらしの祝詩だが、それにしても規模が大きすぎた。

（連禱のできない俺にあそこまでの術は出せない。信じられんことだが、あれは俺を上回る力が加わったからだ。一人で戦うときは力を抑おさえていたターニア先輩が、俺と連禱するとなって全力を出したから）

　結果、あの激はげしい嵐と異種を倒すほどの落らく雷らいとなった。

（……そうだ、俺だけじゃない……！）

　威力の強い祝詩を詠んだこと。そして予よ測そくできるターニアの地力を差し引いてもあの嵐はありえない。あれは能力の高い二人が全ぜん身しん全ぜん霊れい、渾こん身しんの力を振り絞しぼったからだ。そうしないと異種を倒せないと判断したから。

　自分は連禱ができないのだから、生なま半はん可かな力では倒しきれず反はん撃げきされる。

　ならばもうこれを最後に死んでもかまわない、持てる力の全てを出さなければ相手を守ることができない。だから、この一撃に全てを懸かける────！




　ターニアとユーク、両者がそう考え、死力を尽つくしたためにあの嵐と落雷になったのだ。




　ユークは動どう揺ようを静めるようにペンを止め、目を閉じた。

（間違いない……！　ターニア先輩も他た者しやと連禱ができない精霊術士だ！　あの嵐は連禱なんかじゃない。俺やリトが皆を騙だますためにやってきた、連禱できない人間がする加か法ほう術じゆつで出たものだ）

　精霊術士が自然に行う〝掛け算〟、つまり連禱ではなくただの〝足し算〟の術。

　相手が風の祝福を持つターニアだったから運よく力が重なった。これがユークと正反対の祝福を持つリトであれば、強すぎる力が衝しよう突とつし合い術は消し飛んでいたはずだ。

　では、なぜ連禱していないと断だん言げんできるのか？

　こう問われれば、ユークはいくつかの答えを言うだろう。いつもの感覚となんら変わりがなかったから。自分の全力とターニアの全力で連禱できれば、落雷どころではなくもっと凄すさまじいことになるはずだから。連禱は句を重ねるごとに術者を守る結界を作り出していくものなのに、自分達は落雷の余よ波はを食らってしまったから。

　そして何よりの証拠となったのが、ターニアの表情だった。

（──ターニア先輩は驚いていた）

　連禱できる人間なら驚かないはずの場面で、彼女は驚きよう愕がくしてしまったのだ。

　上じよう位い術じゆつを使ったのだから威力が強くなるのは当然で、どれだけ強くなっても驚く必要はない。リトとエリルの連禱を見れば分かるように威力は無む限げん大だいだ。

　だが、ユークとターニアでは限度がある。

　連禱できない自分の術なら想像の範はん囲いを超えることは絶対にない。

　そう二人ともが同じことを考え全力を出したのに、放った術が予想をはるかに超えてしまった。

　そしてあまりのことに、隠すことも忘れ「起こるはずのないことが起こった」という驚愕を表情に出してしまったのだ。

「…………。さあ、どうするか……」

　書きかけの手紙を見下ろし、ユークは独ひとりつぶやいた。

　ユークが気づいたのと同じように、ターニアもユークが連禱できない人間だと気づいただろう。

（俺ならまず二人だけで話をしたいと思うが……。先輩はどうだろう）

　隠していたということはターニアにも事情があるはずだ。即そつ行こうで学園に公表されるなどという心配はしていないが、祖そ父ふである学園長に相談ぐらいはするかもしれない。

（学園長はさすがに知ってるはずだ。……しかし、ターニア先輩も連禱できないとは……。完全に予想外だったな）

　昨年の秋、リト・クローウェルに一番近い友人となれと命めいじられ、オルティスに送り込まれたときは簡単だった。

　事前に「リト・クローウェルは連禱ができないかもしれない」という情報を手に入れていたため、こちらは力を抑えて相手をすればよかったのだから。

　予想どおりリトは自分で倍の力を出して連禱に見せかけてきた。これでリト・クローウェルが本当に連禱できないと知り、同じ立場のユークともできないことが判明したのだ。

（これでターニア先輩も加わって四人……。ひょっとして、世間が知らないだけで連禱できない人間は普通にいたのか？　じゃなければあまりにも偶然が過ぎるぞ……）

　なにせ、見事に祝福がバラバラだ。

　リトの〝火〟、ユークの〝水〟、ターニアの〝風〟。

（もしかしてエリル先輩は地の祝福を……？　……いや、それはありえないな……）

　エリルとリトの連禱を見れば分かる。エリルは間違いなく火だ。

　それに四人に繫がりがあるなら、リトとエリルだけ連禱できるのはおかしい。ユークとリト、またはユークとターニア、ターニアとエリルもできるはずだ。

（エリル先輩はこれまでリト以外と連禱できなかった。ならターニア先輩ともできないってことだ。ターニア先輩が拒こばんでるならありえなくもないが、同学年で機会も多いのに連禱しないでいるのは難むずかしいだろう）

　祝詩は単純に詠めば術が出るというわけではないが、かといって強く意識しないと出ないわけでもない。

　能力の高い精霊術士なら、なおさら精霊達は簡単に力を貸すはずだ。もしエリルと連禱できるなら、ターニアほどの精霊術士が力を出せないというのはおかしい。

（いったいどうなってんだ？　俺はエリル先輩と連禱してみるべきなのか──）

　そこまで考えペンを置いたとき、突然ノックもなしに部屋の扉とびらが開いた。

　驚いて立ち上がってしまったが、驚いたのは相手も同じらしい。

　様子を見に来た寮りよう監かんの教師は、目覚めるだけでなく机に向かっているユークに盛せい大だいに目を丸くした。

「キアン、起きていたのか！　身体の調子は……！」

「特に違い和わ感かんはありません。ちょうど先生のところに行こうと思ってたんですが」

「そうかそうか。イムセントも目覚めたみたいでな、お前を心配して寮に来てくれ……、って！　キアン!?」

　部屋を飛び出そうとしたユークだったが、その足はすぐに止まった。

「ターニア先輩……！」

　寮監のすぐ後ろ、制服姿の女子生徒が険しい表情でユークを見上げていたからだ。

　本人の気き性しようそのままを表すような、真っ直ぐで癖くせのない黒髪。白く小さな顔は美しく整い、すらりとした肢し体たいと相あいまって凜りんとした印象を与える。

　ターニアは切れ長の黒い瞳で年配の教師を見上げ、冷ややかな声で言い放った。

「大事な話があるの。二人だけにして」

「なに!?　男子寮なのに駄目に決まっているだろう、ここまで入ってくるのも本当は……あっ、こら！　イムセント！」

　ターニアが騒さわぐ寮監を無視して部屋に入ったため、ユークは素早く謝しや罪ざいし言い足した。

「すみません、本当にすぐ終わらせます。先生はそこで待っていてくださって結けつ構こうです」

　部屋はそれなりに広い。大声で怒ど鳴なり合わない限り話が外にもれることはないだろう。

　困こん惑わくする教師に頭を下げ、なんとか扉を閉じさせてもらった。

　小さく息をついて振り返れば、勝手に入ったターニアは机の前に立って書きかけの手紙を見下ろしている。

　特に読まれて困る文面ではないため、ユークは気にせず側の椅子を引いた。

「どうぞ座ってください。ターニア先輩はいつ」

「あんたいつ目が覚めたの？」

　椅子に座る気などさらさらないらしい。全く同じ質問を返され、ユークは仕方なく椅子を戻した。

「ついさっきですよ。リトが帰って来るのを待って、ターニア先輩のことを聞こうと思ってたんです」

　すぐに会いに行きたかったがどうせ女子寮には入れない。寮監に話を聞くのが関の山なので、まずは考えをまとめようと故こ郷きよう宛あての手紙を書いていたのだ。

「あんた──」

　言葉を切ったターニアに、ユークも覚かく悟ごを決めて一度目を閉じる。

　そして、ターニアを見つめにっこりと笑った。

「お互い腹はら割わって話しましょうか。声はなるべく小さめでお願いします」

　距離は近い方がいいが、ターニアは野や生せいの小動物のように最大限の警けい戒かいを向けている。

　極きよく力りよく近づかないよう、だが声を出しすぎないようユークははっきりと言った。

「ターニア先輩。あなたは連禱ができないんですね？」

　ターニアは壁を背にしたまま沈ちん黙もくする。

　睨にらみ上げるようにユークを見つめたまま、おもむろに唇を開いた。

「あんたは、アントワルドのジェーン・グリンダ研究所から送られて来たのね？」

「……！」

　思いがけない指し摘てきに、つい返事を忘れてしまった。

　素直に、驚いた。

　長老達ならまだしも、ターニアからその機き関かん名めいを言われるとは思ってもみなかったのだ。

　沈黙し固まったユークに目を眇すがめ、ターニアは机き上じようの手紙に視線を転てんじる。

「ジェーン・グリンダ研究所は精霊術や異種の研究を行い、パンディアの力をアントワルドに移したいと思ってるんでしょう？　学園や精せい霊れい庁ちようについて一いつ生しよう懸けん命めい調べてるみたいだけど、無駄よ。あんたが手紙で何を知らせても、誰もが知ってることしか出てこないから」

「──俺が手紙を送ってることを誰から聞いたんですか？　リトですか？」

「駄だ犬けんが話す日常的なことをエリル経けい由ゆで聞いたのよ。あんたが故郷の姉に宛てて頻ひん繁ぱんに手紙を書いてるって」

「読んでもらっていいですよ。そこにあるとおり内容は普通です」

「パンディアじゃ個人の手紙にも検けん閲えつが入るわ。あんたがそれを知らないとも思えないし、そのまんま書くような馬ば鹿かでもない。暗号化してるんでしょう？」

　言い当てられ、ユークは下へ手たに答えるより黙ることを選んだ。

　文面は素人しろうとが簡単に解けるものではないし、押おう収しゆうされたところで困らない。

　だがここからどうするべきか。これ以上ターニアを黙らせておくのは至し難なんの業わざのような気がする。

（……まだ推すい測そく段階だが……。こっちの切り札を使うしかないか？）

　覚悟を決め、ユークは閉ざしていた口を開いた。

「俺が研究所の人間だってどうして分かったんですか？」

　あっさりと肯こう定ていしたユークを油ゆ断だんなく見み据すえ、ターニアは震ふるえる声で言い募つのる。

「だっておかしいじゃない。あんた貧びん乏ぼう学者の息子むすこなんでしょう？　どうして駄犬みたいな大だい貴き族ぞくの息子に近づけるの？　同じ国ならまだしも、あんたはオルティスじゃなくてアントワルドの人間なのよ？」

「ああ、確かに……」

　苦く笑しようしか出てこなかった。精霊祭で異種と戦う前、ターニアと話した際に素す性じようを偽いつわらず答えてしまったのだ。

　自分も多少動どう揺ようしていたのかもしれないが、おそらくターニアは最初からユークを疑っていたのだろう。

　そう考えると妙みように寂さびしい気がして、そんな気持ちを打ち消すようにユークは笑った。

「後うしろ盾だてがあると思ったんですね？」

「そうよ。駄犬みたいな珍しい精霊術士の側にアントワルドの人間がいて、しかも入学前からの友達ですって？　駄犬の親が友人を作らせたいと思うなら、同じ国の人間を選ぶのが普通だわ。でもあんたは違った。身分が釣つり合ってるわけでも、特別な力を持つわけでもない。じゃあこれはアントワルド側が持ちかけてきた話だと思ったのよ」

「なるほど」

「なんであんたが選ばれたのか分からなかったけど、……やっと分かったわ……！」

　ユークが、リトと同じく連禱できない人間だったからだ。

　これは偶然などではない。ユークリッド・キアンはリト・クローウェルの友人になるために選ばれ、パンディアを探るため送り込まれてきた。ターニアはそう気づいたのだ。

「研究所の間かん者じやだったのね……？」

　ターニアは黒い瞳に力を込めた。

「アントワルド王はあんたがそのためにパンディアに入ったと知ってるの？　だったらグリンダ研究所と同どう罪ざいだわ……！」

「俺は精霊術士ですよ？　パンディアに来るのは当然だ」

「だったらどうしてもっと早く来なかったの？」

　あまりに自然に言われ、ユークは思わず目を瞠みはった。

　すぐに「なんのことだ？」と不思議そうな顔を作るべきだったのに、それができず沈黙する。

　もう答えても遅いところまで黙ってしまったユークに、ターニアは予想どおりと言うように顎あごを上げた。

「やっぱりそうなのね？　あんたは去年じゃなくて、もっともっと昔に精霊術士として目覚めた。そこから研究所か国家にかくまわれてたんだわ」

「……なぜそう思いましたか？」

「だってあんたは精霊術に馴な染じみすぎてる。戦い慣れしすぎてるもの……！」

「それを言うならターニア先輩もですけどね」

　三年生だからとか、そんな問題ではない。

　ターニアは天才として入学しておきながら、連禱できないことを悟られないよう力を使っている。これは能力に目覚めてすぐにできることではない。

　配分が上手くいかず体力を消しよう耗もうしたリトを見れば分かるように、長年の経験と自身の力の把は握あくが必要になるのだ。

　暗に「精霊術士として目覚めたのはもっと昔だろう」と指摘すれば、ターニアは怯ひるんだように唇を慄わななかせ、すぐさまキッと眦まなじりを吊つり上げた。

「おじい様にばらしてやるわ。あんたがグリンダ研究所から送られて来た間者だって！」

「どうぞご自由に。俺もみんなに教えるだけですから」

「何をよ！」

「あなたの出しゆつ生せいについてですよ」

　それはいろいろな要よう素そを分ぶん析せきした上での、ただの推測だった。




　だが、一か八かの賭かけはユークが予想した以上の結果をもたらした。




「な……っ……」

　ターニアの顔から血の気が引き、震えながら後ずさったのだ。

　青ざめ、愕然とした表情で凍こおりついたターニアに、鎌かまをかけたユークの方が途と惑まどってしまった。

（当たった……が、なんだこれは？　そんなに大変なことか？）

　正直なところ、「だからどうした」で返されると思っていたのだ。

　──ターニア・イムセントは養よう女じよだ。この反応を見る限り確定だろう。

　ユークは、ターニアが精霊庁で暮らしていたと聞いたときから違和感があった。

　精霊庁はパンディアの中ちゆう枢すうであり、個人の家ではない。政治の場だ。

　関係者の暮らす場所や賓ひん客きやく用ようの客室はあるが、それ以外で部外者を精霊庁に入れたりしない。どの部屋にも入れるターニアのような存在は、普通ならあってはならないはずだ。

　さらに言えばパヴァル・イムセントは四人いる長老の一人であり、全権を握っているわけではない。そんな彼の孫だけが、なぜ特別に精霊庁で育てられなければならないのか。

　精霊庁で暮らしていた、とは単に能力に目覚めてからのことかとも考えたが、ターニアはパンディア出身の旗手として一昨年おととしの精霊祭に出ている。一年に満たない期間暮らしただけなら、「出身」とは言わないだろう。

（ターニア先輩は親元を離れ、比較的小さな頃から精霊庁で育てられていた。なぜだ？）

　エリルと同学年なら精霊術士として目覚めたのは四年前のはず。ならば、なぜそれ以前から精霊庁にいた？　本来子供が住む場所ではない所に、精霊術士でもない少女が？　学園長の孫だから？　たまたま手元で育てていたパンディアの長老の孫が天才的な精霊術士に成長しただけか？

　ありえない、とユークはすぐさま否定した。

　そんな偶然はありえない。それなら、パンディアが優すぐれた精霊術士の卵を見つける力を持っていた、とする方が自然なぐらいだ。もちろんそんな能力があれば、誰より子どもの頃のリトやユークがパンディアに招まねかれるべきだ。だからそれもありえない。

　────ならば考えられる理由は一つ。

（ターニア先輩はもっと年少の頃に精霊術士として目覚めた。そして、その力に気づいたパンディアに保護されたんだ）

　十一歳でジェーン・グリンダ研究所に迎えられたユークと同じように。

　長い沈黙が落ち、ターニアは掠かすれた声をもらした。

「……どうして、あたしの出生なんて知ってるの？」

「おかしいですか？　俺がグリンダ研究所の人間だって言ったのはあなたなのに」

「────！」

　怯えたように竦んだターニアに、ユークは彼女の恐きよう怖ふの正体を摑つかんだ。

　どうやらターニアが知られたくないのは養女ということではなく、自身の生おい立たちに起き因いんすることらしい。

「大丈夫ですよ。研究所内で養女ということ以上を知っているのは、あなたと実際に接した俺だけだ。だから、あなたが俺のことを精霊庁に言うようなら俺もあなたの──」

「やめてッ!!」

　悲鳴で遮さえぎられ、ユークはとっさに口をつぐんだ。

　ターニアは震えが止まらない身体を抱きしめ、カチカチと奥歯を鳴らす。

「い、言わないわ……ッ！　あんたのことは誰にも言わない！　だからあたしのことを誰にも言わないで……！」

　交こう換かん条件に使おうとは思っていたが、怖がらせるつもりはなかったユークは過か剰じような反応に困惑した。

（なんだ？　なぜこんなに怯える？　……親が大たい罪ざい人にんか何かなのか？）

　そうでなければこの怯え方は異常だ。

（自分の生まれを知られたくない……？　世間に？　それとも誰かにか？）

　ターニアが怖おそれる人物──、と考えた瞬間にわかに扉の外が騒さわがしくなった。

　驚いたような寮監の声と明るい女性の声が響き、制する間もなく扉が開かれる。

「ターニアちゃんが来てるってほんとぉ!?　お取り込み中失礼するわよ！」

　弾はじけるような大だい音おん声じようが響き、ユークとターニアは盛せい大だいに身を震わせ立ちすくんだ。

　大きく扉を開け放ち立っていたのは、三十歳前後の瘦せた女だ。

　あまり手入れのされていない、腰まで届くほど長い茶色の髪。薄汚れた外套を羽は織おった女は、寮監が止めるのも聞かず部屋に足を踏ふみ入れる。

　眼鏡の奥の茶色い瞳がターニアを捉とらえ、そのにんまりと笑んだ顔を見たユークの全身に激しい悪お寒かんが走った。

「グリンダ先生……、なんでここに……」

　いるはずのない女に呼びかけたとき、その後ろからおずおずと声が上がった。

「──グリンダ先生……？　ってユークのお姉さんじゃなかったのか？」

　グリンダの背後から現れたリトは、ただならぬ様子のターニアとユークを途惑ったように見比べる。

　姉と思われたことに鳥とり肌はだが立ったが、彼女がそのように振る舞ったのかもしれない。

　グリンダはターニアから目を離すことなく、大おお股またで部屋の奥の机に歩み寄る。

　ユークが取り上げるより早く書きかけの手紙にざっと目を通し、派は手でな歓かん声せいを上げた。

「わあ、やっぱりターニアちゃんは養女だったんだ！　しかも誰とも連禱できなくて、ユークともできないの!?　へえ！」

　あッ！　と思ったときには遅かった。

　愕がく然ぜんと見開かれたターニアの目がユークに向けられ、一歩も踏み出せなくなった。

　凍りついたターニアに、グリンダが無ぶ遠えん慮りよに腕を伸ばそうとする。

「ね、ね、エリルちゃんとも連禱できないって聞いたけど本当なの？　一回やってみせてよ、あたしの前でさ」

「やめろッ!!」

　これ以上グリンダにしゃべらせてはいけない。

　焦あせりのあまり怒ど声せいを発したユークを横目に、グリンダは得意満面で腰に手を当てた。

「これでリト君、エリルちゃん、うちのユークにターニアちゃん。四人とも連禱できないってことが判明したわね！」

　リトの息を吞む音が聞こえ、ターニアが悲鳴のような声を残し部屋を飛び出す。

「ターニア先輩！」

「！　追え、リト！　ターニア先輩を学園長の元まで連れていけ！」

　リトはほんの一瞬迷うようにユークを見たが、すぐに走りだした。

　本当はユークが追いたかったが、ターニアは逃げるだけだろう。それに──。

「ごめーん、手紙のこと言っちゃ駄目だったぁ？」

　この女から目を離すわけにいかなかった。

　分かっていて言っただろうに、グリンダはわざとらしく申し訳なさそうな顔をする。

　ターニアを追いかけるようなら殴なぐり飛ばしてでも止めようと思ったが、グリンダは動かなかった。隠しきれない殺さつ気きを漲みなぎらせたユークを見て、にやぁっと笑えみ崩くずれる。

「あんたに殴られるのはヤだからね。追いかけたりしないわよ。あの子と話す機会はまだまだたくさんあるもん」

「ない。あの人の保護者は長老の一人だ。絶対にあんたを近づけないようにする」

「いいのいいの、勝手に捜さがしちゃうもんねー。すごく綺麗じゃないの、硝子ガラス細ざい工くみたい！　引きずり倒して粉こな々ごなにしたくなるほど繊せん細さいそうな子だわ！」

「──！　…………ここまで何をしに来た？」

　爆ばく発はつしそうになった感情を寸すん前ぜんで堪こらえたユークに、グリンダは色しき素その薄い唇でにんまりと笑った。

「あんたが倒れたって聞いたから来てあげたのよ！　優しいお母さんでしょ？」

　大陸きっての学問都市、アントワルド王国の首都において最高の学がく術じゆつ機き関かん。

　ジェーン・グリンダ研究所所長、ルーシー・グリンダは嬉しくてたまらないという顔でユークの手紙に口づけた。
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「歓かん迎げいされてない感丸出しね！」

　ユークを伴ともない訪れた学長室で、ルーシー・グリンダは明るく言い放った。

　腰に手を当て、ぐるりと広い部屋を見渡す。

「てっきり精せい霊れい庁ちように案内して頂けると思ったんだけど。もしかしてあたし、村で寝ね泊とまりさせられる？」

「とんでもない、精霊庁にお部屋をご用意しますよ。ただ突然の来らい訪ほうにこちらも準備が調ととのっておりませんでしたから、先にお話をお聞きしようかと思っただけです」

　にこやかに応おうじ、パンディア国立連れん術じゆつ士し学園学園長のパヴァルはグリンダに席を勧すすめた。

　ユークを背はい後ごに立たせソファに腰かけたグリンダは、ついと学園長の脇わきに目を向ける。

「ベネット副学長も同席なさるの？　話には聞いてたけど本当に若いわね！　お父様はアドナ王国で神しん官かんをされてるんでしょ？　パンディアで副学長を務つとめるなんて、お家うちの方は反対なさったりしないの？」

　お茶を運んできた副学長、メリン・ベネットは生せい家かの話に栗くり色いろの目を大きく瞬またたいた。

「まあ。なぜ私のことをご存じなのですか？」

「連術士協会に置いてあるパンディア首しゆ脳のう部ぶの名めい簿ぼを見たのよ。あなたの正式なお名前は長いから言わないけど、アドナ人なんて本名を見ればどこの家の生まれか分かるもの。よく帰って来いって言われないのね。アドナ人は精せい霊れい術じゆつに対して懐かい疑ぎ的てきじゃないの？」

「確かにアドナは精霊術に対して否定的な部分があります。だからこそ私のような者がパンディアに関わり、アドナとの橋渡しをすべきではと考え残らせて頂いているのです」

「わお、優ゆう秀しゆう」

　グリンダは称しよう賛さんとも嫌いや味みともつかない返事をしたが、学園長は満足そうに微笑ほほえんだ。

「そのとおり。ベネット君は精霊術士としても素晴らしいし、私の留る守すを任まかせられる唯ゆい一いつの人物ですよ」

「へえ……。ずいぶんと信頼してらっしゃるのね。なるほどなるほど」

　グリンダがつぶやき、学園長は今度はこちらとばかりにユークに目を向けた。

「グリンダさん、失礼ですがあなたとユークリッド・キアン君との関係は？」

「育ての親よ。この子が十一歳のときからずっと面めん倒どう見てきたの。だからあたしが母親」

「母じゃありません。先生ですよ、俺の」

　グリンダは事実を述のべたのだが、背後から身み震ぶるいしたユークが口をはさんできた。

　言げん外がいに冗談じゃないと言われ、グリンダは弾はじけるように笑う。

「あたし嫌きらわれてるのよぉ！　この子に無茶なこと一杯させたからね！」

　悪いことばかりではなかったはずだが、なかなか感謝されない。振り返らなくてもユークが苛いら立だった顔をしていることが分かり、グリンダは笑いながら硝子ガラスの小箱を取り出した。

「パンディアに起こったことはユークから聞いてるし、さっさと話を進めさせてもらおうかしら。そちらもオルティス王国から異い種しゆの死し骸がいを手に入れたんでしょう？　これが何か分かるわよね？」

　グリンダが箱を開けば、中には布にくるまれた深い瑠る璃り色いろの石が入っている。

　綺き麗れいな六角形に整えられた石は親指の爪つめほどの大きさで、中央部に厚あつみがあり、辺にいくほど薄い。

　学園長が慎しん重ちようにうなずいたのを見て、グリンダは得意げに顎あごを上げた。

「異種の心臓に埋うめ込まれているものよ。従じゆう来らいの魔ま物ものにはなくて、持っているのは異種だけ。これがあれば魔物は倍以上の速度で再生し、精霊術にも強くなる。だから異種の定てい義ぎは心臓にこの石を持ってるか否いなかになるわね」

　他の魔物に比べて強い、精霊術に耐たい性せいがある、という曖あい昧まいな基準ではない。

「あたし達は〝核かく〟って呼んでるけど、この石を心臓から完全に取り除のぞかない限り異種は半はん永えい久きゆう的てきに再生を繰くり返す。それで聞きたいんだけど、ユークとターニアちゃんが倒した亜あ人じんの異種の側にこの石はなかった？」

　グリンダの問いに答えたのは副学長だった。

「精霊祭の異種が倒されてすぐ駆かけつけたのは教員のロッシですが、死骸の痕こん跡せきすら見つけられなかったそうです。東の森はもともと落ち葉が腐くさって足場が悪く、さらにひどい豪ごう雨うでしたから」

　小さな石は見落とされた可能性がある。

　ふーん？　と意味深に相あい槌づちを打ったグリンダに、学園長が表情を改めた。

「グリンダさん。我々もその石について、あなたと話し合うべきだと思っておりました」

「あらあら、そんな遠回しに言わなくても。はっきりと、グリンダ研究所が創つくったんじゃないのかって聞いてくれていいのよ？」

　ズバリと切り出せば、その予定だったのか学園長が唇くちびるを引き結び、そんな彼に副学長が不安げな視線を向ける。

　パンディアがオルティスから異種の死骸を受け取り、約三カ月。

　心臓からこんな人じん工こう的てきな異い物ぶつが検けん出しゆつされれば、まず間違いなくジェーン・グリンダ研究所が疑われるはずだ。

「六ろく翼よくの異種が人間の姿を取っていたことはすでに聞いているわ。あたし達の研究所はありとあらゆる魔物を解かい剖ぼうしてるし、ご存じのように異種も二体受け取ってる。そのうち一体を弱らせたまま生かして研究した結果、魔物と異種は全くの別物、違う生き物だってことが判はん明めいしたの」

　異種は魔物の進化した形ではない。

　突然変へん異いでも、新種でもない。

　死者を象かたどった異種に遭そう遇ぐうしたパンディアは、研究などしなくとも直ちよつ感かんで悟さとっただろう。

　全身を強こわ張ばらせた学園長に向け、グリンダはニッと笑った。

「そう、異種は人間や動物の心臓にこの核を埋め込むことで創られるのよ。魔物に埋めても変化はなく、異種になるのはそれ以外の生物だけ」

「！」

　────では、人の姿を取っている異種の元は人間なのか？

　当然その質問が来ると思い自じ説せつを用意していたグリンダだが、学長室に集まった三人は一言もしゃべらなかった。

　血ちの気けの失うせた顔で、慄りつ然ぜんと机に置かれた瑠璃色の核を見つめている。

　息すら止めているのではないかと思うほど場が静まり返り、誰からも質問がないのでグリンダは肩をすくめ自みずからしゃべりだした。

「人型の異種は実験標ひよう本ほんがないからなんとも言えないけど、動物型が奇き形けいなのは核を埋め込んだときの反はん動どうね。拒きよ否ひ反応から体内組織が分ぶん裂れつ、異常成長して形けい態たいが変わり、知ち能のうが著いちじるしく低下する」

　これはグリンダが核を使い、実際に実験したことなので確かだ。

「で、人型は完全な推すい測そくになるんだけど、死体を使ってると思うのよ。生きてる人間に核を埋め込んで無事でいられるとは思えない。確実に死ぬか異種化するわ」

　さすがのジェーン・グリンダ研究所も人間を使っての実験はできなかった。だが、パンディアでの話を詳しよう細さいに分ぶん析せきすれば見えてくるものもある。

「なのに人の姿を保たもってるってことは、死体を異種として蘇そ生せいさせたってことなんじゃないかしら？　六翼の異種、ルべウス・コールが連術士協会の研けん修しゆう中ちゆうに死んでいることは確かだし、そう考えるのが一番自然なんだけどね」

　グリンダはルべウス・コールの異種への変化を目もく撃げきしたわけではない。

　だが話を又また聞ぎきし、〝核を埋め込んだときの動物の反応〟に似ていると感じたのだ。

「死体から蘇生したときは活動していなかった核が、何かを合図に動きだした。そのため宿しゆく主しゆの肉体が拒否反応を起こし、異種へと変化した──。あたしの考えはこんなところなんだけど？」

　どう？　と尋ねたところで答える者はいない。

　おぼろげに悟りはしたものの、そこまではっきり分かっていなかったであろう学園長は険しい表情で黙ったままだ。

　相当衝撃を受けていると見え、グリンダは頭をかいた。

「実はね、あたし達グリンダ研究所は異種についてパンディアを疑ってたのよ。だからあなた達が六翼の異種に襲おそわれたって聞いてすっごくびっくり」

「失礼な！」

　鋭するどい声で遮さえぎったのは学園長ではない。

　ベネット副学長は青ざめながらグリンダを見み据すえ、綺麗に整えられた眉まゆを逆立てる。

「ありえません！　パンディアが異種を創り出してなんの得があるのですか！」

「やだー、そんなに怒んないでよ。ほら、オルティスばっかり異種に狙ねらわれてたから、強い魔物からお前達を守れるのはパンディアだけだぞーって思い知らせたかったのかと。アントワルドとオルティスが手を組み始めたことに焦あせってね」

　グリンダだけに限らず、アントワルド王国の上じよう層そう部ぶ全体がそう考えていたのだ。

「でもパンディアが本当に襲われたとなれば話が違ってくるわ。詳くわしくは言えないけど、あたし達は異種に対抗できる力の研究を進めているの。だからパンディアが敵じゃないと分かった今、あなた方と手を組めないかと思って来たのよ」

「異種に対抗できる力……!?　まさか、そんな術があるのですか？」

　副学長が驚きよう愕がくの声を上げ、信じられないとばかりに栗色の目を見開く。

　背後のユークまでもが息を詰めた気配を感じ、グリンダはニヤリと笑った。

　ユークが研究所を出たのは一年ほど前で、そこまで研究が進んでいるとは思いもよらなかったのだろう。

「術じゃなくてもっと現実的な技よ。もちろんまだ研究段階だけど、実用化できれば異種の行動を制限したり侵しん入にゆうを防ふせいだりできるわ。従来の魔物には効きかないけど、異種に効けば十分でしょ？　そのためにはパンディアの協力が不ふ可か欠けつなの」

　ここから先は、時間をかけて話し合っていかなければならない。

　どの程度精霊術という権けん力りよくをパンディアからもぎ取れるか。精霊術の分ぶん割かつや譲じよう渡とは大陸にとって禁きん忌きに等しいため、それを冒おかさず、だが限りなく近い形で力を使わせてもらわなければならない。

「何も精霊術をぶんどって、三百年前みたいに大陸中を戦乱に巻き込もうなんて思ってないわ。ただ、他国よりほんの少し優ゆう遇ぐうしてほしいのよ。あたし達の研究がどれだけ役に立つか見てもらって、その上でパンディアにできるだけのことをしてもらいたいの」

　グリンダがかつてないほど下した手てに出れば、学園長は真剣な表情で顔を上げた。

「グリンダさん。我々はあなた方を疑っていたのも事実ですが、そうでない場合は力を借りるべきだとも考えておりました」

「学園長……!?　そのようなことを考えていらしたのですか？」

　驚き、どこか非ひ難なんするような声を上げた副学長に、学園長は鷹おう揚ようにうなずいた。

「まだ他の長ちよう老ろう達と話をしただけだよ。各部の次じ官かんにはいずれ伝えるつもりだったがね」

「…………」

　アントワルドと手を組むということ以上に、情報を知らされていなかったことを悲しむ風ふ情ぜいだ。黙り込んでしまった副学長をなだめ、学園長はグリンダに目を合わせた。

「あなた方が異種の死骸を集めていることはすでに知っています。ならば研究を進め、対異種の方法を編み出しているかもしれないと予よ測そくしていました」

「あらら、読まれてたのね」

「──異種に対して並の連術士では歯が立たない。かといって蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやを送るにも数が足りない。五大国の人民を守るのに、各国が手を取り合わなければならない時代に入っている」

「話が早いわね！」

　パンディアの協力を取りつけたとあれば、アントワルドでのグリンダ研究所の地位はますます高くなる。多少危ない実験をしても国にうるさく言われることはなくなるだろう。

「とっても嬉しいわ！　力を持つ者同士、助け合うことが大事よね！」

「そのとおり。ですが、一つだけ覚えておいて頂きたいことがあります」

「ん？　どうぞ？」

　小こ躍おどりしていたグリンダが促うながせば、学園長は一呼吸置き、ゆっくりと話しだした。

「手を組むのなら、お互いの領りよう域いきを守ったままでが絶対の条件です。我々が精霊術についてあなた方に教えられることは何一つありません。それを知りたいと願うなら、我々はあなた方を排はい除じよするしかなくなる。我々は我々にしかできないこと、あなた方にはあなた方しかできないこと。この境きよう界かい線せんを越えないようにお願いしたいのです」

　毅き然ぜんとした態度に、どのように精霊術の源みなもとを探り力を手に入れようかとわくわくしていたグリンダは動きを止めた。

　はっきりと、精霊術を求めるなら協力はできない、と言われ目を丸くする。

　ここまで強気で拒きよ絶ぜつされるとは予想していなかったからだ。

　パンディアは五大国の人民を魔物の脅きよう威いから守るために存在している。この先アントワルドと手を組まないということは、その責せき務むを放ほう棄きすることに近いではないか。

（……変じゃない？　人民の安全より精霊術を外部に渡さない方が大事ってこと？　他の長老も同じ考えなのかしら）

　精霊術では対抗しきれない新種の魔物が現れている現在、その頑かたくなさは時代遅れだ。

　納なつ得とくできないものを感じたが、アントワルドも対異種の研究を完成させたわけではない。ここで強きよう硬こうに文もん句くを言うのは控ひかえるべきだろう。

「了りよう解かい。分かったわ。ところで、ユークが連れん禱とうできないことはもうご存じかしら？」

「おい！」

　ユークが焦ったように声を上げたが、グリンダはかまわず言葉を継ついだ。

「ターニアちゃんも連禱できないんですってね。もう言っちゃうけど、実はうちのユークはすごい精霊術士なのよ。たぶんターニアちゃんやリト君と同じぐらい。パンディアに行く前からこの子一人で魔物と戦ってたし」

「何だと!?」

　学園長がただならぬ叫さけび声を上げ、予想以上の反応をされたグリンダはびくっとしてしまった。

「そ、そんなに驚かなくても……」

「本当か、キアン君？」

　もうグリンダの言うことなど聞いていない。

　立ち上がりそうな勢いきおいで前のめりになった学園長に、ユークは迷うようにグリンダの後こう頭とう部ぶに視線を向ける。どうするんだ、と指示を仰あおがれたがグリンダは無視して学園長を注ちゆう視しし続けた。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、ユークは遠えん慮りよがちに肯こう定ていする。

「はい。黙っていてすみませんでした。特に言う必要がないと判断したので」

　ユークは連禱しなくとも戦える。馬ば鹿か正直なリトは全校生徒に告白したが、ユークやターニアには必要のないことだ。

　グリンダは鋭するどい瞳ひとみで学園長を観察していたが、ふっと力を抜いて四本指を立てた。

「とにかく、これで連禱できない精霊術士が四人。エリルちゃんとリト君は連禱できるし、あと試してないのはリト君とターニアちゃん、そしてユークとエリルちゃんなの。ちょっとうちの子とエリルちゃんを連禱させてみてほしいんだけど」

　それぐらいはかまわないだろう。

　パンディアもそうしたいはずと尋ねたが、学園長はまだ呆ぼう然ぜんとユークを見上げている。

　愕がく然ぜんと言った方がいいかもしれない。完全に動きを止め、もしやターニアのことも知らなかったのではと心配になるほどだ。

　だがしばらく待つうちに冷静さを取り戻し、うなずいてくれた。

「分かりました。すぐ行いたいところですが、レヴィス君とキアン君が連禱できれば基き礎その祝詩でもパンディアの結界を壊こわすかもしれない。あの結界は蒼穹の守護者が六人揃そろわないと張れませんが、現在パンディアにそれだけの守護者がいないのです。彼らを呼び寄せるまでお待ちください」

「えー！　いいじゃない、どうせ異種が来てもリト君がいれば大丈夫でしょ？　それよりあたしはエリルちゃんが気になるの！」

「何が起こるか分かりません。ほんの少しでも危険があるならするべきではない」

「ええー……あっ！　水の最上位は治ち癒ゆだから誰か適てき当とうに大おお怪け我がさせて連れてきっ」

「グリンダさん」

　穏おだやかな、だが低い声に遮られグリンダは口をつぐむ。

　ここが研究所なら迷わず実験体を半はん殺ごろしにして様子を確認するが、そうもいかないらしい。守護者の結界も、連術士の卵を預かるパンディアになくてはならないものだろう。

「……仕方ないわね！」

　しぶしぶ了りよう承しようし立ち上がったグリンダに、すぐさま学園長の声がかかった。

「少し、キアン君と話をさせて頂いてもいいかな？」

「どうぞどうぞ。あたしはちょっと学園を見学させてもらうわ」

「では案内人を」

「けっこうよ。学園の地図は頭に入ってるから」

　ユークと学園長の話などあとでいくらでも聞ける。

　目め配くばせしたがユークに完かん璧ぺきに無視され、グリンダは「可か愛わいくないんだからっ」と文句を言って学長室を出た。
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　部屋からターニアが消えてしまい、エリルが真っ先に向かったのはユークのいる男子寮りようだった。

　ターニアなら一緒に連禱したユークを心配するのではと行ったのだが、予想は当たりで外はずれだった。男子寮の寮りよう監かんによれば、ターニアは確かに来たが、ユークや客人と口こう論ろんになり出ていってしまったというのだ。

　寮監も状況がよく分からないようで首を捻ひねっていたが、こうなるとエリルが頼れるのは一人。ターニアの祖そ父ふで学園長のパヴァルだけだった。




　学長室から少し離れた場所で待っていたエリルは、扉とびらが開くのを見てふと顔を上げた。

　ようやく客人との話が終わったと思ったが、中から出てきたのは瘦そう身しんの女性一人だけだ。

（あの人は……）

　つい先ほど、リトと西の小道で話をしていたときに会ったユークの姉である。

　こちらへ歩いてきた女性は、前方にエリルがいるのを見て突然歓かん声せいを上げた。

「エリルちゃん！　エリルちゃんじゃないの！　ちょうど会いたかったのよ！　ちょっとお話ししましょう！」

「え！　あ、あの……」

　一いつ刻こくも早く学園長に会いたいエリルは断ことわりたかったが、女性は食い込むほどの力でエリルの二の腕を摑つかむ。

「あの、あなたは？」

　先ほどは名前を聞く時間もなかった。

　エリルの困こん惑わくに気づいたのか、女は紅べにを塗ぬっていない唇くちびるを弧この字形にして笑う。

「さっきは挨あい拶さつしそびれたわね！　ちょうどあなたに会いにいこうと思ってたのよぉー。あたしはルーシー・グリンダ。アントワルドのジェーン・グリンダ研究所所しよ長ちようよ」

「ジェーン・グリンダ研究所？」

　もちろん名前は知っている。たしかアントワルドの首しゆ都とにあり、大陸最高の学者が集つどっているという学がく術じゆつ機き関かんだ。国内で強い権けん威いを持ち、最近は精霊術の研究でも名を馳はせている。

　その所長となればかなりの大物であり、勘かん違ちがいしていたエリルは確認した。

「では、グリンダさんはキアン君のお姉さんじゃないんですね？」

「違うわよぉ、あたしは育ての親ってとこね。あの子に姉はいないわよ。いるのは病気持ちの父親と気の弱い母親だけ！　研究所に置いてあるんだけどね」

「……そう、ですか」

　微び妙みように心がざわめく言い方である。

　相手はユークの両親なのに、まるで物ぶつ品ぴんを扱あつかうようだ……と口を閉ざした瞬間、グリンダが勢いきおいよく身を屈かがめエリルを下から見上げてきた。

「あたしのこと嫌い？」

　腰から折れたように不自然なほど身を捻ひねり、真下からエリルを見上げる。

　長い髪先が床に摺すれ、じっと見上げる目になんとなくゾッとしたが、エリルは気を落ち着かせて謝しや罪ざいした。

「そんなふうに感じられたのならすみません。でも、キアン君のご両親に対して冷たいなと思ったことは確かです」

「へぇ……」

　素直に答えると、グリンダはゆっくりと身を起こした。

　どこか面おも白しろくなさそうな、だが感心したようにも見える不思議な表情でエリルを眺ながめる。

「さすが選ばれた人間だけが入れる学園で、連禱もできない落ちこぼれのまま堂々と三年も居い座すわってきただけあるわね！　神しん経けい太そうだわ！」

「どうしてそんなに私のことを知ってるんですか？」

「……怒るよりもそっちに意識がいくのね。あなた自分に対する野や次じとか耳に入ってる？」

　一応入ってはいる。一年生の頃から行き慣れた東の岩場さえあれば、真っ先にグリンダのことを叫さけぶに違いない。

　ただエリルの報ほう復ふく暴ぼう言げん名めい簿ぼにグリンダを追加してしまえば、この場で言い返す必要のない類たぐいの中ちゆう傷しようだっただけだ。

「予想以上だわ。ターニアちゃんが硝子ガラス細ざい工くなら、あなたなめし革がわね」

　ぶつくさ言うグリンダの不満げな表情を見つめ、エリルは首を傾かしげた。

「道でお会いしたときも私やクローウェル君の顔まで知ってましたし、グリンダさんはパンディアに来たことがあるんですか？」

「違う違う、ユークが手紙に書いてるのよ。あなた達の身しん体たい的てき特とく徴ちようとか能力、出しゆつ生せい、学校での立ち位置、出来事なんかをね。それを読んで知ってるだけ」

「……グリンダさんは、キアン君のお姉さんじゃないんですよね？」

「ん？　ああ、あの子の手紙が姉宛あてだから？　あれは父親の面めん倒どう見てる女じよ医いに宛てて書いてるのよ。ほらパンディアって文書のやりとりに検けん閲えつが入るでしょ？　だから女医を姉に仕立てて手紙を送らせてるの。読むのはあたしよ」

　平然と大変なことを教えられ、意味に気づいたエリルは凍こおりついた。

（それって……）

　家族に友人のことを伝える目的であれば、詳しよう細さいすぎる内容もありえなくはない。

　だが手紙を受け取るのは偽ぎ装そうの姉で、読むのは国でも権けん威いある研究所の所長───。

（グリンダ研究所が、キアン君を使ってパンディアのことを調べてる……ってこと……？）

　もちろんユークはまだ学生であり、パンディアの深しん部ぶに入り込めるわけではない。だが、だからといって罪つみにならないというわけではないだろう。

　なぜこんな、アントワルド王国の信用に関わることを堂どう々どうとエリルに教えるのか。

　全身を強こわ張ばらせたエリルに、グリンダはさらに接近してくる。

「ね？　ね？　いいこと聞いたでしょ？　もう一つエリルちゃんに教えてあげるから、私と情報交こう換かんしましょ？　エリルちゃんはターニアちゃんが養よう子しだってことは知ってる？」

「は……？」

　あまりに予想外のことで、ぽかんとしてしまった。

（……ターニアが、養子？）

　エリルの表情を読み取ったのか、グリンダの目が輝かがやいた。

「知らなかったのね？　なるほどなるほど！　そうよね、ターニアちゃんが言うわけないもんね！」

（なに……？）

　グリンダのはしゃぎようについていけず、エリルはわずかに身を引く。

「エリルちゃんはクーファ王国の出身、東部山さん岳がく地ち帯たいキドナの生まれよね？　キドナは村がたくさんあるけどどの辺り？」

「──、比較的、麓ふもとに近い村でしたけど……？」

　平地の町とも交流があり、小さいながらも住みやすい村だった。

「そうよね、山崩れで被ひ害がい受けてるものね！　ねえ、その豪雨は夏だったわよね？」

　確かに八年前に起こった豪雨は真夏だった。

　うなずいたエリルにグリンダは狂くるったように手を叩く。

「でしょ!?　あたし記き録ろくが残ってる限りキドナの天気を調べたんだけど、下方の村が全ぜん滅めつするような集中豪雨は過去になかったのよね。調べられたのはせいぜい六百年ほどだけど、その間なかったらけっこうなものじゃない？」

「…………」

　話がよく分からない。普通なら起こりえない天てん候こう現げん象しようだ、とでも言いたいのだろうか。

　眉を寄せたエリルを瞬まばたきもせず見つめ、グリンダは眼がん球きゆうが零こぼれ落ちそうなほど目を見開いた。

「エリルちゃん、あなた強すぎる精霊術が天候に影響を及ぼすって知ってた？」

（……精霊術が──？）

　内容にわずかに首を傾げたが、ありえないことではない。

　リトの力を見れば納なつ得とくできるし、ターニアとユークは実際に連禱で雲を作り出し稲いな妻ずまを落としている。

　なので、小さくうなずいた。

「クローウェル君並みに強ければできると思います」

「でしょ!?　過去に現れたことのないほど素す晴ばらしい精霊術士なら天候を動かしてしまえるのよ！　神様みたいじゃない!?」

　グリンダの興奮は伝わるのだが、目を剝むいて笑うさまは気味が悪い。

　無意識に後ずさると、逃のがすまいと両肩を摑まれた。

　指が食い込むほどの強さで押さえつけられ、顔をしかめたエリルにグリンダは一気に距離を詰める。

「キドナ地方は海が近くて、夏は特に湿しつ気けを含んだ雲が集まりやすいの。ねえ、エリルちゃん、あなたは雨がどうして降るか知ってる？」

「……雲の中で、ぶつかり合った水すい蒸じよう気きの粒つぶが大きくなり落らつ下かするからですか？」

「そう！　上じよう昇しよう気き流りゆうによって生まれる水分の多い雲が必要なの！　あなたの生まれた山付近ではそれが頻ひん繁ぱんに作られる！　でもあれだけの大豪雨を起こすような雲を作るには、もっともっと巨大な力が必要になる！」

　もはや話についていくことができない。

　ただ息を詰めて見返すだけになったエリルに、グリンダは興奮の極きよく致ちに達たつしたかのように叫んだ。

「大気よ！　とてつもなく強力な大気の動きが必要になる！　海で作られる雲が大気の流れに呼ばれ集まり、激しくぶつかり合うことでさらに大きく発達する！　雲の中で気流が衝しよう突とつし合い雷かみなりが生まれ大豪雨となってキドナの山に降り注そそぐ！」

　グリンダの話の着地点が分からない。

　それなのに、心臓が不ふ規き則そくに音を立てる。

（──なに…………？）

　快かい哉さいを叫ぶようなグリンダを一いつ心しんに見つめ、エリルは痛いほど早はや鐘がねを打つ胸を押さえた。

　動どう悸きが激しく息苦しい。頭のどこかでけたたましく警けい鐘しようが鳴り響き、この女の話を聞いてはいけないと誰かが狂ったように叫んでいる。

　ターニア、養子、キドナ、強い精霊術、天候、神様、豪雨、雲、大気の流れ────。

　いけない。

　エリルはグリンダの話を聞きながら、まとまろうとする単語を必死に断ち切り続けた。繫つながり合おうとする言葉たちを引き千ち切ぎり、浮かび上がる考えを片かたっ端ぱしから沈めていく。

（駄だ目めよ、いけない──！）

　繫げてはいけない────────────！

「そうよ、大気を動かすとてつもなく強い力！　要するに風の──！」




「──やめろッ!!」




　凄すさまじい怒ど声せいに、エリルだけではなく嬉き々きとして語っていたグリンダですら短い悲鳴を上げて身を竦すくませた。

　叩きつけられた声は目に見えそうなほどの強さで話を遮さえぎり、グリンダを黙らせる。

　水を打ったように静まった廊ろう下かで、エリルは呆然とつぶやいた。

「キアン君……？」

　いつの間に学長室から出てきていたのか、蒼そう白はくのユークが立っていたのだ。

　足早に歩み寄ったユークは乱らん暴ぼうにエリルの腕を摑みグリンダから引き離す。無理やり連れん行こうされそうになり、エリルは慌あわてて声を上げた。

「キアン君、待って……！」

「ちょっとユーク、あんた何邪じや魔ましてんのよ！　親殺ころされたいの!?」

（──え!?）

　グリンダの台詞せりふに振り返ってしまったのはエリルの方だ。

　足が止まりかけたがユークは全く怯ひるまずエリルを引きずっていく。東とう翼よくに続く歩ほ廊ろうにエリルを無理やり押し出し、怖ろしいほどの形ぎよう相そうで押し殺した声をもらした。

「ターニア先せん輩ぱいは精霊庁にいる。あんたは早く寮に帰れ」

　口答えをできるような雰ふん囲い気きではない。

　いつもの穏おだやかさを全て消し去り、ユークは鬼き気き迫せまる血ち走ばしった目でエリルを見下ろす。

「二度とルーシー・グリンダに近づくな……！」

　人が変わったようなユークの様子に圧あつ倒とうされてしまい、エリルは口を開くこともできず歩廊の扉が閉ざされるのを見つめていた。




　エリルを中央棟から締め出すなり、ユークは側の空あき教室にグリンダを引きずり込んだ。

「やだ、ちょっと！　引っ張らないでよ」

　吞のん気きな抗こう議ぎに殴なぐりたくなるのを堪こらえ、ユークは割れそうなほど痛む頭に唾つばを吞み込む。

　鼓こ動どうが激しい。全身を襲おそう悪お寒かんにまともな思考も働かなくなりそうだ。

　先ほどのグリンダの話はなんだったのか。

　聞き取れたのは「強すぎる精霊術が天候に影響を及ぼす」からだったが、なんのことを言っているのか十分すぎるほど理解できてしまった。

　エリルは気づいたのか？　彼女だって馬鹿ではない、いくら突とつ拍ぴよう子しがなく証しよう拠こもない話だったとしても連れん想そうぐらいはするかもしれない。

（いいや……！）

　だがユークは必死でそんな考えを振り払った。

　まだだ。まだ大丈夫なはずだ。

（まだ、あの人が養女だということをエリル先輩は知らない……！）

　話が繫がるはずがない──────！

「びっくりしたぁ！　あんた父親じゃなくてターニアちゃん選ぶの？」

　殺さつ意いなど軽く超ちよう越えつさせられそうな明るい声に、ユークは懸けん命めいに動悸を抑え振り返る。

　不ふ機き嫌げんそうに髪の先を弄もてあそぶグリンダを見据え、絞り出すように声を出した。

「誰かを選ぶとかそういうことじゃない。エリル先輩に話す必要はないはずだ」

「必要？　あるわよ。エリルちゃんは当事者じゃないの」

「……さっきの話は本当なのか？」

　静かな問いに、グリンダはきょとんとする。

「どっから聞いてたの？」

「──強すぎる精霊術は天候に影響を及ぼす、からだ」

　ユークの声が震えているのに気づいたのか、グリンダは急に上じよう機き嫌げんになった。

　満面に笑みを浮かべうなずく。

「そうよ、全部本当。あんまりにも酷ひどい災さい害がいだったから研究所でキドナの生き残りを探して調べたのよ。発生理由が不自然な災害は怪あやしいでしょ？　異種みたいに人じん為い的てきな力が関わってる可能性があるし、ついにクーファも何か企たくらみだしたかっ、て調べたら別の話が出てきちゃったのよねー」

「…………」

「十年前、キドナ山頂付近の村に精霊術士の子供がいたっていうのよ。その子はとても力が強くて、パンディアに行く前から魔ま物ものと戦うことができたんですって！　すごくない？　まるであんたやリト君みたいじゃないの！」

　ユークは無意識に呼吸を止め、堅かたく拳こぶしを握っていた。

「キドナ地方はクーファ王国から見捨てられていた。魔物は頻ひん繁ぱんに現れたのに、連術士協会が動いてくれないような土地だった。そんな場所にパンディアに送らなくても戦える子供が生まれたのよ？　村人が何を考えるかは分かるわよね？」

　通常であれば連術士協会に子供のことを知らせ、迎えに来てもらう。

　精霊王の元に送らなければ祝福が何であるかも分からないし、そもそも力が弱すぎる。十歳前後の子供に魔物と戦わせるなど非ひ人じん道どう的てきだし、学園で強くなってから故こ郷きように戻ってきてもらう方が効こう率りつがいい。

（────だが、キドナはそうじゃなかった……！）

　子供だろうがなんだろうが、力があるなら戦わせるしかなかった。キドナで他に戦える人間などいない。助けを呼んだって誰も来てくれない。パンディアに送って帰ってきてくれるのを待つ？　帰ってくるわけがない。国に取られておしまいだ。

「ならかくまってしまおう。もともと国に見放された辺へん境きようだ、誰も気づきはしない……って思うのも無理ないわよね？　そうして子供は村を救って戦い続け、ある夏の日にこれまでにないようなすごい力を使った。どうして使ったのかは分からないわ。異種が現れたのかもしれないし、その子に我が慢まんの限げん界かいが来て村を滅ほろぼそうと思ったのかもしれない」

「まさか……」

　掠かすれた声で否定したユークに、グリンダは否定し返した。

「まさか？　ないとは言い切れないわよ。あたしの立てた仮か説せつはあんたが調べるの！　ほら早く行きなさい、あの子が何年前にパンディアに来たのか調べるのよ！」

　グリンダの命令は絶対だが、ユークは指一本動かすこともできなかった。

　瞬まばたきすらできない。思考と身体からだの動きが断だん絶ぜつされてしまったかのようにバラバラで、呼吸することも困こん難なんだった。

「精霊術士を隠いん匿とくしていたのにクーファはパンディアの制せい裁さいを受けていない。彼らは密みつ約やくを交かわしたのよ！　子供を手放す代わりにクーファは制裁を逃のがれ、パンディアはその子の記録の抹まつ消しようを命じた！」

　だから、彼女の出身はパンディアとなった。

　グリンダは異常なほど目を輝かせ、はしゃいだ様子で声を高くした。

「そう、八年前よ！　ターニア・イムセントはきっと八年前にパンディアに来たのよ！」
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「ユーク！」

　部屋の扉を開くなり駆け寄られ、重い頭を抱かかえて寮に戻ったユークは眩暈めまいを覚えた。

　まだこの問題が残っていた……と思うと倒れそうだ。

　ずっと帰りを待っていたらしいリトは意気込んだ様子だったが、ユークの顔色を見るなり気き勢せいをそがれたように足を止める。

「ユーク、何があったんだ？　すごい顔してるぞ？」

「……。いいから。なんか用か？」

　我ながら阿あ呆ほみたいな返しをしてしまい、案の定「なんか用か、じゃないだろ!?」と怒られてしまった。

　とにかく座りたい。立っているのも辛くて、ユークは無言でリトを押しのけ寝しん台だいに座り込んだ。

　うなだれたまま、リトが何かを言うより早く口を開いた。

「ターニア先輩はどうした……？」

「ハイヤーン先生に預けてきた。精霊庁に行ったら先生がいたから」

「そうか……」

　少しだけほっとした。ハイヤーンならターニアを傷きずつけたりせず、適てき切せつに扱ってくれるという気がしたからだ。

「ユーク」

「……なんだ？」

　リトにしゃべらせないようにしたかったが、続けるべき話題も見つからない。観かん念ねんして息をついたとき、思ったとおりの質問を投げかけられた。

「グリンダさんが言ったこと本当なのか？」

「……どの話だ？」

　沈黙が落ち、足元を見ていたユークの耳に静かな声が聞こえる。

「お前や、ターニア先輩が連禱できないって話だ」

「…………」

「本当なのか？　お前、いつから連禱できなかったんだ？　パンディアに来てから分かったのか？　俺が連禱できないって学園の皆に言ったとき、なんでお前も言わなかったんだ？」

　まるで、そうすれば打ち明けやすかっただろうに、と言わんばかりの気き遣づかいに満みちた声にユークは堪こらえきれず笑ってしまった。

　常日頃から馬鹿だ馬鹿だと思っていたが、これは本物の大馬鹿だ。

「リト、勘かん違ちがいすんなよ。俺は言い出せなくて黙ってたわけじゃない。いつから連禱できなかったかって、最初からだよ」

「……最初？」

「そう。お前と会うずっと前からな。ちなみにお前を紹介されたのも、お前が連禱できないって情報をアントワルドが得えていたからだ」

「──！　噓うそだ！」

　ありえない、という声こわ音ねにユークはようやく顔を上げた。

　目の前に立つリトは愕然としており、ユークは丸めていた背をゆっくりと起こす。

「本当だ。オルティスの連術士協会にはグリンダ研究所に情報を流す人間が紛まぎれ込んでいる。協会総そう轄かつであるお前の親父さんやオルティス国王は知らないだろうがな」

　極きよく限げんまで目を見開いたリトに、ユークは虚うつろな笑いをもらした。

「お前の相手をした連術士から話を聞いて、選ばれた俺が確かめに行ったってわけだ。俺もパンディアに入る時じ機きを探ってたし、グリンダ研究所はお前のことを知りたがってたからな。ちょうどよかった」

　上う手まく条件が重なったのだ。

　ユークは十分大人になっていたし、何も分からない子供ではない。グリンダの命令に従したがうだけの弱みと、パンディアのことを独どく自じに調べられるだけの知ち能のうが育っていた。

　そこに現れたのがリト・クローウェルのような精霊術士なのだから、グリンダが狙わないわけがない。

「なんで俺やリトみたいな精霊術士が存在しているのか。俺はお前のことを調べろって命令されて近づいたんだ」

　結局、リトを調べても何も出てこなかった。

　裕ゆう福ふくで幸せで愛された家庭に育った生きつ粋すいのお坊ぼつちゃまで、人並み外はずれて馬鹿で正直で阿あ呆ほで一点しか見えない単たん細さい胞ぼうで騒そう々ぞうしくて考え無しなだけの、いたって普通の少年だった。

　時間が止まったかのような静せい寂じやくが流れ、リトがおもむろに口を開く。

「──ユーク。じゃあお前、本当に俺やターニア先輩、エリル先輩のことをグリンダさんに教えてたんだな？　お前も連禱できないのに、それを隠して俺の友達になったんだな？」

「……阿呆かお前は」

　真剣な声がおかしくて、うつむいたユークは肩を揺ゆらせて笑った。

　さっきから何度も言っているのに、なぜまた同じことを確認するのか。

「俺もお前も誰かから命令されて一緒にいただけだ。友達でもなんでもないだろ？」

　お互い、第一印象は悪かったはずだ。

〝どうしてこんな奴やつと仲良くしないといけないんだ？〟

　そんな嫌けん悪おや面めん倒どう臭くささを全身で表していたくせに、衝撃を受けたような顔で黙るリトをユークは鼻で笑った。

「怖くなっただろ。俺も連禱できないって聞いて」

「……怖い？」

　リトは怪け訝げんな顔で問い返す。

　全く意味が分からないという表情に、つくづく能のう天てん気きだと感じた。

「まだ確認してないが、俺もエリル先輩と連禱できる可能性が出てきた。お前だけが特別だと思ってたのに、そうじゃなくなるかもしれないんだ」

　リトがエリルと連禱したとき、ユークは当然自分とエリルもできるのではと考えた。

　考え、そして、もし連禱できればリトはどうするだろうと思った。

（──俺なら絶対に喜べない）

　相手は自分の恋する人だ。互いにかけがえのない存在だと信じてきたのに、相手には別の誰かが現れようとしている。

　ユークならきっと我が慢まんできない。怒いかり、苛いら立だち、不安になるはずだ。

　だが、ゆっくりと話を吞のみ込んだリトはキッと眦まなじりを吊つり上げた。

「怖くない。怖いわけないだろ」

「噓つけ。嫌いやな気持ちになるのが当然だ」

　真ま顔がおになったリトから目を逸そらし、ユークは嘲ちよう笑しよう交じりに吐き捨てる。

「お前だけがエリル先輩のたった一人だったんだ。それなのに他の奴が出てきたんだぞ？　嫌な気持ちになるに決まってる」

「……………………っさい」

「俺ならいきなり横から入ってくるなって思う。さっさと消えろ、ってな」

「うるさい」

「俺みたいな格かく下したならまぁ許すか？　ああでも俺、パンディアに来てから全力出したの初めてだ。ターニア先輩と同等だったぞ？　もしかしたら俺、お前以上の精霊術士なのかもしれん」

「うるさい！」

「どうする？　エリル先輩はもうお前なんかに見向きもしなくなるかもしれないぞ？　誰だって能力が高い奴を選びたがるし、人間てそういうもの────」




「うるさいッって言ってんだろおおおおおお──────ッ!!」




　続けようとした言葉の代わりに怒ど号ごうが響き、ユークの耳と脳天に同時に衝撃が走った。

　至し近きん距きよ離りで絶ぜつ叫きようされたせいで鼓こ膜まくが破れそうになり、びっくりしているうちになぜか異様なほどの前かがみになっていた。

　寝台に腰かけていたが、その開いた股また座ぐらに顔を突っ込むような姿し勢せいにされていたのだ。

　これはあれだな、頭とう頂ちように手しゆ刀とうを食らったんだなと分ぶん析せきする間もなく、耳が鳴るような怒ど鳴なり声ごえが続けざまに浴あびせかけられる。

「ユークお前本当にうるさいッ！　さっきからわけの分からんことをごちゃごちゃ言って意味不明だ!!　俺のこと阿呆阿呆ってよく言うけどお前の方がよっぽど阿呆なんじゃないか!?　っていうか馬鹿だろ大馬鹿だろ!?」

「──…………あぁ？」

　頭の痛みとこれまでの疲ひ労ろうが頂点に達し、ユークはゆっくりと床近くまで落とされていた顔を上げた。

　駄目だ、怒りで血けつ管かんがぶち切れそうだ。穏おん便びんに対たい処しよしようと思うのだが、目の前に立つリトはこれまで見たことないほど興奮し、頰ほおを紅こう潮ちようさせて次から次へと言葉を投げつけてくる。

「お前が怖くても俺は全然怖くなんかない！　阿呆で馬鹿なお前の当たり前と俺の当たり前を一緒にするなッ!!　エリル先輩と連禱できる奴がいるからってそれが何なんだ!?　そんなもの────!!」

　全身の力を込め、リトは叩きつけるように叫んだ。

「嬉しいに決まってるだろッ!?」

（──！）

　言葉と同時に拳こぶしが飛んできて、ユークは考えるより先に反はん射しや的てきに払いのけていた。軽々と防ふせがれて驚いたようだが、リトはすぐさま蹴けりを入れてくる。

「俺はただ、なんでお前が裏切ったか聞きたいだけだ!!」

「だから…………────ッ」

　一瞬リトの返事に吞まれかけたが、グリンダが来てから積もりに積もっていた苛立ちが勝まさり、ユークは立ち上がるなり遠えん慮りよ会え釈しやくなく蹴り返していた。
















「裏切ったも何も最初から信用してねぇっつってんだろ!?　何回言わせんだお前ほんと馬鹿か!!」

「馬鹿はそっちだッこの大馬鹿野や郎ろう!!」

「ハイヤーン先生ほどじゃないけどな──！」

　飛んできた右手を躱かわし、ユークはもろに顔面を殴るつもりでリトに向かって踏み込んだ。

「俺もそこそこできるんだよッ！」

「俺もだよッ！」

　頭に血が上のぼっていたのかもしれない。

　殴り合いになるとしか思っておらず、リトがユークの拳を避よけ全身で向かって来たときはとっさに動きが止まってしまった。大きく息を吸い込んだリトの頭が後ろへ仰のけ反ぞり、勢いよくユークの眼がん前ぜんに迫せまってくる。

　あ、これは殴り合いじゃなくて頭ず突つきだ……、と気づいたときには意識が飛ぶような衝撃に襲われ床に転がっていた。

　眼鏡めがねが割れるんじゃないかと変な心配をしたが、目には当たらなかったらしい。吹っ飛んで床に落ちる音が妙にハッキリと聞こえる。

　一瞬視界が真っ白になって、額の痛みに呻うめいたときにはリトの声が響いていた。

「もうお前なんか友達じゃないからなっ!!」

　お前は近所の子供か……、と言いたくなるような捨すて台詞ぜりふを残しリトが走り去る。

　部屋の扉が乱らん暴ぼうに閉じられ、ユークは床に大の字になりながら目を閉じた。信じられないほど額が疼うずき、ズキズキする。

（痛い…………）

　おかしい。自分は研究所でとことん鍛きたえられてきたし、精霊術を使わず剣で魔物と戦わされたこともある。お坊ちゃま育ちのリトなんかに負けるはずがなかったのに。

「……怒って出てくとか、どんだけ子供なんだ…………」

　もうすぐ寮の門もん限げんだというのにどこへ行く気なのか。どうせ同室で帰ってくる場所なんてここしかないのに。談だん話わ室しつで寝る気なんだろうか。就しゆう寝しん点てん呼こどうするんだ。食事は？　明日の授業の用意は……？　あいつ、俺の他に友達いたっけ……。

　心底どうでもいいことを考えながら、ユークは転がった眼鏡を拾い上げ額を押さえる。

「……………………痛い…………」

　そんな感想しか出てこなかった。
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　ユークがあそこまで激げつ昂こうするとは子どもの頃以来ではないだろうか。

　用意された貴き賓ひん室しつを出たグリンダは、精霊庁の中央部近辺を闊かつ歩ぽしながら鼻歌を歌った。

（ターニア・イムセントのことであんなに必死になるなんて。相変わらず好きな人が傷きずつくのをとことん嫌う子ね。ほんと、冷れい酷こくになりきれないんだから！）

　それは人間として当然の感情なのだが、ルーシー・グリンダは上機嫌で精霊庁の東部へと進んでいく。

（まあ、だからこそリト君の信用を勝ち取れたんでしょうけどね）

　そういう意味で、ユークはこれ以上ないほどよくやってくれた。リトと本物の親友になり……本人は否定するだろうが、グリンダから見れば彼らは十分親友だ。リトの信頼を得て周りのことについて事こと細こまかに報告してくれ、グリンダはアントワルドにいながら学園を知ることができた。

　任にん務むが終わったとき、リトとユークがどうなるかなど知ったことではない。ユークは間かん諜ちようと言うほど大げさなものではないし、精霊術士として見過ごせないほど能力が高い。パンディアが彼の籍せきを消したりできるはずがないのだ。

（でもユークは使用期限済みね。もう使えないわ）

　連禱できないことにどんな意味があるのか。リトを実験台にした上でユークを有効に使おうと隠していたが、すでに連禱できないターニアが存在していたとは。

（ユークのことを知ってあれだけ食いついてきたってことは、長老達は連禱できない意味を知ってるのね。パンディアとユークを取り合っても勝てるわけないし）

　ユークはリトやパンディアについて可能な限り調べてくれたが、ここいらが潮しお時どきだ。長老達が彼を欲しいと言うなら快こころよく渡し、あとはグリンダ自身が研究所の発見を武器に踏み込んでいくしかない。

　今後の方ほう針しんは考えものだ……、と独ひとりごちていたグリンダはふと足を止めた。

　すでに東側の中でもっとも奥まった一角に来ているが、その廊ろう下かの前方に大きな扉があり、先に進めないようになっていたのだ。

　精霊庁として使われる城じよう塞さいは五つの棟からなる学園と違って一つの建物だが、西せい翼よく、中央、東翼と呼ばれる三つの区く域いきに分かれている。

　関係者の暮らす西翼から政治の場である中央、主塔下の広間前を通り東翼まで歩いてきたグリンダはふーむと腕を組んだ。

　両開きの扉にまたがるように彫ほられているのは、聖地パンディアの紋もん章しようである六ろく芒ぼう星せいだ。

（明らかに特別っぽいわね。ここから先は官かん人じんも入れないのかしら？）

　ためしに真しん鍮ちゆうの取っ手を摑んでみたがびくともしない。押しても引いても叩いても反応はなく、鍵かぎ穴あなすら見当たらない。

　誰に見み咎とがめられることなく順調に歩いてきたグリンダも、これには降こう参さんせざるをえなかった。

（なるほど。警けい備びが甘すぎて馬鹿じゃないかと思ってたけど、関係者以外は入れないようになってるのね）

　ならば、ターニア・イムセントは確実にこの奥にいるのだろう──。

「そこで何をしている？」

　ふいに低い男の声が聞こえ、グリンダは「おっと」と振り返った。

　てっきり無人だと思っていたが、いつの間にやら背はい後ごに若い男が立っていたのだ。

　年ねん齢れいは二十代半なかばから後半。赤あか錆さび色いろの髪と鋭するどい瞳をした、落ち着いた雰ふん囲い気きの背の高い男性だった。

　がっしりと骨ばった肩には黒いケープがかかり、彼が教師で風の祝福を持つことを示している。

（あら、ひょっとして……？）

　祝福と身体的特徴に当てはまる男の名を思い浮かべ、グリンダはその表情を凝ぎよう視しした。

　足音も気配もなく現れた男は、グリンダの視線を受け止めわずかに口調を改める。

「どなたか？　ここは関係者以外は立ち入り禁きん止しの区域になりますが」

「ルーシー・グリンダ。学園長の客よ。ターニア・イムセントちゃんに会うように言われたんだけど、この扉が開かないの」

　堂々と噓うそをついたグリンダに、男は真顔で反対方向を指し示した。

「イムセントなら学園の女子寮でしょう。門限前なら会うことができると思いますが」

「あら、寮にはいないわ。エリルちゃんも捜さがしに学長室に来てたし」

「なら私の知るところではありません。ここにはいないでしょうから、あなたも早く西翼の貴賓室に戻った方がいい。この区域は限られた人物だけが入れる場所だ」

「ならあなたもその一人なのね、アラン・ロッシ先生」

　ユークとリトの実じつ技ぎを指し導どうしている教員、ロッシは名を当てられても特に驚いた顔はしなかった。しばしグリンダを見つめていたが、無言のまま視線を逸そらし歩きだす。

「あん、待ってよ、話をしましょうよ。アラン・ヤード・ターヘル・アルデラハマーン・ハワード・ヤード・ナダル・バイラート・ロッシさん」

　思わず、というように止まったロッシの足にグリンダは堪こらえきれずに笑う。

「ちゃんと全部合ってた？　アドナ王国で異い民みん族ぞく狩がりにおいて功こう績せきを挙あげた名めい宰さい相しようハワード・ロッシのお孫さんのアランさん。〝正統なるバイラート〟ってアドナ王家が血を分けたお家うちに与える称しよう号ごうでしょう？　王家に近いロッシ家の方でも精霊術士になるのねぇ！　あ、でもアスラジヤード王子や副学長さんがいるし、アドナは意外と精霊術を受け入れているのかしら！」

「──全てを捨てて来る場所がパンディアだ。グリンダ女じよ史しはなぜ私の名をご存じなのか？」

　────声が変わった。

　無表情のロッシに問われ、グリンダは内心大いに怯ひるんだ。

　彼と自分はある程度離れて立っていたが、返答次第ではその距離を一気に詰められ一ひと突つきにされる。

　そんな奇き妙みような感覚に襲おそわれたからだ。

（…………ただの教師じゃないみたいね）

　ユークの報告では特に変わった話を聞かなかったが、裏の顔があるのかもしれない。

　冷や汗が胸元を伝い、グリンダは努つとめて平静を装よそおいにこやかに応おうじた。

「うちの子が図書室で名簿を見て教えてくれたのよ」

「それは法ほう規きに抵てい触しよくする行為だ。即そつ刻こく罰ばつせられなければならない」

「ただの手紙の話題よ。アドナ人の名前っていい家の生まれであるほど長いねー、って。短いのなんてアスラジヤード王子ぐらいのものじゃない？　あと異民族……っと、アドナでは〝ブヌ〟って言うのよね。アドナ民族ではない、西のお山に住む人たちを」

　ロッシがすっと目を細め、グリンダはとっさに言葉を切った。

　あら、いいお顔、ぐらいの冗じよう談だんを言おうとしたがどうしても口が動かない。

　黙ったグリンダをこれ以上ないほど凍いてついた目で見下ろし、ロッシは静かだが威い圧あつ的てきな声で教えてくれた。

「ブヌは不ふ信しん徒とという意味の蔑べつ称しようだ。使う方の品位も疑われるため、彼らを呼ぶときは〝神々の仲介者ジルク〟と呼んだ方がいい」

「はーい……」

　素直に返事はしたが、ここで黙らないのがグリンダだ。

　ロッシが背を向けて歩きだしたのをいいことに、ここぞとばかりに質問攻ぜめにした。

「ねえ、そのジルクは精霊の力を感じ取れるって聞いたけど本当なの？　精霊王に仕つかえる巫ふ師しみたいな一族で、魔物と戦う力を与えられたっていうけどそれって今の精霊術士と同じよね？　彼らを狩かって殺したのはあなたのお祖じ父いさんだけど何も聞いてない？　あとアスラジヤード王子と話がしたいから会わせてちょうだい。あなたなら簡単でしょ？」

「申し訳ないが、私はアスラジヤード・アドナムに関わりはない。彼もこの学園に入ったからには一人の生徒だ。話をしたいなら専せん攻こう科かの教師に聞いてほしい」

「分かった、じゃあ専攻科の先生を紹介して？　あとユークが異種を倒したとき、あなたが来てくれたんですってね。青い石のことを聞かれたと思うけどあれは私達の研究では」

「グリンダ女史」

　我慢の限界が来たのか、ロッシは振り返ることもなく深いため息をつく。

「あなた方グリンダ研究所の力は、これから我々パンディアにとって不ふ可か欠けつなものになっていくだろう。どれほどの数の異種が存在しているのか分からず、どれだけ長い間戦っていかなければいけないかもまだ分からない。五大国の人民を守るため、精霊術以外の力も必要になるはずだ」

「あら嬉しい。認めてくださるのね」

「だからこそ、あなたには軽かる々がるしい言げん動どうを慎つつしんで頂きたい。むやみに探りを入れ、パンディアの不ふ興きようを買えばそれはあなただけでなくアントワルド全体に影響する。嫌なことを言うようだが、異種を倒す力はあくまでパンディアにあると肝きもに銘めいじておいてほしい」

「あー、そうねぇ………………」

（………………あら……？）

　おとなしく説教を拝はい聴ちようしていたグリンダだが、ふとあることに気づき足を止めた。

（……あららららららら？）

　何げなく聞いていたが、これはとてもおかしいことではないだろうか？

　あまりの驚きに、グリンダは目を丸くした。

（これは……どういうこと？）

「──失礼。気を悪くされたか？」

　グリンダの足が止まったことに気づき、ロッシが振り返る。

　実技指導長官の肩かた書がきに相応ふさわしい精せい悍かんな顔を見つめ、グリンダは驚きのまま声を上げた。

「あなたよくご存じなのね！　あたしの研究所がパンディアと手を組もうとしてるって」

　学長室での話し合いのあと、学園長が公表したのだろうか。あれからまだ四時間ほどしか経たっていないが。

　長老達の間でしか話し合われていない件なのでは……と首を傾げた瞬間、グリンダは目を瞠みはった。

　無表情を保たもっていたロッシの口くち許もとが、ほんのわずかに震えたからだ。

　だが感情の揺れを見せたのはその一瞬だけで、ロッシは何事もなかったかのように呆あきれた顔をする。

「グリンダ研究所が精霊術の研究をしていることは周しゆう知ちの事実だ。力を借りたいと思うのは当然のことだろう」

「でも副学長さんは予想外だったみたいよ？」

　アントワルドと手を組むなどとんでもない、という顔をしていた。精霊術の研究はパンディアにとって不ふ愉ゆ快かいなことという認にん識しきをグリンダは持っていたし、副学長の反応の方が自然に思えるのだが。

　グリンダは瞬まばたきもせずロッシを見上げた。眼がん球きゆうや皮ひ膚ふの裏まで探るように鋭するどく見つめ、表情の硬こう直ちよくや呼吸の仕方、瞳どう孔こうの広がりを目に焼きつける。

　わずかな動き、微かすかな吐と息いきももらさず読み取り、グリンダは堪えきれず口許をにやぁっと緩ゆるめた。

（へえ……）

　すぐ平静を取り戻した彼が面白くてたまらなくなり、グリンダは嬉々として前のめりに迫る。

「ねえ、これはどういうこと？　どうしてあなた副学長さんも知らないようなことを知っていたの？　そもそもどうしてここへ来たの？　あっ、もしかしてあなたもターニアちゃんに会いにとか！」

「グリンダ女史」

　低い声に制せいされ、調子に乗ってしゃべっていたグリンダは慌てて口をつぐむ。

　気づけば、ロッシはもう無表情ではなかった。

　その面おもてには隠しきれない苛立ちと怒り、軽けい蔑べつ、非ひ難なん、そしてどこか恐怖に似た感情が入り交じり浮かんでいる。

　縫ぬい留めるようにグリンダを見据え、静かに口を開いた。

「あなたのような方はパンディアに来るべきではない。研究所の力は素晴らしいが、あなた方は自分達の手が届く範囲のもので満足しておくべきだ」

「どういう意味かしら？」

「あなた方にはあなた方のできることがあり、我々には我々のできることがある。その領りよう域いきを侵おかすべきではないと言っている。お分かりか？」

「分からないわね」

　言いたいことは理解できるが、納なつ得とくはできない。

　腰に手を当て傲ごう然ぜんと言い返したグリンダに、ロッシは露ろ骨こつに眉をひそめた。

「あなたは踏み込んではいけない領域に踏み込もうとしている。強引に押し入ったところで何かを得られるわけでもなく、人間の力ではどうにもならないこともある。身をもってそのことを知る前に、一いつ刻こくも早くパンディアを出た方がいい」

「あら……」

　物ぶつ騒そうなことを言う教師だ。出ていかなければ死ぬぞ、とは穏やかではない。

「それは脅おどし？」

　甘あまえるように可愛らしく小首を傾げたグリンダに、ロッシは盛せい大だいに目を眇すがめ──。

「決定事項だ」

　躊ちゆう躇ちよのない丁てい寧ねいな声で、宣告してくれた。
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　子どもの頃、ずっと過ごした部屋の寝台にうずくまりターニアは泣き続けた。

『イムセントさん』

　耳に届く声は優しく、震えるような不思議な響きをしている。

　一人にして、と言っても絶対に出ていってくれない。

　謹きん慎しん中ちゆうで暇ひまだからなどと言って側についた教師、グレイ・ハイヤーンはそっとターニアの黒髪を撫なでてくれた。

『大丈夫。ここへは誰も来られないよ。怖がらなくていい』

　ターニアは無言のまま首を横に振る。

　あの気き味みの悪い女が来ることも怖いが、本当に恐おそろしいのはそのことではない。

「もう無理よ……。これで終わってしまった……！　もうあたしはエリルの側にいられない！　あの子は全部知ってしまうわ……！」

『イムセントさん』

　非ひ難なんするような力強い声に呼ばれ、ターニアは濡ぬれた目を上げた。

　頰に温かい指先が触ふれ、涙が拭ぬぐわれる。

　短く癖くせのある銀色の髪に、柔らかな印象の整った面おも立だち。優しく穏やかな雰囲気を持つハイヤーンは、湖こ水すいのような水色の瞳で真まっ直すぐにターニアを見つめた。

『まだ終わりじゃない。君はもう一度レヴィスさんと話すべきなんだ』

「でも……！」

『僕の言うことは信じられない？　君が特別だと僕は今でも信じてるけど』

　何もかも見通すような、真剣な目は初めて顔を合わせたときから変わっていない。

　それはターニアが学園に入学する前、まだ精霊術が使えたハイヤーンと連禱検証をした際に言われた言葉だ。結局連禱することはできなかったが、自分達は様々な話をした。

　当時から一いつ貫かんして意見を変えないハイヤーンに、ターニアは必死になって首を振る。

「あたしは違う。あたしはエリルと一緒にいられない人間なの。だって精霊王はいなかったもの。あたしは精霊王なんて信じない。いたとしてもあたしの前になんて現れない」

　いくら強い力を持っていても、精霊王は絶対にターニアを選ばない。

　自分に言い聞かせるように繰り返し深くうつむけば、頭ず上じように静かな声が落ちた。

『……キドナのことを知って、レヴィスさんがどういう感情を持つかは僕の言えることじゃない。僕だって故郷を失なくした人間の一人だし、そういう意味ではレヴィスさんの悲しみがよく分かるから』

　学生の中でただ一人、ハイヤーンの過去を知るターニアはハッと涙を止めた。

『でも僕に理解できるのは悲しみだけだ。明めい確かくに憎にくむ相手を持つ僕と違って、レヴィスさんの中には怒りや復ふく讐しゆう心しんがない。君のことを知ってその感情が生まれるかどうかは分からないけど、僕はアランのことを知ったとき、彼を嫌うことができなかった』

　アラン・ロッシはハイヤーンにとって明らかに敵の一人であり、憎むべき存在だ。

　それでも、ハイヤーンはロッシ自身が悪いわけではないと分かっていたし、ロッシもハイヤーンに対し深い謝しや意いをもって接してくれた。

『そういう意味では、君とアランの立場はよく似ているのかもしれない。わだかまりなく付き合うのは難しいかもしれないけど、君だけが悪いんじゃないと知れば、レヴィスさんだって君を許し──』

「──違うわ……」

　心から励まし慰めてくれるハイヤーンに、ターニアはゆっくりと顔を上げた。

　緩やかに首を振れば、溢あふれた涙が流れ落ち、制服やシーツを濡らしていく。

（そうじゃない）

　同じ加か害がい者しやでも、ロッシとターニアでは天と地ほどの差があるはずだ。

　直接ハイヤーンに関わらなかったロッシと違い、ターニアは自みずからの手でエリルの村を滅ほろぼしている。弁べん明めいなどできはしない。

　それに、ターニアが心底怖れるのは、憎ぞう悪おをぶつけられることや許しを得られないことではなかった。

　エリルに憎まれるのは当然のことだ。

　殴られても罵ののしられてもまだ足りない。エリルに「死ね」と言われれば自分は喜んで死ねるだろう。

「あたしが本当に怖いのは、そんなことじゃないの」

　ハイヤーンの言うとおり、エリルはターニアを憐あわれみ許してしまうかもしれない。

　ターニアがなぜ今までエリルを守り、愛したのかの理由に気づき同情すらするかもしれない。

　そんな想像ができてしまうほど、エリルは理性的で憎むべき人間を違たがえないからだ。

　良りよう心しんの呵か責しやくから側にいたと知れば、優しいエリルはきっとターニアを解とき放ってしまう。

「許されたらあたし、それ以上一緒にいたいなんて言えなくなってしまう……。もういい、って言われたら離れることしかできなくなってしまう……！」

　全身が震えるほどの喪そう失しつ感かんに、ターニアは自分で自分をきつく抱きしめた。

　罪つみ滅ほろぼしという大たい義ぎ名めい分ぶんを失うしなえば、ターニアは許された加害者だ。もう守ってくれなくて大丈夫よと言われれば、エリルの恩おん情じように感謝し速すみやかに目の前から消えるべきだろう。

「もしそうなったら、どうやって側にいさせてって言えばいいのか分からない……！」

　側にいるための口こう実じつを探したいのに、どうしても見つけることができない。

　なりふりかまわず「一緒にいさせて」と懇こん願がんするには罪が重すぎる。そんな恥はじ知しらずなことはとても許されない。

「あたしはもう、エリルと一緒にいられないんだわ……！」

　何よりもそのことが悲しくて、ターニアはただ声を上げて泣き続けた。
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　夜空に皓こう々こうと輝く満月が昇のぼり、中ちゆう秋しゆうである天てん夜やの月の空気は澄すみきって冷ややかだ。

　異種を連想させる不吉な場所だからだろうか。もう誰も近寄らなくなった東の岩場の柵さくを越え、リトは手近な岩に腰を下ろした。

　以前は綺き麗れいな段をなしていた岩場だが、今では崩れ去り上も下も巨きよ石せきで塞ふさがれている。

　見下ろす先には黒々とした夜の森が広がり、南に目を転じればなだらかな大高原が月明かりに照らされていた。

　雄ゆう大だいな景色を眺め、ランタンも持たず出てきたリトは深々とため息をつく。

（何やってるんだろう、俺……）

　ユークと怒鳴り合いになったあと九時頃まで学舎にいたが、教師に見つかり寮に戻った。就しゆう寝しんの時間も談話室に潜ひそんでやり過ごしていたのだが、先ほど寮監の目を盗ぬすんで抜け出してきたのだ。

（ユーク、もう寝て………………うん、寝てるな。あいつ絶対さっさと寝てる！）

　リトの性格を知っているユークのことだ。ほとぼりが冷めれば帰ってくると思って、就寝点呼も上手くごまかしたに違いない。

　確実に先に寝てると思うとむかついたが、それならもう帰ろうかという気にもなった。

　人の来ない場所として東の岩場を選んだが、寒い上に……けっこう怖い。

　風が吹けば黒い森が波のように音を立てて揺れ、陰いん影えいのある岩場から何かが這はい上がってきそうだ。

　ごくりと唾つばを吞み、リトは身震いして立ち上がった。

「よ、よし！　帰ろう！」

「クローウェル君？」

「うわ──────────────ッ!!」

　突然背後から声をかけられ、リトは思わず絶ぜつ叫きようしてしまった。

　うわ────、わあ────、あ──……、あぁー…………、っと夜の森に声がこだまし、リトはばくばく鳴る胸を押さえ振り返る。

「えええエリル先輩!?」

「ご、ごめんなさい！　びっくりさせちゃった？」

　幻まぼろしかと思ったが違う。白いブラウスに短いスカート姿のエリルが、月に照らされ申し訳なさそうに立っていたのだ。

　みっともなく叫んでしまったが、エリルの格かつ好こうを見ればそれどころではない。リトはぎょっとして自分の上うわ着ぎを脱ぎ、エリルの肩に着せ掛けた。

「どうして上着を着てないんですか!?　風か邪ぜひきますよ！」

　岩場に来るまでで十分寒かったはずなのに、エリルは初めて気づいたというように自身の姿を見下ろす。

「あんまり寒くない気がして……。大丈夫よ、クローウェル君が風邪ひいちゃうわ」

「寒いです、寒いですから！　あと俺、風邪ひかないから大丈夫です！」

「私もあんまりひいたことないから平気よ。ちゃんとクローウェル君が」

「駄目です！」

　エリルが薄うす着ぎなのに自分が着込んでいるなどありえない。遠えん慮りよを押し切りやや強引に着せれば、小こ柄がらなエリルはすっぽり包つつまれてしまった。

（うわっ……！）

　リトが着ればせいぜい膝ひざ丈たけだが、エリルにはかなり大きい。このまま持って帰りたいほど可愛い上に、自分の服をエリルが着ていることに異様にどきどきしてしまった。

　自分で着せておいて直ちよく視しできなくなったリトに、エリルはズバリと言葉を投げかける。

「こんな時間にどうしたの？　キアン君と喧けん嘩かでもしたの？」

「うぐっ！」

　鋭すぎる。いや、自分が分かりやすすぎるのか。

　過か剰じような反応だけでばれてしまったらしく、うなだれて腰を下ろせばエリルも隣となりに座ってくれた。

「やっぱり。そんな気がしたわ」

「……喧嘩っていうか、あいつが変なこと言うからなんです……。俺とは友達でもなんでもないとか、信用してないとか……」

　相談してしまってもいいのだろうか。

　おずおずと目を上げれば、エリルは優しく微笑み返してくれる。促うながされているようで、ついつい甘えて口を開いてしまった。

「俺、ユークのことがずっと嫌いでした」

　こんな話を誰かにするのは初めてだ。

「父さんに紹介されてユークと会ったけど、最初は何考えてるのか全然分かんなくて。笑っても心からじゃないって感じがする奴でした。絶対裏で何か別のこと考えてるんだろうなってずっと思ってた」

　ユークはリトがされて嬉しいこと、嫌なことを敏びん感かんに読み取って自然に合わせてくる。

　賢かしこい奴だと無意識に感じ、だからこそ、ユークはリトのことが本心から好きなのではなく、好かれるように演じてるだけだと直ちよつ感かんした。

「──でも、パンディアに来てから変わりました。本音で俺と接するようになった」

　ユークが完全にリトの性格を摑つかんできたことや、やや人ひと見み知しりをするリトが慣れてきたせいもあるかもしれない。半年を過ぎたあたりから今のような関係に落ち着いた。

（たぶん入学して、エリル先輩のことを好きになったときぐらいからだ）

　そのときはまだ恋だと自覚していなかったが、エリルのことで毎日大騒ぎしているうちに、呆れたユークがだんだん遠慮しなくなっていったのだ。

「阿呆だの馬鹿だの言われたけど、本心だって分かるから気にならない。あ、いえ、内容は気にした方がいいんですけど！　そうじゃなくて、ユークが本気で怒ったり笑ったりするのが分かるっていうか……」

「うん」

　笑いを含んだ声でエリルが答えてくれ、リトは小さく息を吸い込んだ。

「自然に、仲良くなれたと思ったんです」

　もう作り笑いだと感じることはなくなった。何を考えているのか分からないどころか手に取るように分かったし、次に言われる言葉すら予よ測そくできる。……叱しかられるときに限りだが。

「それなのに、俺と仲良くしてたのはふりだけだって言われたんです。最初から友達だと思ってなかったし、信用してもいない。ジェーン・グリンダ研究所はもともと俺が連禱できないことを知っていて、連禱できないユークを紹介したんだって……」

「待ってッ！」

　鋭く叫ぶような声で遮さえぎられ、リトはあっ！　と口を押さえた。

（しまった！）

　つい流れでユークが連禱できないことをしゃべってしまったのだ。いくら相手が信用できるエリルとはいえ、打ち明けていいかはユークに許可を取るべきだろう。

「す、すみませんっ、今のは……！」

「キアン君が連禱できない、って本当？」

　急いでごまかそうとしたが、エリルは月明かりの中で怖ろしいほど真剣な顔をしていた。

　衝撃のせいか、綺麗な声が細く震えている。

　口から出てしまったものは今さら取り消すことができない。目を見開いたまま問いかけたエリルに、リトは迷った末うなずいた。

「すみません、内ない緒しよにしておいてください。グリンダさんから聞いたんですけど、勝手に言っちゃ駄目だったと思うので」

　エリルが驚くのも無理はない。リトが現れるまで、連禱できないのはエリル一人だったのだ。こんなに近い年代、近しい人が連禱できないことを隠していたなど予想外だろう。

　リトの素直な肯定に、エリルは息を詰め瞬きもせず沈黙していた。

　かなりの時間押し黙っていたが、やがて納得したように緊きん張ちようを解とく。

「──……そうなのね。明日精霊庁に来るように言われてたから、たぶんそのことなんだわ。ターニアの件で呼ばれたのかと思ってたけど」

「そうだったんですか」

　エリルを傷つけたりしなかったようで、リトはほっと胸を撫で下ろした。

　動揺を静めたのか、エリルは平静を取り戻してリトを覗のぞき込んでくる。

「それで、キアン君が連禱できないことを隠していたから腹が立ったの？」

「…………」

　改めて問われれば、少し違う気がした。

（俺、なんであんなに腹立ったんだろう？）

　ユークが連禱できないことを隠していたことなのか、命令されて仲良くなっただけだと言われたからなのか。それとも最初から信用していなかったと言われたことなのか、怖いだろとか鬱うつ陶とうしいことを言いだしたからなのか。

　いろいろな原因を考え、リトはあやふやに答えた。

「……なんか、言ってくれればよかったのに、って思ったんです。上手く説明できないけど、連禱できないこととかそういう細かいことじゃなくて」

　いや、言えるはずがないのは分かっている。ユークはグリンダ研究所の手先だったのだから。

（……それでも……）

「本当に、すごく仲良くなったって俺は思ってて、あいつもそうだと思ってた。嫌われてるか好かれてるかぐらい、俺にだって分かる。お互い誰かに命令されて友達になったのは確かだけど、俺は気が合うと思ってたし、あいつもそう思ってくれてた」

　断だん言げんしたが、自うぬ惚ぼれだとも自じ信しん過か剰じようだとも感じなかった。

　絶対、誰がなんと言おうと、自分達は信頼できる仲の良い友人同士だったのだ。

　話すうちに思考が澄すんでいくような気がして、リトは自分で納得しながら言葉を選んだ。

「それなのに、最後の最後で信用してもらえなかった」

　言えない事情を言ってくれなかった。

　自分が何に怒っていたのか初めて分かった気がして、リトはきっぱりと顔を上げた。

「全部言ったら、離れていくような奴だと思われていたことに腹が立ったんです」

　打ち明けてくれれば、自分は絶対にユークの味方をした。連禱のことを隠していたり、研究所と繫がりがある理由を教えてほしかったのだ。

　でも言ってくれなかった。ユークは土ど壇たん場ばでリトを締め出したのだ。

「もうユークのことなんてどうでもいい。あんな奴大嫌いだし、嫌われてもなんとも思わない。もう勝手にしろ。そう思って、喧嘩して出てきたのに……」

　こんな気持ちをどう表現すればいいのか分からず、リトはぽつりと言葉を零こぼした。

「……すごく泣きたくなるんです」

　どちらが謝ってももう元の関係には戻れない。

　改めて仲良くなれたとしても、それはこれまでとは全く別のものになるだろう。

　取り返しのつかないことが心の準備もないままに起こってしまい、状況の変化に気持ちが追いつかなくて──……。

　エリルの前で泣くようなことはしたくなくて、リトはぐっと唇を嚙かみ締しめた。

「……時間を戻したい。ユークと仲が良かった頃に戻って、あのままでいられたらよかったのに、って思うんです」

「──クローウェル君……っ！」

　急に目の前が翳かげって、ん？　と顔を上げたとたんものすごく柔らかい何かに頭を抱き込まれていた。

　ふわっと溶とけそうなほどまろやかなのに妙に心地ここちよい弾だん力りよくがあって、とても温かくて優しい香りがする──……。

「ア────────────────────────ッッ!!」

　それがエリルの胸だと気づいた瞬間、リトは聖せい山ざんにこだまするような絶叫を上げていた。

　ア────────ッ、ア──────、アァ────……ア──…………、という声が聖地の静せい寂じやくを破って響き渡り、エリルが仰ぎよう天てんしたように身体を離す。

「クローウェル君、声っ！」

「すすすすすすみませんっすみませんっ本当にすみませんごめんなさいっっ!!」

　叱られてしまったが、抱きしめられた形のまま身体が硬こう直ちよくして動かない。

　リトの動どう転てんを感じ取ったのか、我に返ったエリルも真っ赤になって座り直した。

「ご、ごめんなさい、つい……！」

「いいいいい、いえっ、いっ、いいんですけどちょっとびっくりしたというかび、びっくりしてっ！」

「なんだかぎゅっとしたくなっちゃって。急にごめんなさい」

「ええええっっ、あ、あの……っ、あの、あああうぅ……！」

　じゃあもう一回、と言う前に自然に離れられてしまい、リトは伸ばそうとした腕のやり場に困って呻うめいてしまった。

　自分からおねだりはできなくて、前を向くエリルに一いつ生しよう懸けん命めい目で訴うつたえてみる。

「でもね、私、最初から友達じゃないって言ったのはキアン君の本心じゃないと思うわ」

「…………、あ……は、はい…………」

「だってキアン君ってクローウェル君といるときとても楽しそうだもの。あれは絶対噓うそじゃないと思うのよね」

「……………………」

「キアン君も最初は誰かに言われてだったけど、結局クローウェル君のこと好きになったんじゃないかしら？」

「…………………………………………はい……」

　……駄目だ。

（話がまっっったく頭に入ってこない────────!!）

　逃がした魚が大きすぎて耳が働いてくれない。意識が抱きしめてくれたエリルの腕や胸に集中してしまい、目を逸らそうとしても逸らせないのだ。

　もう一回、ちょっと、なんとかしてもう一回、と全身で叫んでいるのだが、エリルは全く気づかず話し続けている。

　かろうじて生返事をしながら、リトは内心で激しく悶もん絶ぜつした。

（ああもう慌てすぎだろ、俺!?　なんでもっと落ち着いて堪たん能のうできなかったんだよ──っ！　馬鹿馬鹿俺の大馬鹿！）

　二度とないかもしれない時間が一瞬で終わってしまった。

　今からでも「寂しい」とか「悲しい」で同情を引いたら、もう一度抱きしめてはくれないだろうか……。

「クローウェル君、大丈夫？　心ここにあらずだけど」

「ぇいッ!?　あ、あの、ユークのこと考えてました！」

　脳のう内ないから完全に消えていた友人を持ち出すと、エリルは納得したように微笑んでくれる。

　頭の中のユークが半はん眼がんで物言いたげだが、これぐらいの噓は許してもらいたい。

　見つめ合うと邪よこしまな考えを見み透すかされそうなので目を逸らしたとき、真剣なエリルの声が聞こえた。

「でも、もしかしたらだけど……。キアン君、お父さんかお母さんを研究所に取られているのかもしれない」

「え!?」

　予想外の言葉に一気に邪じや心しんが吹き飛んだ。

「どういうことですか、それ!?」

「今日、グリンダさんと話をしていたらキアン君が間に入ってくれたんだけど……。そのときにグリンダさんが『何邪魔してるの、あんた親殺されたいの？』って言ったのよ」

　リトの心臓が大きく音を立てる。

　真顔になったリトに向け、エリルはためらいがちに目を伏せた。

「キアン君のお父さんは病気で、お母さんと一緒に研究所が預かっているそうなの。……グリンダさんの言い方からして、それがあまりいいことのように感じられなくて」

　私の勝手な印象だけど……、というエリルの声を聞きながらリトは無言で考え込んだ。

　脳のう裏りに自然と、グリンダを部屋に連れていったときのユークの様子が浮かぶ。

　あのときユークは喜んでいただろうか？　親しい人が来てくれたと。

（いいや……。あれは嫌いな奴が呼んでもないのに来たときの反応だ……！）

　もしかすると、ユークにはリトなんかでは想像もつかないほど深い事情があるのかもしれない。

　だから命令に従いリトの側へ来た。連禱できないことを隠していた。グリンダの手先となってパンディアや自分達について手紙を書いていた。

　どうして事情を話してくれなかったんだ、と責せめるには無神経すぎる理由があったかもしれない。

（弱み握られてるかもなんて、ちょっと考えれば分かることなのに……！）

　なぜ自分はそこまで頭が回らなかったのだろう。

　急に目が覚めたような気がして、リトは力強く顔を上げた。

「ありがとうございました、エリル先輩。俺はまだユークと友達でいたいから、あいつの後ろに何があるのか考えてみます」

「うん。事情があるんだろうし、きっと元の関係に……、ううん、元以上の関係になれるわよ」

　屈くつ託たくなく笑い、エリルは当然であるかのように言う。

「キアン君との仲が壊こわれてしまったんじゃなくて、新しい関係に変わるだけ。失なくしたんじゃなくて、別のものを手に入れるだけよ」

「────！」

　以前のようには戻れない。

　だが、二人ともが戻りたいと思えるなら、また新たな関係を築けるはずだ。

　それは喪そう失しつではなく獲かく得とくだと宣言され、圧あつ倒とうされたリトは何も言うことができなくなってしまった。

（ま、前向きすぎる……！）

　リトは自分のことを、能天気だが、やや後ろ向きな思考の持ち主だと認にん識しきしている。嫌なことから逃げたいと思ったり、うじうじと一人で同じことを何度も悩んだり……。

　だからこういったエリルを見せられるたび、「本物の強さとはこういうことを言うのだ！」と手本を示されたような気持ちになるのだ。

　リトが立ち直ったと判断したのか、エリルは着ていた上着を脱ごうとする。

「もう遅いから部屋に戻った方がいいわ。上着をありがとう」

「着ていてください、明日でいいです。エリル先輩は帰らないんですか？」

　我に返って止めれば、エリルはやんわりと微笑んだ。

「私はもう少しここにいるわ。本当に上着はいいから──」

「じゃあ俺もここにいます」

　とっさに口走っていた。

「クローウェル君……」

　とても困った顔をされたが、エリルを一人にして帰るのは嫌だった。

　ずっと、エリルに何があったか聞きたかったのに自分の話しかしていない。

　ターニアは精霊庁から寮に戻ったのだろうか？　彼女をハイヤーンに預けたリトには、とてもそうは思えなかった。きっとターニアは今も精霊庁にいる。

　今夜は部屋に一人のはずなのに、エリルはこの東の岩場まで出てきた。

　こんな秋の夜に、上着も着ずに出てくるほど衝撃的な何かがあったのだ。

「あの、エリル先輩が一人で感情を整理する人だって知ってます」

　なにせ、初めて言葉を交わしたときエリルは罵ば倒とう大会の真っ最中だったのだから。

「でも、俺じゃ駄目ですか？　先輩が俺の話を聞いてくれたみたいに、俺も先輩の話が聞きたい」

　なんでもいい。どんな話でもいいから聞きたかった。

　このまま一人にさせたら、エリルは泣いてしまうのではないかという気がしたのだ。

　いいや、きっと泣くためにここに来ている。

「先輩みたいに上手く励ましたり、いい意見を言ったりはできませんけど、でも……」

　一人で考えるよりいいかもしれない。

　そう思い返事を待ってみたが、エリルはうつむき口を閉ざしたままだった。

　リトだって誰かに泣くところは見られたくない。

　エリルは柔にゆう和わに見えて誇ほこり高い女性だし、そうでなくても年下のリトなんかに頼らないだろう。

（…………やっぱり駄目か……）

　頼るとすればハイヤーンのような男に違いないと思うと心が折れ、リトは黙ってしまったエリルを置いて立ち上がった。

「──すみません、俺は帰りますね。上着は明日でいいです」

　明日の朝には、何事もなかったように振る舞おう。

　きっとエリルもいつもどおりに戻っている──、と二、三歩歩いたときだった。

「ターニアはね」

　突然声が聞こえ、リトはドキリとして振り返った。

　見ればエリルが立ち上がり、真っ直ぐにリトを見つめていた。

「たった一人、私と連禱できなかったの」

（──え……？）

　意味が分からず反応に困ったが、話を遮ってはいけない。

　返事をするのも慎しん重ちようになり、リトは小さくうなずいた。

「術が弱くなるとかじゃないわ。連禱祝詩を間違わず詠えい唱しようしたのに、全く何の効果も出なかったの。普通はそんな人いないでしょう？　今まで五百人くらいと連禱したけど、全員術が弱くなるだけだった。何も出せなかったのはターニア一人だけ」

　静かな月明かりの中で、エリルはわずかに目を伏せる。

「私達、入学した頃は一切しゃべらなかったの。同じ学年だけどターニアは天才で雲の上みたいな子だったし、私は連禱もできない落ちこぼれだったし」

　同級生であっても、明確な格かく差さがあった。

「だから、最初は馬鹿にされて意い地じ悪わるされてるのかなって思った。でも仲良くなってからもやっぱり術は出なくて……。落ちこぼれの私が悪いんだなと単純に思ってたけど、ターニアは泣きながら『あたしが悪い』って謝ってくれたの。口く調ちようや態度で誤解されることもあるけど、本当はとっても優しくて、どっちかというと臆おく病びような子なのよ？」

「はい」

　リトだってそれは分かっている。

　駄だ犬けんなどと呼ばれ、躾しつけは厳しいし口は悪いし手が出るのも早いし、日々いじめられているしたまに使い走りをさせられたりもするが……………………。

（……よ、よくよく考えれば俺、ターニア先輩からけっこうな扱あつかい受けてる……！）

　ターニアの優しい部分を探す方が難むずかしかったが、とにかく！　と気持ちを立て直した。

（怖い先輩だけど悪い人じゃない！　エリル先輩をすごく大事に思ってるし）

　それだけは確かだ。

　リトの心しん情じようを読んだのか、エリルはくすりと笑う。

「私、一年生の最初の頃は本当に馬鹿にされていて。分からないことがあっても誰も教えてくれなかったし、口も利きいてもらえなかった。でもターニアと仲良くなって話をするようになって、馬鹿にする人達にもあの子が堂々と怒ってくれて……。そこから皆の意識が変わったの。ターニアがいたから、私、他の学年の誰に馬鹿にされても学園から逃げ出そうとは思わなかったわ」

　たった一人、味方がいてくれたことで頑がん張ばれるようになったのだ。

「ターニアは、私が初めてキドナの話をしたとき一緒に泣いてくれたの」

「はい」

「私が村のことを話すときはターニアの方が悲しそうな顔をするし、精霊祭の旗き手しゆをキドナの衣い装しようで務つとめることになったときも泣いて喜んでくれたわ」

「覚えてます。仲がいいなって思いました」

　自分のことのように喜ぶターニアは、心底エリルを愛しているのだと感じた。

「そう、本当に優しくて、いい友達。だから私、ターニアが大好きなのよ」

　唐とう突とつに言葉が途と切ぎれ、真夜中の岩場に深い沈黙が落ちた。

　暗い森を揺らす風もやんで、完全な静寂を感じたリトは無意識に息を詰める。

　時が止まり、夜を渡る星の音が聞こえそうなほどの静けさの中────。

「私、たぶん、ずっとずっと、長い間」

　か細く震える声が聞こえ、リトははっと身じろいだ。

　月を背に置いたエリルが、ゆっくりと逆ぎやつ光こうの中で伏せていた顔を上げる。

「私、きっと、知らないうちに、たくさんターニアのこと……。きっとすごく、すごく、たくさん、深く傷つけていたのかもしれない」

　リトは答えることもできずに、立ち尽つくしていた。

　なぜ？

　どうしてそんなことを思うのかとも聞けず、しゃべり続けるエリルを見つめる。

「どうしてこんなに私を好きでいてくれるのか。どうして私を守ろうとしてくれるのか。ずっと分からなくて、でも、私を大事に想ってくれていることだけは本当だと分かった。だから、私、何も考えずにただ気持ちを受け取るだけで過ごしてきた」

　声が大きくなっていくにつれ、震えも大きくなる。

「それがどういうことかなんて全然考えたこともなかった。守ってくれるあの子にずっと甘えて、当たり前みたいな顔で側にいて……！」

　エリルの大きな瞳が潤うるみ、それが涙になって零こぼれ落ちそうになったとき、リトはとっさに腕を伸ばしていた。

　細い背に腕を回し、飛び込んできたエリルをきつく胸に抱き寄せる。

　守るように華きや奢しやな全身を抱きすくめれば、悲鳴のような泣き声が聞こえた。

「私、本当にターニアを傷つけてきたんだわ……！　あの子の前で村のことを……、どれだけ辛つらかったかなんて話して────！」

　何か言うべきだったのかもしれない。

　だがおぼろげにしか話を摑んでいないリトは、無言のまま大声を上げて泣きじゃくるエリルを抱きしめていた。

　────あの子の前で、村のことを、どれだけ辛かったかなんて話して。

（……まさか………………）

　リトはすでにターニアが養女だということを知っている。

　まさか、まさか、と否定しながらも、想像することは止められなかった。

　手足の末まつ端たんから血が抜けていくような気がし、リトは愕然と思考を巡らす。

（ターニア先輩はクーファの生まれ……なのか……？）

　エリルの言葉、嘆なげき。キドナの村に起こったこと、ターニアのエリルへの愛情。

　ターニアがキドナでの豪雨に関わりを持っている、ということなのだろうか──？

　エリルを抱きしめたまま考えかけ、だが、リトは素早く思い直した。

（──いいや！　何があったかって大事なのか？　ターニア先輩は泣いてたし、エリル先輩だって泣いてる。どっちも怒ってるんじゃなくて、悲しいから泣いてるんだ）

　詳しい事情はリトが考えるべきことではない。

　エリルはターニアを想って泣いている。大事なのは何よりそのことであるはずだ。

「エリル先輩」

　力を振り絞るようにしてしがみつくエリルに応こたえ、リトは腕に力を込めた。
















　誰かに、ここまで全力ですがりつかれたことはない。危険な目に遭あったエリルを何度か抱きしめたことはあるが、これほどではなかった。

　こんなにも、一人で立っていられないような人間を支えるのは初めてのことだった。

　何もかもを出し尽くすような泣き声が次し第だいに落ち着き、静かなすすり泣きに変わっていく。

　長い時間そうしていたが、ようやく泣き疲れたエリルが大きな息をついた。

「ごめんなさい……。泣いちゃって」

　うつむいたまま涙を拭ぬぐうエリルの髪を撫で、リトは首を振る。

「俺は嬉しいからいいです。それに、大丈夫ですよ。先輩達なら絶対に仲直りできる」

　もっと説得力のある励まし方ができればいいのだが、直ちよつ感かん的てきなことしか言えない。

　だが、大丈夫だと思うのは本心なので無駄に力強く断だん言げんした。

「大丈夫です。なんか、よく分かんないけど、エリル先輩とターニア先輩だったら大丈夫なんだ」

　エリルはリトの胸に顔を埋うずめたまま動かなかったが、ふいに小さく肩を揺らせた。

「ふふ。なぁに、それ」

「大丈夫なんです、きっと」

　笑ってくれたと思うととんでもなく嬉しくなる。リトは笑顔でエリルの髪に頰を寄せた。

「事情が分かれば元の関係以上になれる。失くしたんじゃなくて、手に入れるんだって言ってくれたのはエリル先輩じゃないですか」

「…………」

「あれ？　俺に言ったのは他ひ人と事ごとだったからですか？」

「そ、そうじゃないけど……！」

　うろたえるエリルが可愛くて、腕に力を込めてぎゅっと抱きしめる。

　どうしてこんなに細くて小さいのにここまで柔らかくて抱き心地がいいのか、不思議でたまらない。

（時間が止まればいいってよく言うけど、本当にそんな気持ちだ）

　腕の中にいることが信じられない。いつまでもこのままでいたくて、泣きやんだエリルの頭を撫でていると年の差が逆になったような気さえした。

「エリル先輩が俺に『ぎゅってしたくなった』って言った意味が分かりました。確かにこれはしたくなります」

「わ、私、クローウェル君が叫んだ気持ちが分かるかもしれない……」

　急に落ち着かなげにもぞもぞしだしたエリルのため、名残なごり惜おしいが腕を緩めてあげる。

　身体を離せば、エリルは殊しゆ勝しような顔でリトの制服のシャツを指でなぞった。

「ごめんなさい。すごく濡れちゃった」

「全然大丈夫です。エリル先輩の涙で濡れたなら一生取っておきたいぐらいだ」

「もう！」

　かなり本気で言ったのだが、冗じよう談だんと取られ苦笑されてしまった。

　エリルは両手でしっかりと涙を拭い、恥ずかしそうに笑顔になる。

「やっぱり泣いて叫ぶのが一番ね。クローウェル君のおかげでスッキリしたわ」

「今度から何かあったら俺を呼んでください。いつでもぎゅっとします」

「そ、それはいいから！」

　いや、それをしたい。可愛いし柔らかいし頼られるのは気持ちいいしで癖くせになりそうだ。

「エリル先輩を一人で泣かせたくないんです。泣くんなら俺の側にしてください」

「────!!　ちょ、ちょっと、もう帰りましょう！　一刻も早く寮に帰りましょうっ！」

「ええっ!?　なんかダメでしたか!?」

　さっと腕の中から逃げられてしまい、リトは慌てて岩場を出ようとするエリルを追いかけた。

　すっかり元気になったエリルと寝ね静しずまった学園を歩き、「ダメ！」「どうしてですか!?」と言い合いながら寮に戻る。いつまでも一緒にいたかったが、心も軽くちゃんと眠れそうな気がしたのでおとなしくエリルを送り届けた。

　どこにあるのか知らないが、秘密の入り口から部屋に帰るというエリルは女子寮の前で上着を脱ぐ。

「今日はありがとう。クローウェル君がいてくれてよかったわ」

　改めて礼を述のべられ、上着を受け取ったリトも微笑んだ。

「俺もです。先輩に話を聞いてもらえてよかった」

　ユークに対し怒るだけでなく、別の見方ができた気がした。

　悔くやしいけど、自分はまだユークと友達でいたい。ユークが関係を切る気なら自分が頑張るしかないと思えたのだ。

　生まれ変わったような気持ちで言えば、エリルもぱっと明るい笑顔になった。

「ありがとう。私も明日、ターニアに会いに行ってみるわ」

　泣きはらした顔なのに、それはいつものエリルにとても近かった。
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　キドナ豪ごう雨うの生き残りが入学してくる────。

　そう初めて聞いたとき、なぜそんなことを言われるのか分からなかった。

「同じ学年に入学してみないか？　こんな偶然はもうないかもしれない。君はずいぶんと元気になったし、その子は連れん術じゆつ士し協会での試験結果が驚くほど悪くてね。養よう家かから縁えんを切られてしまったんだ。君が仲良くなって助けてあげてくれれば、二人にとってとてもいいことだと思うんだが」

　もちろん君の心しん情じようもあるから、無理にとは言わない────。

　心を尽つくしてここまで育ててくれたパンディアの長ちよう老ろうパヴァルは、ターニアが大きな力を持ちながら、連れん禱とうできないことに注目していた。キドナ豪雨の生き残りは精せい霊れい術じゆつ士しとして少し変わっているというし、何かを感じたのかもしれない。または、ターニアの罪ざい悪あく感かんを減らそうと考えたのかもしれない。

　パヴァルの気持ちは理解できたが、言われたターニアは途と惑まどった。

　ずっと精せい霊れい庁ちように引きこもっていられるわけではないと分かっていたが、相手は自分が滅ほろぼした村の生き残りだ。

　いったいどんな顔をしてその子の前に出ればいいのか。意思伝達能のう力りよくが低く陰いん気きな自分に仲良くなるなどできるのか。何かの拍ひよう子しに豪雨の原因だと知られたらどうしよう……。

　しばらく悩みは尽きなかったが、彼女が独ひとりぼっちだということが心に引っかかった。精霊術士を出すのは誉ほまれとされるのに、養家に縁を切られるほど試験結果が悪いとはどういうことなのか。

　同じ学年になったって無理に仲良くなることはないよ──。パヴァルがそう言って逃げ道を用意してくれ、思い悩んだ末、ようやく入学してみようという気になった。

　そして出で逢あったエリル・レヴィスは予想以上の人物だった。

　確かにこれを差し出せば養家も後ろ指を差されるだろう、というほど精霊術士として能のう力りよくが低く、連禱もできない。

　だが、とても明るく強かった。勉強熱心で、何を言われてもへこたれない。

　入学して半年は話しかけることもできなかったが、自分の面めん倒どうな性格が災わざわいして、回り回って寮りようの同室になってしまった。

　パヴァルは心配して一人部屋にしようとしてくれたが、ターニアはそれを断ことわった。

　そのときのターニアにはキドナのことを隠かくせる自信が芽生えていたし、エリルに対する同級生の冷たい態度に心底腹が立っていたからだ。よし、同室になってみようと部屋に乗り込み、ターニアは入学から半年を経へてようやくエリルと友達になった。

　授業以外の時間を一緒に過ごすようになり、ターニアはエリルが非常に優しく、賢かしこく、根こん気き強づよいことを知った。

　人と接する経験の少ないターニアはついつい無む神しん経けいな言い方をしてしまうが、エリルは怒おこらない。遠えん慮りよしたり卑ひ屈くつになっているわけではなくて、ターニアが本当は何を言いたいかを読み取ってくれるのだ。

　ターニアはすぐにエリルが大好きになり、エリルからも愛された。

　圧あつ倒とう的てきな加か害がい者しやのくせに、ターニアの心はエリルよりも崩くずれていた。ぼろぼろだったターニアにとってエリルは姉であり妹であり、母であり娘である。親友であり恋人であり、守るべき存在であり依い存ぞんする存在。

　エリルが初めて故こ郷きようのことを話してくれ、涙を見せてくれたとき、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきが走った。

　豪雨を引き起こしたくさんの人間を殺したのに、なぜ自分は生きているのか。

　自分の存在理由が全く分からず死んだように過ごしてきたが、エリルに巡めぐり逢あって初めてその意味が分かったのだ。




　────自分はエリルを守るため、ここまで生きてきたのだ…………！




　エリルを助け、エリルを愛し、きっと精せい霊れい王おうに選ばれるであろう彼女を仲間の元へ手渡すために自分がいる。

　直ちよつ感かんは間違っていなかった。

　蒼そう穹きゆうの神しん殿でんへ入ったターニアの前に精霊王は現れず、自分は選ばれた人間ではないと知ることができたからだ。




　ああ神様、ありがとうございます────！




　あたしは特別な人間じゃない。精霊王なんてあたしの前に現れなくていい。

　特別なのはきっとエリル。あたしには分かる。

　ああよかった、あたしはもうあそこまでの力を使わなくていい。あの子の前であんな酷ひどい力を使うこともないんだわ！

　嬉うれしい、よかった……！

　ああ、ついにあの子と連禱できる人間が現れた。あたしがどんな男か見み極きわめてやるわ。え、あの駄だ犬けんに自分を差し出して一緒に仕事してほしいって頼たのむ？　冗じよう談だんじゃないわっ、そんなことしなくてもどうせそいつはあんたを守ることになるの！　馬ば鹿かなこと考えないで！　え？　エリルのことが好き？　ふーん……。うん、馬鹿っぽいけどまあ合格。エリルのこと本気で好きみたいだし、力にも不足はないから許すわ。エリルのことしっかり守るのよ？　あたしは最後までついていけないけど、あんたならそれができるんだから。いい？

　あとはあんたに任せるんだからね────────………………。







　耳の横を温かい涙が流れていき、その感覚にターニアはうっすらと目ま蓋ぶたを開いた。

　一瞬過去へ戻ったのかと思うほど見慣れた白い天てん井じようが見え、子供の頃から家具の配はい置ちも装そう飾しよくも変わらない大きな部屋が視し界かいに映うつる。

　そっと寝しん台だいの上で身を起こし、ターニアはこめかみに流れた涙を拭ぬぐった。

（夢……？）

　とても、幸せな夢を見ていたような気がする。

　眠る前までパヴァルがいてくれたが、仕事に戻ったのかもしれない。精霊庁の奥深く、長老達しか入れない一いつ角かくに用意された部屋でターニアはため息をついた。

　外は夕暮れで、窓からは西日に照らされ大きな陰いん影えいを作る聖せい山ざんが見える。

　八年前ここに引き取られ、毎日眺ながめ続けた景色だ。

　下校時じ刻こくを知らせる主しゆ塔とうの鐘かねが鳴り、悠ゆう然ぜんと聳そびえる霊れい峰ほうに響ひびき渡っていく。

「…………」

　ターニアは白い夜よ着ぎを脱ぎ、制服のブラウスとスカートに着替え寝台から下りた。

　下校時刻の五時を過ぎれば、次に鐘が鳴るのは寮の門もん限げんを知らせる七時だ。

　それまで主塔に上る者はいない。

　部屋を出て、ターニアはひそやかな足取りで人のいない精霊庁東とう翼よくの廊下に出た。小さな頃からこうして一人で部屋を抜け出しては主塔に上っていたものだ。

（どうしてかしら……。ここに来てからすごく、昔のことばかり思い出す）

　単純に懐なつかしい場所だからなのか、無意識に子供の頃に戻りたいと思っているのか。

　それとも────。

（私、死ぬのかしら）

　こんな予よ兆ちようめいた、馬鹿みたいなことを考えるのは好きじゃなかったはずだ。

　自分以外の誰かが言えばきっと鼻で笑っている。馬鹿じゃない？　と呆あきれている。

　それなのに、ターニアはそう思えてならなかった。

　夕陽に照らされた廊下はしんとしていて、自分の歩く音すら聞こえない。

　下校時刻なのだから、学園にはまだ人がたくさんいて賑にぎやかだろう。

　それなのに、ここには誰もいない。

　自分の立つ場所が世界から隔かく絶ぜつされたように感じ、ただ一人ターニアだけが生きている気がした。

（……嫌いやだ。また変なことを考えてる）

　主塔の懐かしい景色を見たら。すぐに部屋に帰らないといけない。

　エリルの側にいたときは何も考えず過ごせたのに、離れるとすぐに自分の存在意義を見失ってしまう。

　ターニアは頭かぶりを振り、妙みような考えを追い払った。

　この廊下は毎日のように歩き、今から行く主塔は大好きな景色がある場所だ。決して不吉なことは何もない────。

　そう、東翼最さい奥おう部ぶの扉を出て歩きだしたときだった。

「見ぃつけた……！」

　聞き慣れぬ女の声が背せ筋すじをなぞり、ターニアはぞっとして振り返った。





[image: ]






「本当に……俺も行っていいんですか……？」

　らしくなく弱気な声に、精霊庁東翼の廊下を歩いていたエリルは呆れて振り返った。

「何言ってるの、キアン君。あなたがどうしても行きたいって言うからここまで来たのに」

　精霊庁に入ったとき隣となりを歩いていたはずのユークは、いつの間にかエリルの数歩後ろに下がってしまっている。

　ターニアの部屋に近づくにつれ無口になるユークに、エリルは大きなため息をついた。

「会えるかどうかは私も分からないわ。学園長だって許可はくれたけど、そこまで保ほ証しようしてくれたわけじゃないもの。ただ行ってみるだけよ」

　放課後精霊庁に来るよう言われていたエリルは、昨夜リトに励はげまされたこともあって、学園長と会う時間までターニアを訪ねてみようと思っていたのだ。

　それを学舎で会ったユークに話したところ、一緒に行かせてほしいと頼み込まれてしまった。

　ターニアが男子寮でユークと言い合いをしていたと聞いたし断ことわったのだが、どうしてもとひたすら食い下がられて今に至いたっているのだ。

「言っておくけど、ターニアが会いたくないって言ったら会わせないわよ？　さすがにそこまで許す気はないから」

「──！　はい！　それは、もちろん、分かって……るんですが……」

　勢いきおいよく顔を上げたものの、尻しりすぼみに声が消える。

　だったらさっさと来い！　と雄お々おしく脳のう天てんに一いち撃げきを加えたくなったが、ここまで優ゆう柔じゆう不ふ断だんなユークも珍しく対たい処しよに困ってしまった。

　今日のところは一人で行った方がいいかもしれない……と考えたとき。

「キアン君、ちょうどよかったわ」

　人ひと気けのない東翼で聞き慣れた声がして、エリルはひょいと振り返った。

　見れば廊下を歩いてくるのは副学長のベネットで、背後にはなんとリトがいる。

「クローウェル君？」

「リト……？」

「ユーク!?　なんでエリル先せん輩ぱいと一緒に……」

　リトは見るからに「しまった！」という顔で及および腰ごしになっている。ユークと会うのは避さけたかったと言わんばかりだ。

　そんなリトの焦あせりに拍はく車しやをかけるように、副学長は躊ちゆう躇ちよなくユークに声をかけた。

「キアン君、グリンダさんを見なかったかしら？　クローウェル君が会いたいって言うんだけど部屋にいなくて、よく東翼にいるって聞い」

「わーっ副学長、ちょっと待ってください！」

　悪あく意いのない曝ばく露ろを慌あわてて遮さえぎったリトに、ユークが先ほどまでの弱気はどこへやら、これでもかというほど胡う乱ろんな目をした。

「リト。お前、グリンダ先生を捜して何する気だ」

「ユ、ユークには関係ないだろっ。いいからお前は早くどっか行けよ！」

「グリンダ先生に会うのに俺には関係ない？　絶対あるだろ、何を企たくらんでる」

「ななな、何も企んでなんか……！」

　リトがもごもごと口ごもったとき、どこからか微かすかな声が聞こえた。

　甲かん高だかく細いそれは女性の悲鳴のように聞こえ、ハッとした四人は同時に耳を澄すませる。

（……ターニア？）

　なんとなくそんな気がして、エリルが意識を集中させたとき──。

「待って、ターニアちゃん！　話をしたいだけよ！」

「──！」

　遠くではっきりとした叫さけびが聞こえ、それが誰の声か理解した瞬間エリルとユークは走りだしていた。

「レヴィスさん!?」

「ユーク！」

　副学長とリトを残し、エリルとユークは声の聞こえた方角へ走る。

　精霊庁内部には不案内な二人だったが、幸いにもすぐに走るグリンダを見つけることができた。

　グリンダが腕を伸ばしながら追うその先。

　長い黒髪が廊下の奥に消えたのを見て、エリルは全身で叫んでいた。

「ターニア！」







　少しでも気を抜けば、肩や髪を摑つかまれ引きずり込まれてしまう。

　そんな怪かい奇きじみた恐きよう怖ふに駆かられ、ターニアは必死に走った。

　あの女は東翼の扉の前でずっと自分を待っていたのだ。

　いつかターニアがこの扉を開いて出てくる。必ず出てくる時が来る。その一瞬のために、蜥蜴とかげのように壁に張りつき好こう機きを窺うかがっていたのだ。

　そうして、まんまと巣から出てきた自分を捕つかまえようと追ってきている。

（殺されてしまう……！）

　あの女の手にかかれば食われてしまう。

　主塔のある中央部まで逃げ、ターニアは長い階段を駆け上がった。

　屋上への古びた扉とびらを開いたとたん、強い風が吹いて黒髪が大きくなびく。

　日が沈もうかという薄はく暮ぼの空に聳える、荘そう厳ごんな白い霊峰。

　聖山パンディアを背に置いたそこは、精霊庁の西せい翼よく、中央、東翼を一ひと繫つなぎにした広い屋上だった。

　大たい戦せん終しゆう結けつ後は主塔の鐘を鳴らす以外に使われることはなく、ところどころひび割れ、砕くだけた欠片かけらが転がる灰色の石いし床ゆかはそのまま打ち捨てられている。

　高い城じよう壁へきに囲まれ、だだっ広く寂さびしいその中央に建つのは巨大な円えん筒とう形けいの塔──精霊庁の主塔だ。

　追りくる足音が聞こえ、ターニアは迷わず主塔へ走った。

　鐘のある最上階へ向けて、長い螺ら旋せんを描く外階段をひたすらに上る。先が行き止まりだとかそんなことはどうでもよかった。ただ今ある恐怖から逃げられればよかったのだ。

（早く、早く）

　息を切らせながら天てつ辺ぺんにたどり着き、勢いのまま壁まで走ったターニアは慌あわてて立ち止まった。

　塔の高さに反して胸ほどの低さしかない危険な周しゆう壁へきは、矢を射うつため等とう間かん隔かくに凹おう凸とつがあり部分的にさらに低くなっている。

　今にも崩れそうな古い壁にすがり、ターニアは荒い息をついてぐるりと視線を巡めぐらせた。

　円形の主塔最上階は広く、石せき柱ちゆうに支えられた屋根の中央には大きな鐘が据すえられている。

　自分が上がってきた階段以外に出口はない。逃げられる場所が尽きて忙せわしなく空を見上げるターニアの耳に、総そう毛け立だつような声が聞こえた。

「ターニアちゃん、もういいかしら」

　螺旋階段からゆっくりと姿を現した女に、ターニアは大きく息を吞のんだ。

　風に煽あおられる薄茶色の髪もそのままに、グリンダがにやぁと笑みを見せる。

　獲え物ものを追い詰めた獣けもののように舌なめずりし、一歩足を踏み出した。

「怖がらせたいわけじゃないの。質問に答えてくれるだけでいいのよ。あなた生まれはパンディアじゃなくてクーファよね？　そうなんでしょう？」

「いや……ッ！　来ないで！　やめて！」

　嫌だ。

　もうあのときのことは思い出したくない。

　錯さく乱らん状態のターニアが円形の壁にすがりながら逃げるのを、グリンダは一歩も動かず視線だけで追う。

「あなたがパンディアに来たのは八年前なんでしょう？　ねえ、どうしてあんなにすごい力を使ったの？」

　悲鳴を上げようとしたとき、鋭するどく、凜りんとした声が響き渡った。

「ターニア！」

　最上階に駆け上がってきたのは、必死の形ぎよう相そうの少女だった。

　晴れた空のような瞳ひとみがターニアを捉とらえ、その足がターニアに向かって踏み出される。

　逃げればいいのか駆け寄って取りすがればいいのか分からず、硬こう直ちよくしたターニアの耳に嬉き々きとした叫び声が聞こえた。




「八年前に精霊術を使って豪雨を降らせ、キドナ地方を壊かい滅めつさせたのはあなたなのよね!?」




　歓かん喜きのようなグリンダの声とほぼ同時。

　耳を塞ふさぎ、声のない声で絶ぜつ叫きようしたターニアの胸を、何かが貫つらぬいた。




　ターニアに向かって駆け寄ろうとしていたエリル、その場から動かなかったグリンダ、エリルと競い合うように足を踏み出そうとしたユークが愕がく然ぜんと呼吸を止める。

　誰の目にも、何も見えなかった。

　何が起こったのか全く分からない。

　突とつ如じよとして夥おびただしい量の鮮せん血けつがターニアの胸から噴ふき上がり、塔の周壁や背後の空を真っ赤に染めたのだ。

　まるでグリンダの声が質しつ量りようを持って突つき刺ささったかのように、ターニアは何かに胸を打ち抜かれ、大きく仰のけ反ぞる。

　血ち飛沫しぶきが音を立てて降ふり注そそぎ、打たれた衝撃に押されるように、ターニアの肉体はゆっくりと低い壁を乗り越えた。
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「ターニア──────────────────ッ!!」




　自分の中から、行け、と声が聞こえた気がした。

　足を止めたのは一瞬で、エリルは即そく座ざに地を蹴けっていた。

　壁を乗り越え落らつ下かしようとするターニア目がけ腕を伸ばし、もう足先しか見えなくなった彼女を追って躊ちゆう躇ちよなく中空へと飛び込む。

　こんなに高い主塔の天辺から落ちたらどうなるか。

　そんなことぐらい分かっているはずなのに、身体からだが止まろうとしなかった。

　ただ、ターニアを一人で行かせてはならない。

（このまま終わっちゃいけない────────!!）

　その一いち念ねんだけがエリルを突き動かしたのだ。

　全身がふわりと主塔の外に投げ出され、足の裏から踏みしめていた全ての感覚が消える。

　かろうじて届いたターニアの身体を離してなるものかと手た繰ぐり寄せ、凄すさまじい風の抵てい抗こうの中できつく目を閉じた。

　一瞬後には屋上の石床に叩きつけられているだろう。

　落下の浮ふ遊ゆう感かんと轟ごう轟ごうと鳴る風の音に、そう覚かく悟ごした瞬間──────。




　突然、エリルの周囲を包つつんでいた一いつ切さいの風が消えた。




　完全な無風の空間に投げ出された感覚に、エリルは驚いて閉ざしていた目ま蓋ぶたを開く。

「え!?」

　置かれた状況に、思わず声を上げてしまった。

　そこは屋上の地面ではない。

　かといって主塔の天辺に戻ったわけでもない。

　意識のないターニアを抱いたまま、エリルはちょうど主塔と屋上の中間に漂ただよっていたのだ。

　宙ちゆうに浮く自分に仰ぎよう天てんしたが、下に目を落としたエリルはその理由に合が点てんがいった。

　一人の少年が歯を食いしばるようにして腕を伸ばし、エリルとターニアを見上げている。

（クローウェル君──！）

　風の精霊術だ。

　あとを追ってきたリトがまだ屋上にいて、ターニアの落らつ下かに気づき祝しゆく詩しを唱となえてくれたのだ。

　だが、転落は止めたものの、どう力を調整すればいいのか分からない。

　大きすぎる力を持つ上に経験の少ないリトが制せい御ぎよに苦く心しんしていると、背後から現れた男がそれを引ひき継ついだ。

（ロッシ先生!?）

　素早く駆け寄ったロッシはリトの肩を叩たたいて下がらせ、危なげなくゆっくりと、羽う毛もうが落ちるように穏やかにエリルとターニアを地に降ろす。

「ロッシ先生……！」

「よくやった、クローウェル」

　ロッシは安あん堵どしたようにリトを称たたえたが、その面おもては蒼そう白はくだった。

　助かったエリルも二人に礼を言うどころではない。屋上に意識のないターニアを寝かせ必死に声をかけた。

「ターニア！　ターニア、しっかりして！」

　いったい何がターニアの胸を貫つらぬいたのか、すでに顔にも細い手にも血の気がない。

　心臓は逸それたようだが胸の中央からは未いまだに血が流れ続け、その量の多さに青ざめたリトがとっさに身を翻ひるがえす。

「治ち癒ゆの連禱！　ユークッ！」

　効果を顕あらわせられるのは、祝詩に対応した水の祝福を持つ者だけだ。

　だが呼びに行くまでもなく、聞き取れないほど低い声がそれを止めた。

「無駄だ」

　駆け出そうとしたリトが立ち止まり、エリル、ロッシが一いつ斉せいに目を向ける。

　螺旋階段を下り、夢む遊ゆう病びよう者しやのような足取りでこちらへ向かってきたのは、憔しよう悴すいしきったユークだった。

　白いブラウスを真っ赤に染めたターニアを見下ろし、別人のように掠かすれた声で笑う。

「もう連禱したところで間に合わない」

「キアン君……？」

　顔が違う。

　一瞬で老人になってしまったかのように疲れ果て、その目は硝子ガラス玉だまのように虚うつろだった。

　誰が見ても助からないと分かるターニアを見下ろし、抑よく揚ようのない声でつぶやく。

「……結局、俺が殺してしまった……。俺が……、俺がこの人の出しゆつ生せいを暴あばかなければこうはならなかったかもしれない。俺が、グリンダ先生を近づけさせなければ、ターニア先せん輩ぱいは死ななかったかもしれないのに──……」

「キアン君ッ」

　エリルが声を荒あららげた瞬間、ユークが勢いきおいよく横ざまに吹き飛んだ。

　うっかり状況を忘れるほど見事にすっ転ころがったユークに、エリルどころかロッシまでも目を剝むく。

「クローウェル君!?」

　無む防ぼう備びな脇わき腹ばらを容よう赦しやなく蹴けり飛ばし、リトは燃えるような目でユークを睨にらみつけた。

「何勝手にターニア先輩を殺してるんだ!?　まだ助かるだろ!?　お前がいれば助かるかもしれないのになんでやらないんだ!?」

　リトは怒りのあまり小こ刻きざみに震える全身を抑おさえ、大きく息を吐く。

「ユークが──、お前が自分で言ったんだろ！　俺はエリル先輩と連禱できるかもしれない、どうだ怖いかって！」

「リト、お前……」

　年下の友人の暴ぼう挙きよに少し自分を取り戻したのか、よろよろと身を起こしたユークに向けてリトは力強く紺こん碧ぺきの瞳ひとみを見開いた。

「怖くなんかない！　エリル先輩と連禱できるもんならやってみろ！　できなかったら思いっきり馬鹿にしてやるからな!!」

　ユークは頭を殴なぐられたかのように呆ぼう然ぜんとし、息を詰める。

　──こんな、瀕ひん死しの人間が助かるわけがない。

　そんな心の声が聞こえた気がして、エリルは焦あせりを抑え、優しく微笑ほほえんだ。

「キアン君」

　まだ途と惑まどうユークに、ターニアの手を握りしめたまま力強く促うながす。

「あきらめるのは、やってからにしましょう？」
















　いつの間にか、主塔から下りてきたグリンダと副学長も成り行きを見守っていた。

　ユークの言うとおり間に合わないかもしれない。無む駄だかもしれない。

　やってみて、ほらやっぱりと言うかもしれない。

（それでも────！）




　やってもいないうちからあきらめたくはない──────！




　屋上に座り込んだまま、エリルの視線を受けたユークは頼りなげにささやいた。

「………………流れ流れ流れて……、天てん上じようの泉が水を求める者に降ふり来きたるように……？」

　どんなに小さな声であっても、それは水の祝福を持つ精霊術士が詠よむ連禱序じよ詩しだ。

　うかがうように視線を向けたユークに、エリルはうなずき、歌うように唇くちびるを開いた。

「広やかに遍あまねく行ゆき渡り　燃え上がる災わざわいの炎ほのおを消し去り流れ」

　──ターニアの命が全て流れ出てしまう前に。

「大たい洋ようの乙女おとめとなりて　果てしなく世に満ちる…………」

「汝なんじは全ての生ある者の中にあり　死と沈黙を覆おおう浄きよき母」

「……生きとし、……生ける者よ…………」

　よろめきながら側へ来たユークは、ゆっくりとターニアのかたわらに膝ひざをついた。

　冷たく細い手を取り自身の額に押し当て、嚙かみ締しめた唇から絞しぼり出すような声を零こぼす。

「……かくあれかしと祈いのれ────！」

　結びに向け、二人は静かに声を重ねた。




「────　大たい海かいの主あるじ　生せい命めいは汝の中にあり　汝によって生まれる　────！」




　全ての生物の命を維い持じするもの。

　それは水であり、人体においては半分以上を占しめる要よう素そだ。

　水を操あやつる精霊術は傷を癒いやすことを本ほん領りようとし、能力が高い術じゆつ者しやほど優すぐれた効果を顕す。

　連禱三百十一番────。

　ユークが選んだ水の最上位連禱は、ありとあらゆる外がい傷しようを癒やす強力な治癒の術だった。




　その術が正しく発はつ動どうした証しよう拠こに、すでに命が尽つきようとしていたターニアの全身に光が満ちていく。

　まるで水のように勢いよく溢あふれだした黄金の光にグリンダが目を見開き、かつてないほど強力な精霊の波は動どうに副学長とロッシが大きく息を吞のんだ。

　ユークとエリルの連禱によって顕れた光の奔ほん流りゆうはターニアの全身を包み、失うしなわれた血液へと変わり奇き跡せきのように傷を塞ふさいでいく。

　唇に色が戻り、肌の血けつ色しよくがよくなり、呼吸が確かなものになり落ち着いていく。

　明確な術の威い力りよくに、エリルはどんどんと温かくなるターニアの手をきつく握りしめた。

　いくら最上位の治癒といっても、通常ならターニアほどの重じゆう傷しよう者しやには効果がない。

（でも、キアン君が〝そう〟であるなら──……！）

　ユークがエリルと連禱できる精霊術士であれば、必ず祝詩が持つ最大限の効果を引き出すことができる。それこそ死に近い傷を負おった者でも救うことができる。

　そう信じて詠えい唱しようしたエリルは、ユークが連禱できないと教えてくれたリトに深く感謝していた。

　事前に知らなければ間に合わなかった。

　あとで知ったところで、ターニアを救うことはできなくなっていた。

（きっと、泣きながら見ていることしかできなかった────!!）

　歓かん喜きのあまり大声で泣き叫びたい気持ちを堪こらえ、連禱を終えたエリルは震える指でターニアの滑なめらかな頰ほおを撫なでた。

　光の消えた白い頰は柔らかく血が通かよい、唇は微かな呼吸を繰り返している。

「よかった……！」

　ブラウスは血に染まったままだが、胸に開いた傷は綺き麗れいになくなっていた。
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　無事にターニアが一いち命めいを取とり留とめたことを確認し、エリルはようやくその手を離した。

「よかった！　さすがエリル先輩とユークだ！」

　喧けん嘩かしていたことも忘れ大喜びでユークの背を叩くリトに、一連の出来事を見ていたグリンダが能のう天てん気きな歓かん声せいを上げる。

「やっぱりエリルちゃんとユークは連禱できるのね!?　すごいじゃない！」

「信じられないわ……！　こんな深い傷まで癒やすなんて……！」

　同じ精霊術士からすればありえないことだ。副学長が呻うめき、大きく息をついたロッシはまだ放心状態のユークの肩を叩いた。

「キアンがいてよかった。安心しなさい、イムセントはもう大丈夫だ」

「……本当、に…………」

　胸を打うち貫ぬかれ、大量の血を噴ふき上げたとは思えない。

　穏やかな呼吸で眠るターニアを見下ろし、エリルを見つめ、またターニアに視線を戻し……。

　ようやく状況を吞み込んだユークは、信じられないとばかりに震えながらエリルに目を向けた。

「本当に、俺とエリル先輩は連禱ができるんですね……？」

　連禱できない人間ができる相手を見つけたときの驚きよう愕がくは経験済みだ。

　ユークの心情が理解できて、嬉しくなったエリルは大きくうなずく。

「ええ。キアン君も誰とも連禱できなかったんでしょう？」

「はい……。でも、だったらターニア先輩もですよ」

（────え？）

　問いかけようとした声が、途と切ぎれた。

　唇を開いたままユークを見つめれば真剣な顔で見つめ返される。

「ターニア先輩も、他者と連禱ができません」

　その言葉があまりに突とつ飛ぴで、考えの及ばなかったもので、エリルは何も答えることができずに硬こう直ちよくした。

（ターニアが、他の人と連禱できない……？）

　噓うそ、と言いたいのに唇が動かない。

　混乱のあまり何度も首を横に振り、エリルは騒さわぐ心を懸けん命めいに静めた。

（噓だわ……！）

　それはありえない。そんなことはないはずだ。

　なぜなら、エリルとターニアは連禱ができない。一いつ切さいの術が出ないのだから。

「噓よ……！　だ、だって私とターニアは……！」

「君は、連禱できない人と連禱できるの？」

　突然割って入った声に、エリルだけでなくその場にいた全員がハッと顔を上げた。

　振り返れば、広い屋上に赤い瞳をした青年がぽつんとたたずんでいる。

　無む造ぞう作さな黒い髪、透すき通るほど白い肌。風が吹けば折れてしまいそうなほど華きや奢しやな姿は、美しいがまるで死者のように生せい気きが無い。

「アスラ先輩……？」

　白い制服を纏まとう専攻科五年生、アスラジヤード・アドナムの出現にエリルは目を瞬またたく。

　なぜこんな精霊庁の屋上に彼がいるのか途惑うと、隣となりでグリンダが両手を打った。

「あっらー！　アドナム君じゃないの！　一か八かで呼んでみたけど本当に来てくれたのね!?　私の部屋で待っててくれればよかったのに！」

　場違いなほど明るいその声に、あまり感情の起き伏ふくがないアスラが珍しく目を眇すがめる。

　さすがのアスラも鬱うつ陶とうしいと思ったのか、無視してエリルに視線を戻した。

「連禱できない人間とできるんなら、僕ともできるってこと？」

「──!?」

　今度こそエリルは絶ぜつ句くした。

　言葉どころか思考すら停止したエリルに向け、アスラは軽く首を傾げ、何でもないことのように言う。




「僕も誰とも連禱できないよ？」




　地の祝福を持つアスラジヤード・アドナムが、他者と連禱できない────。

　リト、ユーク、ターニアに続き現れた、四人目の連禱できない精霊術士。

　明かされた真実に呼吸が止まり、強い衝撃に打たれたエリルはただただアスラの姿を見上げていた。
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「五つある？」




　途惑いながら問い返したエリルに、全身を淡あわい光に包んだ白はく髪はつの老ろう婦ふ人じんはゆっくりとうなずいた。

「そうですよ。属ぞく性せいは四つではありません」

　精霊祭の旗き手しゆとして入った聖山パンディアの頂いただき、〈蒼穹の神殿〉────。

　そこでエリルを待っていてくれたのは、古代パンディアの衣い装しようを纏った人物だった。

「地、水、火、風。この四つの他にもう一つ、空くうという属性があります」

「クウ？」

「空そら、天空のことですよ」

「そら……」

　具体的な力を想像することができず、エリルは音だけを繰り返した。

　姿が透すけている以外は人間らしい言げん動どうの婦人は、エリルの疑問を理解したのか優しく微笑む。

「空そらの属性は、他の属性と同じように精霊術士の誰もが持って生まれます。目に見える力としては結けつ界かいや封印ですよ。強弱はあれど結界が張れない精霊術士はいないでしょう？」

（空の属性が結界の力──……）

　それでは、異種の攻こう撃げきすら防ぐ結界を張れる自分は……？

　エリルはごくりと唾つばを吞み、勢いよく顔を上げた。

「あの！　私、四属性の力がものすごく弱くて、誰とも連禱すらできなくて……。私以外のみんなはパンディアに来ることで力が増したけど、私は何も変わらなかったんです。でも結界だけは誰にも負けないぐらい強くて、中位の連禱も基き礎その祝詩で防げてしまうぐらいで……！」

　パンディアへ来ても力が変わらないと嘆なげいていたが、もしかすると──。

「これって、まさか、私に与えられた祝福は〝空〟だったということなんでしょうか？」

　息を詰め真剣な目をしたエリルに、婦人はふっと口くち許もとを綻ほころばせた。

「そのとおり。精霊王様があなたに与えたのは、空そらの祝福ですよ」

「──！」

「パンディアに来ると能力が花開くのは、それぞれの持つ属性が聖山に眠る精霊王様に共きよう鳴めいするからです。眠っていた力が呼び起こされ、強い力はより強くなる」

　それが祝福となって自身の才能となる。

　エリルが強くなった力を実じつ感かんできなかったのも無理はない。

　四属性とは自然界に目に見えて存在するもので、意思に応こたえて動く火や水、風、土によって人は自分が精霊術士であると気づく。

　可か能のう性せいのある者は各地の連れん術じゆつ士し協会に届け出なければならず、そこで基礎の祝詩を唱となえて術が出れば間違いなく精霊術士だ。

　連術士協会の基礎試験で四属性全ての術が出せなかったエリルだが、一応自然の力の反応は見られた。そのためパンディアに入ることができたのだ。

（協会で地水火風の術を試しても、結界の祝詩を試すことはありえない……！　じゃあ私はちゃんと祝福を与えられ、力も強くなっていたということなの……!?）

　もともとの力は知りようがないが、今の自分の結界が強いことだけは確かだ。

「結界の力がそれほど強いということは、あなたは精霊王様に大きな力を与えられているのでしょう。あなたが現れたのなら私達の結界が破られたのも仕方がないこと」

「あ、あの……」

　謎なぞめいた婦人の言葉に、エリルは先ほどから大いに気になっていたことを口にした。

「あの、あなたは精霊王様……なのですよね？」

　完全にそのつもりで会話をしていたのだが、聞いているとまるで他に存在しているかのような口ぶりだ。

　まさかそんなはずはないだろうと尋ねたのだが、あっさりと答えられてしまった。

「違いますよ」

「ええええええっ!?」

　神殿中に響き渡るような叫さけびに、婦人はくすくすと上品に笑う。

「私はあなたと同じように精霊王様に空の祝福を与えられ、三百年前に寿じゆ命みよう尽きてこの神殿に葬ほうむられました。本物の精霊王様はこの下に──」

　しわ深い手で指し示された床には、大きな紫むらさきの六ろく芒ぼう星せいが描かれている。

「多くの魔ま物ものを閉じ込め、自みずからが封ふう印いんとなって眠っていらっしゃいます。この聖山は精霊王様が大地を動かした折にできたもの。ここは聖山の頂ではなく、実は地ち表ひようの中心部なのですよ」

「噓!?」

　礼れい儀ぎも作法も忘れ大口を開いたまま絶ぜつ句くしてしまった。

（大地を動かす……!?　封印したまま眠りにつくって……！）

　エリルはこれまで、精霊王を人間だと思っていた。

　パンディアの王だと教えられてきたし、彼らは歴史上に実在していたからだ。

　だが婦人の話によればそれは精霊王ではなく、精霊王によって力を与えられただけの者。

「本物の精霊王様はもうこの大地におられませんし、死して入にゆう山ざんした私が現げん世せでの精霊王となるのでしょう。そして、もしこのまま人間が滅ほろびることなく歴史が続けば、次はあなたがそう呼ばれることになります」

（え!?）

　驚いて顔を上げたエリルに、婦人は静かに表情を改めた。

「空の祝福を与えられる人間は、いつの時代にも現れるわけではありません。それは歴史を大きく捻ねじ曲まげるような、人々が滅びるしかないような災さい厄やくが現れたときに限られます」

「災厄……？」

　思いもよらないことを言われ、エリルは呆然とした。

「さ、災厄って……。人々が滅びるしかないって、それはいったいどういう……!?」

　今の平和な大陸にそんな危き機きが迫っているとは思えない。

　それは未来に起こることなのか、すでにどこかで始まっていることなのか。

　混乱のままに詰め寄ったが、婦人はゆっくりと首を横に振った。

「私があなたの時代について話せることは何もありません。話は長ちよう老ろう達となさい。もし災厄の時代に長老の役に就ついたなら、彼らは空の祝福を持つ者を過あやまたず探し出さなければなりません。そして、災厄の正体を見み極きわめ、対たい策さくを講こうじなければいけない」

　ただの国こく務む大だい臣じんではない。彼らはパンディアの存在意義と秘密を守り、人々を災厄から守るための伝でん承しよう者しやだ。

　まさか長老達がそんな役目を担になっているとは知らず、エリルは衝撃に立ちすくむ。

「入山した私には世界に何が起こっているか知る術すべがなく、時代に干かん渉しようしてもいけない。少しだけ知っていることもありますが、長老達には長老達の考えがありますからね。私が勝手に教えるわけにはいきません」

　婦人の言うことはもっともだが、当事者であるエリルは緊きん張ちように息を吞んだ。

「あの、では、その空の祝福を与えられた者は何をすればいいのですか？　選び出されてそのあとは……」

　もしやその災厄と戦ったり、食い止めたりしなければならないのだろうか。

　決死の覚悟で問いかけたエリルに、婦人は淡く微笑み、そして緩ゆるやかに首を振った。

「なにも」

　あまりに単純な答えに、逆に反応し損そこねてしまった。

　何をどう返せばいいのか分からずうろたえたエリルに、婦人は苦笑する。

「ごめんなさい、どう言えばいいのかしら。災厄というものはそもそも人間が起こすものなの。定められた滅びの時ではないのに、人の行いによって歴史が閉ざされようとしている。そのときに、精霊王様は災厄に打ち勝てる人間を誕たん生じようさせてくださるのよ」

　もしも自然に起こる滅めつ亡ぼうなら、精霊王はきっと世界をそのままにしておくはずだ。

　自分達の起こした災厄を食い止めたいなら、自分達でどうにかしなければいけない。精霊王はそのための最後の機会を与えてくれているのだ。

「けれど、時代に相応ふさわしい者を誕生させるだけ。その人間が何をするのか、そこまでは誰も知らないわ。選ばれて生まれた者が戦うならそれもあり、逃げるならそれも仕方のないこと。行動の全てを操あやつられているわけではなく、人間には自由意志というものが残されていますから」

　長老は人々を守るという明めい確かくな使命を自分達に課かしているが、実際に精霊王に選ばれた者はそうではない。長老達は世界を救えと命じるだろうが、行動するかどうかは選ばれた者次第だ。

（それが、空の祝福を与えられた精霊術士──……）

　災厄の時代に生まれ、歴史を繫つなぐか否いなかの判断を委ゆだねられた人間。

　話が大きすぎて実じつ感かんが湧わかないが、過去にその大たい任にんを託たくされた婦人を見つめエリルはおもむろに口を開いた。

「では、あなたは戦ったのですね」

　今も時代が続いているということは、そういうことだ。

　前任者に対する敬けい意いを込めたエリルの声に、婦人は慎つつましく微笑み、軽く否定した。

「私は災厄と戦おうなんて大それたことは思いませんでしたよ。ただ、自分にできることをできる限りしただけ。それが、結果的にあなた方の時代に繫がったのです」

　────ただ、自分にできることを、できる限り。

　神しん妙みような顔で黙ったエリルに、婦人は笑みを消し、厳おごそかに口を開いた。

「それに、精霊王様が誕生させるのはあなた一人ではありません」

　え？　とエリルが空色の目を瞬いた瞬間、婦人が言葉を紡つむぐ。

「空の祝福を持つあなたが生まれたということは、この時代に四人、あなたと特別な連禱のできる人間がいます」

「──！」

　エリルは大きく息を吞んだ。

（私と、特別な連禱のできる人間────……？）

　真っ先に脳のう裏りに浮かんだのは、一人の少年の姿だった。

「あなたと同じように精霊王様に選ばれ、時代に見合う力を与えられて生まれる者達です。あなた方五人は必ず同じ時代に生まれ、どこにいて、どんな苦く難なんに遭あっても必ず巡めぐり逢あう。精霊王様が〝守護者エフイラー〟と名付けられた存在です」

「エフィラー……？」

「ええ。守護者、または侍じ者しやという意味ですね。空の祝福を持つあなたがいるように、火に一人、水に一人、風に一人、地に一人──。同じ祝詩を唱となえても、あなたとその四人が連禱すれば歴れき然ぜんとした違いが出てくる」

「あの！」

　音が聞こえそうなほど鼓こ動どうが高まり、エリルは性せい急きゆうに婦人の言葉を遮さえぎっていた。

「あの、私は誰とも連禱ができないんですがクローウェル君……っ、いえ、火の祝福を持つ男の子も連禱ができないんです。でも、でも私とならとてつもない力が出せて──！」

　あまりに心臓が激しく脈みやく打うち、息苦しいほどだ。

　最後まで言うことができず、エリルは目まぐるしく動く脳内を必死に整理する。

　エリルと特別な連禱ができる人物が、四人。地水火風それぞれにいて、必ず同じ時代に生まれ、巡り逢う────。

（待って！　待って、じゃあクローウェル君は火の……!?）

　エリルと連禱できるということは、そういうことなのではないのだろうか。

　言葉が継つげなくなったエリルに、婦人もうなずいた。

「ではその男の子が火の守護者なのでしょう。私も当代の守護者が連禱できないということは知っています。個々の力が異常なほど強いということも。今まで連禱できない精霊術士など現れたことはありませんが、守護者に与えられる力は時代によって違います。あなた達のような精霊術士が生まれたということは、きっと今の時代に必要な力なのでしょう」

　他者と連禱はできない。

　だが、単独で戦うことができ、連禱できさえすれば凄すさまじい力が出せる。

「今の時代の守護者はそれぞれ、精霊術士としての能力が突とつ出しゆつしすぎている。そして空の祝福を与えられたあなたは四属性の力がほとんど出せない。それほど──、他の属性の力を犠ぎ牲せいにするほど、あなたは〝鏡かがみ〟としての能力に特とつ化かしているのかもしれません」

「……鏡？　ですか？」

　耳慣れない言葉に途惑うと、婦人は大きくうなずいた。

「あなたも連禱が均きん衡こうを大切にすることはご存じでしょう？」

「はい」

　連禱は術者の力が釣つり合っていればいるほど効果が高くなる。

「不均衡であれば弱い方に引きずられるということは知ってます。完璧に釣り合えばすごい力が出せるということも」

「そう。あなたや私の力はまさにそれです」

　婦人は自身の胸に手を当て、しっかりとエリルを見つめ返した。

「特別な力を持つ守護者達の術を全く同じように跳ね返し、祝詩本来の力を最大限にする。完全に完かん璧ぺきな均衡を作り出す。長老達が〝鏡〟と呼ぶのが、空の祝福を持つ私達の本当の力です」

「──────！」

　エリルは言葉に打たれたように目を見開き、立ち尽くした。

　──特別な力を持つ相手の術をそのまま跳はね返し、祝詩本来の力を最大限にする。

（だから……──！）

　なぜ火の祝福を持つわけでもないエリルが、リトとあれほど強い連禱を行えるのか。天と地ほど能力に差がある二人の力が釣り合うのか。

　精霊王の結界を粉こな々ごなに砕くだいた最上位連禱は、火の守護者であるリトの力を鏡であるエリルが受け止め跳ね返した結果なのだ。

（！　でも待って。じゃあ私はクローウェル君の力を受け止めきれてないってこと？）

　エリルはリトと連禱すると倒れてしまう。

　リトの力が強すぎるせいではないかと言われ納得していたが、同じ役目を与えられた人間として力不足ではないか。

　動揺し、焦りのままにエリルは一歩踏み出す。

「あの、実は私、連禱すると気を失うしなってしまって……！」

「大丈夫ですよ。あなたはもうこの神殿に来たのですから」

　婦人は安心させるようににっこりと笑った。

「空の属性は地水火風のように自然界の精霊が持つものではありません。それは精霊王様だけが持つ御み力ちから。精霊王様のお側に行くことで初めて伸びる能力です。この蒼穹の神殿はパンディアの中でも一番精霊王様に近い場所──。ここは空の能力を伸ばすため、そして、長老達が祝福を持つ者を見つけ出せるよう、精霊王様が残して下さった場所なのですよ」

　ここへ入り、飛ひ躍やく的てきに結界の力を伸ばした者がすなわち空の祝福を持つ者だ。

　それが時代と共に精霊王の墓ぼ所しよとなり、次に現れる能力者を待つ場所となったという。

「だから安心なさい。ここへ来たからには、あなたの力も最大限に伸びていますよ」

　ありがたいお言葉に、エリルは頰を引きつらせ硬こう直ちよくしてしまった。

（今以上に……!?）

　これでも十分すぎるほど結界の力は与えられていたつもりだが、まだ上があるらしい。もう自分一人で異種の攻撃を防ぎきれるのではと思うほどだ。

（で、でも、そうしないとクローウェル君の力に釣り合わないってことなのよね？）

　自分の結界を基準に考えて、初めてリトの能力の凄まじさが身に染みた気がする。

　エリルの心情を読み取ったのか、婦人は称しよう賛さんと不安の交じったため息をついた。

「私の時代はあまり精霊術を必要としなかったけど、あなたには限げん界かい値ちの力が必要なのね。当時の私にあなたほどの力があれば、きっとここに来る必要もなかったもの……。今の時代の守護者達は強すぎて、あなたでもここに来ないと受け止めきれないんだわ」

　それほど、精霊術士としての強さが求められる時代なのだ。

　じわりと体温が下がるような感覚に襲われ、エリルは固めた拳こぶしを静かに胸に当てた。

（私達の生きる大陸に、その強さが必要なほどの災厄が起ころうとしている────）

　すでに始まっているのか、これから起こるのかは分からないが。

　表情を引き締めたエリルを、婦人は頼もしそうな目で見つめた。

「ちゃんと、戦うことを考えているのね」

「！　いえ、そういうわけではないんです！　ただ……」

　実感がないだけだ。

　いざその場面に出くわせば逃げるかもしれないし、土ど壇たん場ばで動けなくなるかもしれない。苦しさや辛つらさを起こる前から感じるのは不可能だ。

　エリルは真っ直ぐに婦人と視線を合わせた。

「ただ、さっきあなたが仰おつしやったように、できることをするだけだと思ったんです。私もきっと同じになる」

　大変なことが起これば、ただ生きるために、ただ誰かを助けるために動くだけになる。

　がむしゃらに駆け回り、災厄を災厄と認にん識しきすることもないまま走り抜けるかもしれない。

　八年前の大豪雨の夜。死しに物もの狂ぐるいで木にしがみつき生いき延のびたエリルは、あとになって災害の大きさを知った。

「事の大きさって、終わってみて、振り返ったときに初めて分かることだと思うんです」

　後こう世せいの人間はエリル達の時代を見て、「何という災厄の時代だ！」と驚きよう嘆たんするかもしれない。エリルだって三百年前を思い、こんな大戦の時代に生まれなくてよかったと安あん堵どすることがある。

　それでも、その時代の人々はただ懸けん命めいに生きていただけなのだ。

「もしこれから大きな災厄が訪れるというなら、私にできることが私のするべきことなんだと思っています。だから私も普通に生きます。目の前にあることをひたすらにこなして、そのときは辛くて何だか分からなくて、もう死ぬって思っても、全てが終わって振り返ったときに言うかもしれない」

　いいや、きっと言うだろう。




「私達はすごい時代を生きた。私達はこんなに大きな災厄を乗り越えたんだ、って──！」




　それは、現在から未来に進んで初めて分かることだ。

　だから自分のするべきことは何も変わらない────。

　そう続けようとしたエリルは、大きく目を見開きこちらを見つめ続ける老婦人に気づき慌てて頭を下げた。

「すみません、偉そうなことを言って！　あの、とにかく頑がん張ばります。乗り越えられるかどうかなんて分からないけど、私にできる限りは……！」

「──いいえ」

　緩やかに首を振り、婦人は圧あつ倒とうされたように大きな息を吐く。

　色素の薄い瞳には涙が滲にじんでおり、その唇から深い慈いつくしみの声が零れた。

「本当に、精霊王様は時代に相応しい者をお選びになること……！」

　そして、実体のない腕で優しくエリルを抱きしめる。

「もう私があなたに会うことはないでしょう。話すべきことは全てお話ししましたから」

「クローウェル君に……いえ、他の守護者に会わなくても大丈夫なんですか？」

「ええ。私が会わないといけないのはあなただけ。他の守護者が望めばお話はしますけど、私に会うことを拒こばむ子もここへ来るわ。それでも、その子が守護者であれば必ずあなたと巡り逢う。力の繫がりを感じるときがくる。私に会わなくても、この神殿へ来なくとも」

　そこまでは、定さだめられた運命だからだ。

　仲間と巡り逢い、その先はどうなるのか。

　災厄と戦うか、逃げるか、誰を助けるか、見捨てるか。それは各おの々おのが選ぶ道による。

「どうか気をつけて。あなたの進む道が幸せでありますように」

　温かいものに触れられているという感覚を残し、婦人の姿が陽炎かげろうのように揺らいだ。

　本当に消えてしまうのだと知り、エリルは婦人の胸の中で懸命に顔を上げた。

「最後に一つだけ教えてください。精霊王様は神様なのですか？」

　大地を動かし、封印として眠りにつき、使命を与えた者を誕生させて歴史の歪ゆがみを正していく──。

　真剣なエリルの問いに、薄うすく残った姿で婦人が微笑む。

「ええ。精霊王様は太たい古この神々の中のお一人。〈時ときと運うん命めいの神〉と呼ばれていらっしゃいます」

「時と、運命の……」

　────時の神の導みちびくままに。全ては運命のもとに────。

　無意識に白い国こつ旗きが掲かかげられた最上段、水すい晶しようの石せき碑ひに刻きざまれた祝詩を思い出しエリルはつぶやいた。

「そう、あれはあなた方五人のための祝詩」

　ゆっくりと婦人の声が遠ざかっていく。

　選ばれた者が揃そろわない限り効果を引き出すことができない、最後の最上位連禱。

「現うつし世よでの精霊王──。〝空そらの守護者エフイラー〟が主しゆ導どうを務つとめなければいけない結界です」

　無人となった神殿にただ、穏やかな響きだけが残った。
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　ユークリッド・キアンが水の最上位連れん禱とうでターニア・イムセントを救ったその二日後。

　すぐに結界を修しゆう復ふくできるよう、蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやが揃そろうのを待ってアスラジヤード・アドナムとエリル・レヴィスの連禱検けん証しようが行われた。

　詠えい唱しようされた祝詩はリトが相手だったときと同じ、基き礎その連禱だ。

　アスラとエリルは十五番の地の連禱を行い、結果、蒼穹の守護者の結界を破は壊かいした。
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　訓練場でのアスラとの検証を終え、エリルは混乱を抱かかえたまま学長室を出た。

（アスラ先せん輩ぱいが地の守護者エフイラー……？　本当にそうなの？）

　蒼穹の神殿に入ったことで、エリルは空そらの守護者として持っていた潜せん在ざい能のう力りよくを全て引き出すことができた。

　そのおかげで昏こん倒とうすることなく連禱できるようになったが、一種の目安を失うしなったともいえる。

　エリルは自身の掌てのひらを見下ろし、無言のままごくりと息を吞のんだ。

（──何も感じなかった……！）

　リトと連禱したときのように突き抜けるほどの強さを感じたわけでもなく、ユークと連禱したときのように深い愛情や慈いつくしみを感じたわけでもない。

　基礎の連禱だったからなのか。最上位連禱を行えばまた違うのか。

（分からないけど、でも力だけならアスラ先輩は条件を満たしている。こんなに能力の高い精霊術士は他にいないわ）

　なんの感覚も得られなかったが、連禱できたことだけは確かだ。アスラの単たん独どくの力で蒼穹の守護者の結界を破ることはありえない。

「ねえ」

　唐とう突とつに声が聞こえ、エリルは勢いきおいよく振り返った。

　ある程度予よ測そくはしていたが、やはり足音や気配がないとドキリとしてしまう。背はい後ごに立っていたのは、先ほど連禱を終えたばかりの上級生アスラジヤード・アドナムだった。

　アスラは少女のように白い首を傾かしげ、不思議そうな顔をする。

「君と連禱できることになんの意味があるの？」

　直接的な質問に、エリルは静かに口を閉ざした。

　誰にも言ってはいけない。

　どれほど信頼する家族、親友、教師、愛する人が相手であっても。

　────たとえ、同じ〝守護者〟であっても。

　それが秘密の伝でん承しよう者しやであるパンディア長ちよう老ろうとの誓約だった。

　自分が何も知らされていなければこう答えるだろう、と考えエリルは首を振った。

「詳しくは分かりませんが、飛び抜けて強い力が出せるようです。クローウェル君が連禱できないことを打ち明けてくれて、私も初めて知ったことなので」

「ふーん……？」

　真しん紅くの瞳ひとみがゆっくりとエリルに向けられる。

　この目は苦手だ。初めて図書室で会ったときから怖かった。妙みように緊きん張ちようを強しいられ、周囲の景色が消えてアスラ以外見えなくなってしまう。

　だが、今は目を逸そらすわけにいかない。

　逸らせば、エリルの持つ秘密に勘かんづかれてしまうかもしれないという気がした。

　長老達が隠している以上、エリルが悟さとられてしまってはならない。

　なるべく平へい静せいを装よそおって見つめ合っていたが、珍しくアスラがすぐに視線を逸らした。安あん堵どに胸を撫なで下ろす間もなく、背後から明るい声が聞こえる。

「エリル先輩！　アスラ先輩との連禱はどう……っと、アスラ先輩!?」

「連禱できたよ。君うるさい」

　挨あい拶さつしようとしたリトに一言で返し、アスラはさっさと背を向ける。どうやらリトが来たのを見て目を逸らしたらしい。

　がーんという顔でアスラを見送るリトだが、救われたエリルは一気に全身の力を抜いて緊張をといた。

（よかった……、クローウェル君が来てくれて）

　リトの元気のよさが物静かなアスラには響くのだろう。

　そう思うと少しおかしくなり、エリルは笑顔でリトを見上げた。

「ありがとう。アスラ先輩とはちゃんと連禱できたわよ」

　諸もろ々もろの不安はリトに言うべきではない。指示があれば学園長に呼ばれるはずだと考え明るく言ったつもりなのだが、リトは微び妙みような表情でエリルをじっと見つめている。

「えっと、クルーウェル君……？」

「エリル先輩」

　真剣な声で呼ばれ、ん？　と目を瞬またたけばリトはなぜか両腕を広げ構かまえた。

　何事かと見ると、エリルを囲むようにずいっと押し迫ってくる。

「どうぞ！　ぎゅっとします」

「クローウェル君っ！」

　学舎内、学長室の近くである。思わずリトのほっぺたをぎゅっとつねってしまったが、全く痛がられずに背中に腕を回されてしまった。

「待って、ちょっと……！」

「心配になったんです」

　制せい止しのため慌あわてて顔を上げたが、前髪が触ふれ合い心臓が跳はねる。

　間近にある紺こん碧ぺきの瞳がエリルを見下ろし、真しん摯しな声が労いたわるようにささやいた。

「エリル先輩が、すごく不安そうな顔してたから」

「……！」

　笑顔で答えたはずなのに、どうしてそんなふうに思われてしまったのか。

　リトの鋭するどさにうろたえ、動どう揺ようしているうちに軽々と胸に抱き寄せられてしまった。

　抱きすくめられ、温かさと頼もしさにほっと息をついてしまったがすぐさま我に返る。

（こ、こら、なに安心してるの!?　教員室はすぐそこだし学長室にまだ学園長がいるんだから早く離れないと！）

　本音を言えばこのまま甘あまえてしまいたかったが、いかんせん場所がよくない。

　必死に腕を突っぱね、エリルはなんとかかんとか身体からだを離そうともがいた。

「駄目よ！　クローウェル君、駄目……！」

「エリル先ぱ………ッて痛った────────っっ!?」

　突然リトががばっと両腕を開き、後こう頭とう部ぶを押さえる。

　涙目で振り返ったリトの身体越し、向こう側を覗のぞいたエリルはあっと声を上げた。

「ハイヤーン先生!?」

　なんと廊下に立っていたのは謹きん慎しん処しよ分ぶん中ちゆうのはずの語学教師、グレイ・ハイヤーンだ。

　数日ぶりの嬉うれしい再会にエリルは顔を輝かがやかせたが、ハイヤーンは拳げん骨こつを握ったまま引きつった笑顔でリトに肉にく薄はくする。

『僕言ったよね、拳こぶし避よけられるぐらいになれって？　全然避けられてないけど何してんの？　え、怒おこるよ？』

「す、すみません！　でも先生、せめて前から来てください！」

『情けない！　どっからでもかかってこいぐらい言えないの？　あ、これ生徒に対する暴ぼう力りよくじゃないから。君のことはガンガン鍛きたえていいって学園長に言われてるからね？』

「鍛えるのはロッシ先生にお願いしてます！　ハイヤーン先生も相手とか聞いてなっ」

『感謝しなよ、この僕が直じき々じきに鍛えてあげるんだから。アランは君に甘いしね』

「あれで甘いんですか!?」

　噓うそだっ、と絶ぜつ望ぼう的てきな表情をしたリトはどうやらロッシと個人的に腕を磨みがいているらしい。

　素晴らしいと感心していると、ようやくハイヤーンがこちらに目を向けてくれた。

「ハイヤーン先生……！」

　エリルのせいで謹慎を食らったハイヤーンだ。

　とっさに精せい霊れい祭さいのことを謝ろうとしたが、優しい微笑ほほえみで遮さえぎられてしまった。

『謝るのは無しだよ？　僕にとって謹慎なんてただの休きゆう暇かなんだから』

「先生、それはちょっと。始末書とかちゃんと書いてますか？」

『ははは、僕が書いてないと思ってるんだろう？　大丈夫、ちゃんと最終日の夜に書くよ』

「確実に寝ますので今日中に書くようにしてください」

『心配性だね、レヴィスさんは！』

　心配ではなく行動を読んでいるだけである。

　絶対に書く気がないなと思ったが、手伝うわけにもいかないので放置することにした。

「今日はどうしたんですか？　学園長に何か……」

『うん、イムセントさんが目覚めたからね。お知らせに』

「本当ですか!?」

　廊下に響き渡るような声で叫さけんでしまい、慌てて口を押さえる。だが喜びに声が弾はずみ、エリルは涙ぐみながらハイヤーンに駆かけ寄った。

「身体は……！　意識もちゃんと戻ってますか？」

『大丈夫大丈夫。本当は昨日の夜に一度目覚めて、すぐ眠っちゃったんだ。だから今日あたりちゃんと起きるだろうと思ってた』

「よかったですね、エリル先輩！」

　リトが両の拳を握り、心を占しめていた心配事の解決にエリルは目め許もとの涙を拭ぬぐった。

（よかった、ターニア……！）

　ユークとの連禱を信じていたが、あれから二日も経たっている。ほぼ死人のようなターニアを見ていたため、目覚めてくれるまで気が気ではなかった。

　このまま精霊庁に駆け込みたかったが、同時に、エリルは自分が行くべきではないこともよく分かっていた。

　会いにいけば、ターニアはきっと怯おびえてしまう。

　今はまだ、言葉を尽くしても気持ちを理解してもらうことは難むずかしいだろうと思えた。

（もう少し時間を置いて、ターニアが落ち着いてからの方がいい）

　自分達はちゃんと何もかもを話し合わなければならないのだ。

　気を取り直し、エリルは明るく顔を上げた。

「安心しました。学園長も喜ぶと思います」

『そうそう。それじゃあ僕は行くよ。またね、レヴィスさん』

　爽さわやかに微笑み、ハイヤーンはがしっと力強くリトの腕を摑んだ。

『二人っきりにすると危ないからクローウェル君は僕と学長室に行こうか』

「わ────ッ、ま、待ってください！　俺行くところがあって！」

『うんうん、学園長に不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうについてお説せつ教きようしてもらおうね』

「不純じゃありませんっ、純です!!」

　リトの魂たましいのこもった主しゆ張ちように生なま意い気きだと文もん句くを言いながら、ハイヤーンは学長室に向かっていく。

　ずるずると引きずられていくリトを見送り、エリルは苦笑しながら手を振った。
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　もうすぐ下校の鐘かねが鳴ろうかという放課後の中央棟一階。

　人ひと気けのない掲けい示じ板ばん前で立ち止まり、アスラは何げなく問いかけた。

「ターニア・イムセントは？」

　開いたままの扉とびらからは、夕暮れの光が射さしている。

　先にここへ来て掲示板を眺ながめていた人物は、隣となりに並んだアスラに顔を向けることなく小さく答えた。

「……生き残りました」

「殺せなかったんだ。へたくそだね、心臓の位置も分からなかったの？」

　隣で短く息を詰つめる気配がする。

　必死に怒いかりを静めていることが手に取るように分かり、アスラは肩をすくめた。

　怒りだけではなく、屈くつ辱じよくもあるだろう。特別な家に生まれたというのに、アドナ王国では人と認められない第三王子〝彼の父親の子アスラジヤード〟のお守もりをさせられ、さらにアスラから見下され自じ尊そん心しんが激はげしく傷きずついているのだ。

　これまでアスラはアドナ王国の命令を全て無む視しし、独どく断だんで動いてきた。

　ルべウス・コールを六ろく翼よくの異い種しゆに還かん元げんさせたのも、怪かい魚ぎよを呼んだのも、亜あ人じんの異種を精霊祭に放り込んだのも国からは止められていたことだ。

　命令を聞かない、勝手なことばかりする。

　世話人として内心耐たえられないほど激げき怒どしているのに、言葉にしないのはアスラが怖いからだ。

　誰も逆らえない、絶対的な力を国がアスラに与えてしまったから。

　世話人はようやく怒りを抑おさえ込んだようだが、黙っていられないのか反はん論ろんしてくる。

「お言葉ですが、私は風の術で心臓付近を貫かん通つうさせたのです。放っておけば彼女は死んでいました。あの場にはエリル・レヴィスとユークリッド・キアンがいて、彼らが連禱したために一いち命めいを取り留めてしまったのです。あの二人さえいなければターニア・イムセントは死に、あとから心臓に核を埋めることができたはずです」

「ふーん……？　まあなんでもいいけど」

　能力の高い術者なら物体を飛ばすだけでなく、風自体に質量を持たせ人体を貫つらぬくことも可能だ。自分は確実にすべきことをしたと訴うつたえられ、面めん倒どうになったアスラは話を切った。

「でも惜おしかったね。せっかくターニア・イムセントを異種にできるかと思ったのに」

　失しつ血けつ死しさせられるような傷を治なおすとはただ事ではない。最上位の治ち癒ゆといっても通常の連禱では絶対にありえないことだ。

「エリル・レヴィスとユークリッド・キアンの連禱も他者とは違うのかな」

　彼らの連禱も異種の核かくを消しよう滅めつさせてしまうのだろうか──。

「アスラ様。強い異種を創つくることも大切ですが、先にエリル・レヴィスを殺すべきではありませんか？　彼女とルーシー・グリンダだけは確実に殺しておいた方がいい」

「なんで？　うるさいから？」

　見るからに鬱うつ陶とうしそうだった女学者を思い出せば、世話人はそれもありますがと言わんばかりの顔をした。

「彼女の探究心は危険です。異種の核を集め実験しているようですし、もうすぐ創り出してしまうかもしれません。異種に対抗する技術も編あみ出され、今はまだ実用化されていませんが今後発はつ展てんする可能性があります」

「ふーん？」

　そんな技術が本当に存在するのだろうか。

　もしあるのなら夢のようだ。アドナで異種の創造が始まり二十年ほど。アドナ民族にとって不ふ信しんの徒とである山さん岳がく部ぶ族ぞくを犠ぎ牲せいに実験を繰り返してきたが、グリンダ研究所はそれより早い速度で追いつこうとしている。

「エリル・レヴィスとルーシー・グリンダは私が殺します。リト・クローウェルとユークリッド・キアンさえ側にいなければ、今のところ彼女は無力ですから」

　これ以上時間を置いてエリルに強力になられては危険だ。ルーシー・グリンダもアントワルドに帰ってからでは手が出しにくい。

　力のこもった声に、アスラは堪こらえきれずに笑った。

「どうしたの、張り切って。失敗ばっかりで怖くなった？」

　ターニアの件を除のぞけば、正確には失敗しているのはアスラだ。だがアドナ王国でアスラを叱しつ責せきできる者などいはしない。世話役一人の処しよ分ぶんで済まされるだろう。

「まあ、アントワルドの学者さんがパンディアで死ぬのも面おも白しろいかも。いいよ、やりなよ。その代わり、二人は絶対に殺せ」

　世話役は忌いま々いましげに顔を歪ゆがませたが、偉そうな命令に逆らいはしなかった。

　存在しない存在として産み落とされながら、完全に立場が逆転したアスラはこれ以上ないほどの笑顔で宣せん告こくを下す。

「失敗したら、今度は〝戻す〟からね」

　蒼そう白はくになって震えた世話人に、心から痛つう快かいだと感じた。
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　ちょうど精霊庁で会ったハイヤーンに許可をもらい部屋に入れば、寝しん具ぐに埋うもれるように眠るターニアが見えた。

　息を潜ひそめて側に寄れば、目ま蓋ぶたが震えながら開き、黒い瞳がユークに焦しよう点てんを合わせる。

「ターニア先輩……っ！」

　気が逸はやるあまり覆おおいかぶさってしまい、ユークは慌あわてて身体を離した。

　気持ちを落ち着け手近な椅い子すに腰を下ろし、ぼんやりと虚うつろなターニアに声をかける。

「よかった、気分は」

「あたし、どうしてまだ生きてるの……？」

　吐と息いきのように小さな声だったが、遮さえぎられたユークは口をつぐんだ。

　ハイヤーンは学園長に知らせにいくと言っていたし、まだ詳くわしい話は何もしていないのかもしれない。

「……胸から血が出たはずなのに…………」

　制服はすでに着替えさせられ、着ているのは薄うすい夜よ着ぎだ。

　直前の記き憶おくは確かなようで、ユークは考えた末ありのままのことを話した。

「あなたは確かに胸から血を流し、主しゆ塔とうの天てつ辺ぺんから転てん落らくしました。それをエリル先輩が追いかけ、落らつ下か途と中ちゆうのあなた達をリトとロッシ先生が精霊術で止めたんです」

　一番最後に追いかけてきたリトは、主塔の上に立つターニアを見て無意識に「落ちる」と感じたらしい。すでに副学長までも塔の上に上のぼっていたため、一人屋上に留とどまりターニアを注ちゆう視ししていたのだ。

　今となってはリトの直ちよつ感かんに感謝するしかない。

　落下を見てから祝詩を選んでも間に合わなかっただろう。リトは最悪の事じ態たいを想定し、あらかじめ唱となえるべき祝詩を用意していたのだ。

　だからこそ、自分は間に合った。

「傷を治なおしたのはエリル先輩です。塔から落ちたあなたを追って飛び降り、俺と水の最上位連禱を行った」

　大事なのは、塔から落ちたのがターニア一人ではなかったことだ。

　ただ天てん井じようを見つめ続けるターニアに、ユークは心の全てを込めて言った。

「ターニア先輩を助けたのは、エリル先輩なんです」

　それがどういう意味なのか、ターニアに分からないはずがないだろう。

　あの塔の上でグリンダが叫さけんだ言葉をエリルも聞いたはずだ。

（それでもエリル先輩はターニア先輩を追った）

　グリンダの決定的な一言を聞いたとき、エリルに驚いた様子はなかった。やはり彼女はすでに真実に到とう達たつしていたのだ。自分の故こ郷きようを滅ぼしたものが、何であったのかという。

　目を閉じ、何かを堪えるように大きく息を吸い込んだターニアの側で、ユークはおもむろに口を開いた。

「……正直なところ、なんで俺がこの部屋に入れてもらえたのか全然分かりません」

　学園長はハイヤーンに、ユークを近づけるなと命めいじなかったのだろうか。

「許してもらおうとここへ来たわけじゃありません。ただ、ターニア先輩には本当に申し訳ないことをしました。あなたが生き残ってくれて、俺は」

「……あんたのせいじゃないわ」

　うなだれていたユークははっと顔を上げた。

　目を閉じたまま、ターニアは静かに問いかける。

「あんた、あたしのことどれだけ知ってたの？」

「──……ほとんど何も。分かったのは養よう女じよということだけで」

　正直に答えると、ターニアは小さく笑った。

「じゃああんた全然関係ないじゃない。どのみちあの女はあたしのところに来ていた。いつかはこうなるって、あたしも分かってたもの」

　キドナ豪ごう雨うには生き残りもいる。ずっと罪つみを隠かくしたままではいられない。

　いつかはエリルから離れなければならないと覚かく悟ごしていた。

「あんたも、精霊術目当ての奴やつらに捕つかまったの？」

　暗あんに自分もそうだったと言うターニアに、ユークは素直にうなずいた。

「……俺が、精霊術士として目覚めたのは七年前。十一歳のときでした」

　そのまま連術士協会に行き、パンディアに入学していれば未来は全然違ったものになっていただろう。

　ユークは自じ嘲ちようするように目を伏せた。

「ターニア先輩に言ったのは噓じゃないですよ。大体真実だ。アントワルドの首しゆ都との外はずれで生まれて、魔ま物ものが出ることもあった。襲おそわれかけてとっさに戦ったら、魔物を倒せてしまったんです。あっという間にジェーン・グリンダ研究所から使者が来ましたね」

　一日も経たっていなかったはずだ。半日ほどで当時まだ所長ではなかったルーシー・グリンダがやってきて、ユークの両親と話し合いが行われた。今にして思えば、あの早さは国を出し抜くためだったのだろう。

「貧びん乏ぼう学者一家でしたからね。ろくに食うものもないし父親は病気だったし、勉強ができる上に親に金が入ると聞いて大喜びで研究所に入りましたよ」

　希望に溢あふれた当時の自分を思い出せば笑いしか出てこない。父の病やまいは治なおり、母はお腹なか一いつ杯ぱい食べられるようになり、自分は勉強ができる。いいことずくめだと吞のん気きに喜んでいたのだ。

　研究所に入り、現実はすぐにやってきた。

「もー、本当にめちゃくちゃでしたね。すぐパンディアに入学させてもらえると思ったら、研究所の実験体になるばっかりで。血だの皮ひ膚ふだの髪だのなんだのってむしり取られて、これでもかっていうほど魔物と戦わされるわ、限げん界かい値ちの引き上げとか言って変な訓くん練れんさせられるわ、倒れても容よう赦しや無しだった」

　パンディアに行かずどこまで力を出すことができるのか。どの程度の魔物なら単たん独どくで倒せるのか。大切な実験体のため最終的に助けは入るが、ユークとしては命いのち懸がけだった。

「嫌いやなら逃げればよかったけど、残念ながら親が研究所に捕まってしまった。薬がないだろう、食う物もないだろうって甘い言葉で釣つって、結局父親も母親も監かん禁きんしたんだ。国に駆け込みたいが、親父の薬が研究所でしか作れないことも確かだった」

　それに、ジェーン・グリンダ研究所は国家に影響を及ぼす一いち大だい機き関かんだ。今後はますます力を増していくだろう。

「逃げたりしないから親を監禁するのはやめてくれって訴うつたえたけど、そんな軽い誓ちかいじゃ駄だ目めだったんだよな。向こうにとっちゃどんな命令にも従したがう人間でないといけない。甘いことすれば俺が裏うら切ぎるってちゃんと分かってたんだ」

　現に、ユークは常にグリンダの隙すきを窺うかがっていた。

　どうにかして両親を逃がせないか。薬の成分と調ちよう剤ざい法ほうを知ることはできないか。父親の病気を治す他の方法はないのか。別の権けん力りよく者しやと手を組むことはできないか。

　だがルーシー・グリンダはそんな簡単な女ではなかったし、容赦もなかった。育ての親として多た感かんな時期を共に過ごした勝利なのか、実の親以上にユークを理解していた。

「まあ、打だ倒とうグリンダの計画はことごとく潰つぶされ、その度たびに俺ばかりか親まで酷ひどい目めに遭あい、今に至いたるってわけだ」

　命令どおりリトの友人となり、パンディアに入り、日常的なことや調べろと言われたことを調べて研究所に知らせる。それだけで親が平へい穏おんに暮らせるなら安いものだ。

　あきらめたわけではないが、無駄と分かる抵抗はやめた。自分はもっと賢かしこくなり、もっと力をつけなければならない。グリンダを越えなければ自由になれないと痛つう感かんしたのだ。

　ひととおり話し、ユークは黙って話を聞くターニアの白い頰ほおを見つめた。

「……言い訳するわけじゃないが、あんたが養女であることがそんなに大変なことだと思わなかったんだ」

　グリンダに伝えても問題ないだろうと判断してしまった。

　研究所がキドナ豪雨について調べ、さらにターニアとの関連まで摑つかんでいるとは予想もしていなかったのだ。

「養女である理由を、俺が先に摑めばいいと軽く考えていた。あんたの側にいる俺の方が有ゆう利りだろうと思い上がってたんだ」

　なぜもっとターニアのことを深く調べなかったのだろう。養女だということも、もっともっと早くに気づくことができたのではないだろうか。

　異種の群れが来ても一人で飛び出していくほど、ターニアはエリルのことを守っていたのに────。

「俺は、無関係なんかじゃないんだ。今回のことは俺のせいだ。謝ってすむことじゃないが、本当に申し訳なかった。──ターニア先輩が生きていてくれてよかった。エリル先輩がいてくれたことに感謝してるよ」

　迷わずターニアを追ったエリルを思い返せば、降こう参さんするしかない。

　リトがいなければ死んでいたのだから、あれは誰がどう見ても馬ば鹿かな行為だ。愚ぐ行こうだ。

　それでも、エリルは結果的にターニアを救った。

　奇き跡せきのように助かり、この先も続くことになった生の中で、一緒に飛び降りたという事実がターニアの心を救うことになるのだ。

「だから、気持ちが落ち着いたらエリル先輩と話をしてみてくれ。エリル先輩も待ってるだろうからな」

　きっとターニアにとって悪い結果にはならないだろう。ユークはそう確かく信しんしていた。

　眠ってしまったかのように静かなターニアを見つめ、謝しや罪ざいを終えたユークはそっと立ち上がろうとした。

「村を、焼こうとしたのよ」

　ふいにターニアがささやき、ユークは思わず動きを止めた。

　ゆっくりと閉ざされていた目ま蓋ぶたが開き、ターニアは天井に目を向けたまま話しだす。

「あたし、いつから精霊術が使えたのかしら……。物心ついた頃には風が勝手にあたしについてきてくれて、自由に動かせた。祝詩は何も知らなかったけど、魔物を追い払うぐらいはできたわ」

　それはユークも、そしておそらくリトも同じだ。

　椅子に座り直し、ユークは無言でうなずいた。

「頑がん張ばれば倒すことだってできた。しんどかったけど、あたしが行かないとみんなが死ぬ。お父さんやお母さんに化け物みたいって怖がられてるのは知ってたけど、表面上は大事にしてくれた。だってあたしは強かったし、村のみんなはあたしを守るために一いつ生しよう懸けん命めいだったから」

　当然だ。頻ひん繁ぱんに魔物が現れ、だが助けも来ない場所で生まれたターニアは守り神のような存在だったに違いない。

「何年経ったのか分からないけど、たくさんの魔物を倒したとき、首都から人が訪ねてきたの。今まで魔物の被ひ害がいが多くて何度も協会に要よう請せいを出していたのに、急に黙ったからおかしいと思ったんでしょうね。首都から来たのは軍とたくさんの連術士に守られた貴き族ぞくだったわ」

　徐じよ々じよにターニアの口調がしっかりしていくのを感じ、ユークは相あい槌づちを打った。

「偉い偉い、魔物が多い地域だってしっかり分かってるんだな」

「そうよ。あいつらはとっても賢くて用心深いのよ」

「貴族の鑑かがみだな」

　村が滅ほろびたかもしれないから調査に行けと命めいじられたのだろう。

　もしくは、魔物を退しりぞける何らかの力を手に入れたと予想したのかもしれない。

「村の皆はあたしを隠そうとしたけど、中には金を摑まされて裏切った人もいた。すぐにあたしのことがばれて、貴族はあたしを買い取りたいって言いだしたのよ」

「そうなりゃ大おお手て柄がらだからな」

　ターニアほどの精霊術士を養女にし、国に差し出せばその貴族はとんでもない恩おん恵けいを受けることになる。

　リトを見れば分かるように、優すぐれた精霊術士は国の宝だ。ターニアにはその素そ質しつが十二分にある。

「村の皆は猛もう抗こう議ぎして貴族を追い出したわ。だってパンディアに精霊術士の隠いん匿とくを知られて制せい裁さいを受けたところで、もともと助けなんて来なかったもの。パンディアの誰かが調査に来てくれるならむしろありがたいこと──。子供だったあたしは知らないけど、村のみんなはそう考えて貴族の要求を蹴けったんじゃないかしら」

　動かない連術士協会を飛ばして、直接パンディアにキドナの実じつ態たいを訴えることができる。

　キドナ地方全体を救う契けい機きと村は考えたかもしれない。

「そうしたら、その夜よ。目が覚めたらあたしは軍の奴やつらに無理やり連れ出されて山を下っていた。びっくりして後ろを振り返ったら、村が真っ赤だったの」

「────！」

　静かに息を吞んだユークの前で、ターニアがわずかに唇くちびるを歪ゆがめた。

「あいつらはあたしを手に入れるため、村を焼いたのよ。パンディアに訴えたりしないように、あたしを取り返しにきたりしないように。火事に仕立てて証しよう拠こを隠いん滅めつした」

「おい、聞けば聞くほどクーファがすごいんだが」

　とっさに突っ込みを入れてしまったが、ターニアは夢から覚めたようにユークを見つめ、そしてふいに微笑んだ。

　なんとなく落ち着かない気持ちでユークは口ごもった。

「悪い、話切っちまって。あんまりにもあんまりだったから……」

「いいのよ。仕方がないもの」

　言葉を濁にごしたユークに苦笑し、ターニアはゆっくりと半身を起こす。

　寝台に座り直し、絹きぬのような黒髪を細い肩から払った。

「エリルも言ってたでしょう？　あたしもパンディアで勉強して初めて知ったけど、クーファは国として消しよう滅めつしかかってるの。アドナから大量に難なん民みんや魔物が入ってくるのに、助けてくれる精霊術士が少ない。オルティスとアントワルドからは見向きもされず、アドナなんて属ぞつ国こく扱あつかいで取り込もうとしてくる。何をするにも余裕がなくて、助けたくても手が回らないしお金がない」

　そんな国で、真っ先に切り捨てられるのはキドナのような立場の弱い地域なのだ。

「子供だったから大きな火に見えただけかもしれない。あいつらは村人なんてとっくに殺して加減しながら燃やしてたでしょうけど、あたしには大火事が起こってみんなが死ぬとしか思えなかった」

　幼おさないターニアには、なぜ火事が起こったかも分からなかったに違いない。

　ただ村が燃えているのが見えた。

　自分は山を下っていて、あそこにはまだ両親や村の皆がいると信じていたのだ。

「あたし、祈いのったわ。今までにないほど強く祈った」

　まるでそのときを再さい現げんするかのように、ターニアは粛しゆく然ぜんと両手を組み合わせた。

「──風よ、雨を降らせて」

　黒い瞳が透すき通るように澄すみ、意識が過去へと戻っていく。

　美しい声には静かな強い力がこもり、風の精霊に愛された少女の願いは祝詩と同じ効果をもたらした。

「雨を降らせて。風よ、もっと雲を集めて。もっともっとたくさん……！　ありったけの雲を集めて雨を降らせて！　あの大きな火を消して、みんなを助けて、全部全部消して何もかもを雨で押し流して────!!」

「もういい！」

　危き機き感かんを覚え、ユークは強引に話を断ち切った。

　どこかへ意識を飛ばしそうになったターニアを無理やり抱き寄せ、力強く胸に押しつける。

「もういい。分かった。もういいから」

　もうしゃべらせてはいけないと感じたが、ターニアは黙らなかった。

　ユークの背に腕を回し、必死にしがみつきながら大声を上げて泣いた。

「あたし、知らなかった────！　あんなことになるなんて、考えもしなかったのよ！　あたしの呼んだ雨がエリル達の村を滅ぼしたなんて……！」

「ターニア……！」

　激はげしく泣きじゃくり、息を詰まらせるターニアをなだめ、ユークは唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　何も言えなかった。

　お前は悪くない、とは言えない。ユークはそう思っていたが、ターニアは納なつ得とくしないだろう。

　むしろターニアが欲しいのは「そうだ、お前が悪い」という言葉だ。

　ターニアの雨で滅びたのはエリルの村だけではない。麓ふもと近くの村は全ぜん滅めつしている。山さん頂ちようの村は火事で焼け失うせ、豪雨以降増えた魔物のために残った中ちゆう腹ふくの村々も消えた。キドナという東部山さん岳がく地ち帯たい全域から村が消しよう滅めつしてしまったのだ。

　たった一人の少女が動かした風のために。

　泣きたいだけ泣かせ、ユークはその間ずっとターニアを抱きしめていた。

　よくここまで生きてくることができた。

　素直に、そう感じずにはいられなかった。

　学園長パヴァルがどれだけの愛情をターニアに注そそいだことか。そうでなければ彼女は簡単に命を絶たっていたのではないかと思えた。

（────ここで終わらせたら駄目だろ……！）

　震える細い肩を抱いていると、無む性しように強い気持ちが湧わき上がる。

　せっかくここまで生きたんだ。ターニアにはまだまだできることがある。

　滑なめらかな頰に流れる涙を拭ぬぐってやり、ユークはターニアの額に口づけた。

　抵てい抗こうされないのが嬉うれしいような物足りないような妙な気分になったが、ユークの胸にもたれたまま、ターニアは吐と息いき交まじりにささやく。

「……疲れたの……。すごく……」

「死ぬなよ。絶対」
















　率そつ直ちよくすぎると思ったが、言わなければ危ない気がして口に出してしまった。

　硝子ガラス細ざい工く、と表現したグリンダはターニアをよく見抜いている。

　ターニアはあちこちが崩れ、次に何かの衝しよう撃げきがあれば脆もろく壊れてしまう硝子の人形だ。

「お前を助けたのはエリル先輩だ。エリル先輩はキドナのことを全部知った上で、主しゆ塔とうから飛び降りてまでお前を追った。そのことだけは忘れないでくれ」

「…………」

　うつむいたターニアの心しん情じようが少しだけ変わったことが分かり、ユークは重ねて優しく言った。

「落ち着いたらエリル先輩と話をしろよ？　待ってるからな」

　悔しいが、ターニアを引き止められるとすればそれはユークではなくエリルだ。

　最後は彼女に頼るしかない。エリルなら絶対にターニアの手を離したりはしないだろう。

　ちょうどノックの音が聞こえ、ユークは名残なごり惜おしくターニアから腕を離した。

「！　ユーク」

　とたんに名を呼ばれ、さらにきゅっと袖そでまで摑まれ思わず心臓が跳はねる。

　何事かと硬こう直ちよくしてしまったが、ターニアの表情を見てすぐに平へい常じよう心しんを取り戻した。

　潤うるんだ黒い瞳は心細そうで、不安と寂さびしさと、だが来てくれたお礼を言わなければという気持ちが綯ない交まぜになっている。

　ユークは肩の力を抜き、すがりついてきそうなターニアの頭を優しく撫なでた。

「また来る。好き嫌いせず、ちゃんと食事は取っておけよ？」

　一緒に昼食を取るようになって知ったが、偏へん食しよくで小食のターニアである。

　注意に少しだけ不満そうな表情を見せたターニアに笑い、ユークは部屋を出た。

　入れ替わりで入ってきた学園長に挨あい拶さつし、精霊庁東翼の廊下に出る。

　そうして歩きだそうとしたが、すぐに足を止めた。

「リ……」

　呼ぼうとした名が途と切ぎれる。

　ユークが出てきたのを見て、壁に背を預けていた絶ぜつ賛さん大おお喧げん嘩か中ちゆうの友人がゆっくりと身を起こした。
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「リト……」

　学園長と一緒に来たのだろう。

　殴なぐり合い……というより頭ず突つきの喧けん嘩かをして以来、部屋での会話は必要最小限だ。喧嘩をしても同室は変わらないので、お互い主おもに無言で通している。

　廊下で待っていたリトは、紺こん碧ぺきの瞳ひとみに怒りを燃もやしユークを見み据すえた。

「お前の、お父さんのこと聞いた」

「……あー……」

　エリルだな、と直ちよつ感かんした。

　あのときはターニアのこともあったし、聞き逃のがしてくれることを期待したがそうもいかなかったらしい。ばっちりグリンダの発言を覚えていたのだろう。

　リトはますます怒りを込めて足を踏み出す。

「どう考えても犯はん罪ざいじゃないか！　教えてくれれば俺だって協力したし、全面的にグリンダさんが悪い！」

　馬鹿みたいに真っ直ぐな意見だ。

　真っ直ぐすぎるから通用しないのだが、リトを納なつ得とくさせるのは非常に難むずかしいためユークはごまかすことにした。

「いや、悪いことばっかりでもなかったんだ。こっちにも弱みがあってだな」

「いくら薬のことがあるからって監かん禁きんは駄目だろ!?　明らかにお前に言うこと聞かせるための人ひと質じちじゃないか！」

「あー、まあそうなんだが……………………」

　答えかけ、んんん？　と、固まった。

（……なんでそんなことまで知ってんだ？）

　やけに具体的である。「親殺されたいの？」の一言でエリルがそこまで察さつしたとは思えず、ユークはターニアの部屋の扉を指差した。

「……リト、お前ここで立ち聞きしてたのか？」

「は？」

　ちゃんと研究所でのことを話したのはターニアが最初なのだが、リトは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

　悪びれもせず、堂どう々どうと言い放った。

「お前の親が捕まってるかもってエリル先輩が教えてくれたから、直接グリンダさんに聞きに行った。ユークを使うために両親を捕まえて脅おどしてるんですか、って」

「────────────!?」

　かつてない衝撃に襲おそわれ、ユークは危うく膝ひざが崩れそうになった。

　必死に壁にすがり、何度も唾つばを吞み込む。

「おおおお、お、お前、…………っ!?」

　考え無しすぎて眩暈めまいがした。真っ先に両親の命が危ないと感じた自分は間違っていないだろう。

　平然としたリトに恐怖を覚え、ユークは頭に浮かんだ言い分を片かたっ端ぱしから口にした。

「お前、そんな真正面からぶつかって答えが返ってくると思ってんのか!?　お前の発言で俺の親に何かあったらどうするっ、なんでそんなに軽はずみなんだ!?　俺の親を助ける代わりに協力しろとか、お前自身が脅されたらどうするんだ!?　お前どころかオルティスにまで影響したら、っていうかパンディアだ！　パンディアと研究所は交こう渉しようを始めようとしてんのに、お前は確実に長老達の足を引っ張ったぞ!?」

　パンディアにとって大切なリトがユークの両親を助けたいと思っている。利りに聡さといグリンダならそれをネタに交こう換かん条件を出してくるかもしれない。

　頭ごなしに怒ど鳴なりつけると、リトはむっとしたように反論した。

「言っとくけど、俺一人で行ったんじゃないからな。長老全員に相談して一緒に来てもらったんだ。俺、自分が馬鹿だってちゃんと分かってるんだからな？」

　堂々と馬鹿宣言され、開いた口が塞がらない。

　リトは一いつ転てんしてにっこりと笑顔になった。

「グリンダさんはお前の家族を手放してもいいって。なんかもう使用期限済みとか何とか言ってたけど、ちゃんと研究所に来れば無む償しようで薬を渡すし、治ち療りようも続けてくれるらしい」

「そ、そんなもん信じられるかっ!!」

　口約束で何とでも言えるではないか。

　不ふ信しん感かんを露あらわにしたユークに、リトは首を傾かしげる。

「ちゃんとしてくれると俺は思うけど？　その代わりオルティスから研究の資し金きん援えん助じよとパンディアからは派は遣けんする連れん術じゆつ士しと蒼穹の守護者を増やすこと」

「ほ、ほら、だから言ったんだ！　足元見られて条件を……！」

「俺はそれでいいと思うからいいって答えた。父さんに相談してオルティス国王と話をさせてもらうし、なるべくグリンダさんの要よう求きゆうを通したいと思ってる」

「国家間のことをお前が決めるな──────────っ!!」

「長老達は難しいようならパンディアへの寄き付ふを減らして、それを研究所に回せばいいって言ってくれた。ユークの方が大事だから、連術士と守護者を増やす件も検けん討とうするって」

「──────────!?」

　限界が来て、ユークはそのまま後ろにぶっ倒れそうになった。

　おかしい。おかしすぎる。なぜこんなふうにとんとん拍びよう子しに話が進むのか？

（俺が間違ってたのか────!?）

　自分が臆おく病びようすぎたのだろうか。本当に、何もかも最初からリトに打ち明ければよかったのだろうか？

　違う違う、俺の方が絶対に常じよう識しき的てきで危険のない選択をしているはずだと思うのに、完かん膚ぷなきまでの敗はい北ぼく感かんだ。

（馬鹿だ、リトもエリル先輩も確実に大馬鹿なのに…………！）

　主塔から飛び降りたエリルも、権けん力りよく者しやに丸まる腰ごしで突とつ撃げきしたリトもありえない。常じよう識しき外はずれすぎる。

　それなのに、二人ともユークでは出せない結果を出している。

　馬鹿みたいに正直で命知らずで後先考えないことをして、そして、圧あつ倒とう的てきな強さで救いたい相手を救ってしまうのだ。

「ほら、これで全部解決だろ？」

　晴れやかな笑顔でいとも簡単に言われ、ユークは息も絶たえ絶だえの心地ここちで壁にすがった。

　理り解かい不ふ能のうだ。国まで巻き込んでユークを助けたということは、まだ友達付き合いをするつもりなのだろうか。

　無む邪じや気きそのもののリトを見上げ、疑わしさを隠さず尋ねる。

「……リト。お前俺にぶちまけ……いや、言いたいこととかないのか？」

「言いたいこと？」

　リトはきょとんとし、思い出すように考え込む。

「頭突きしてごめん？」

「じゃなくてだな！」

「眼鏡めがね割れなくてよかった！　俺、やっちゃってからアッて思っ」

「違う!!　俺のことはもう信用できないとか、二度と近づくなとかないのか!?」

「ないよ。だって研究所のことがばれたんだから終わりだろ？」

　本気で顎あごが落ち、ユークは懸けん命めいに体たい勢せいを立て直した。

「あ、あのな、お前には学習能力というものはないのか!?　俺がまた裏切ったりしたらどうするんだ！」

「なんだ。最初から信用してないとか言ってたのに、結局ユークも俺を裏切ったって思ってたんだ」

「……！」

　返答に詰まり、ユークは開いた口を閉じることもできず情けない声をもらした。

　どうやって気持ちを説明すればいいか分からず混乱してきたが、リトはますます嬉しそうにはにかむ。

「これで仲直りだな！　俺、ユークと喧嘩してすごく寂さびしかったからよかった！」

「……………………」

「どうした？」

　下から見上げられ、全身の力が抜けたユークは心底から称しよう賛さんした。

「……いや……。エリル先輩って本当にすごいなと思った…………」

「エリル先輩？　先輩はすごいけど、なんで？」

　…………これに陥かん落らくせずにいられるとは。

　リトが許してくれた理由など、自分ごときがいくら考えても無駄だ。

　とりあえず仲直りできた、という結果だけ受け取ることにしてユークは目を閉じた。

（──……グリンダ先生が、俺の両親を解放する）

　それはつまり、ユーク自身をも解放するという意味だ。

「リト──。グリンダ先生が俺を〝使用期限済み〟だって言ったのは本当か？」

　ぱっと顔を上げ、リトはすぐさまうなずいた。

「うん。意味は分かんないけど、もういいんだって。ユークには優先的にアントワルドのために動いてほしいって言ってたけど」

　パンディアと戦っても勝ち目がないと判断したのだろう。むしろユークを差し出した方が有ゆう効こうに使えると思ったに違いない。

　先ほどは混乱して「信じられない」と言ってしまったが、落ち着きを取り戻した今はグリンダの考えがよく分かる。目先の小しよう利りにこだわり、大たい利りを逃のがすようなことはしない女だ。

　じわじわと、本当に鎖くさりが外されたのだという実じつ感かんが湧わき始めたユークに、リトは諸もろ手てを挙あげて明るい声を出す。

「ユークも蒼穹の守護者を目指すんだろう？　そうなったら一緒に行動できるし、異い種しゆと戦える人が増えてエリル先輩も楽になる！」

「！　……学園長に聞いたのか？」

　グリンダが学長室を訪れ、ユークが連禱できないことを明かしたときのことだ。

　副学長も退出して学園長と二人になり、エリルと連禱できた場合は蒼穹の守護者を目指してもらえないかと打だ診しんされたのだ。

　そんな未来はありえないと思い断ことわったが、これほどまでに状況が一変するとは。

（────どうする……？）

　自分に問いかけてみたものの、心はほぼ決まっているような気がした。

　本当に自由になれたというなら、やってみたい。

　自分を縛しばるものはもう何もない。戦うことなど興味はなかったが、リトやエリルと一緒にいられるなら。自分の力が必要とされるのなら、守護者を目指してみたい──…………

「…………おい」

　……のだが、至近距離で見上げてくるキラキラした目に耐たえ切れず、思わず唸うなってしまった。

「思ってる！　ユークも守護者になりたいって思ってるんだな!?　わーいやったー！」

「違うっ、思ってない!!」

　期待に満ち満ちた目に負けて天邪鬼あまのじやくな返事をしてしまったが、リトは犬のように跳はねる足取りでユークのあとをついてくる。

「な、ユーク。ターニア先輩も連禱できないんだろ？　俺達と一緒なのかな？」

「いや。それはない」

　浮かれているところを悪いが、ユークは廊下を歩きながらキッパリと言った。

　エリルとターニアは連禱ができない。それは紛まぎれもない事実だ。

「リト、俺、アスラ先輩。俺が思うに連禱できない人間の中心にいるのはエリル先輩だ。あの人は俺と連禱してもお前と連禱しても最大限の力を発はつ揮きする。だから重要なのはエリル先輩と連禱できるかどうかで、それができないとなると無関係──…………なんじゃないか……？　と俺は思うんだがなぁ……」

　最後には頼りなく首を捻ひねったユークに、リトは妙みような自信を持って断だん言げんした。

「でも俺は絶対ターニア先輩も同じだと思う」

「その絶対の根こん拠きよはなんなんだ。ただ、精霊術に関しては俺やお前と同等、もしかしたらそれ以上だ。あの人が特別な存在である可能性は高い」

「よっっしっ！　これでターニア先輩も連禱できればエリル先輩がすごく喜ぶ！」

「うるさいっ、まだ分からんと言ってるだろーが！　だいたいな、エリル先輩と連禱できたとしてもターニアは力を使うことを拒こばむかもしれ……、ん…………」

（────え？）

　口から滑すべり出た言葉に自分で驚き、ユークは思わず足を止めてしまった。

（俺、今なんて言った……？）

　隣で「ターニア!?　呼び捨て……!?」と動揺したリトの額に手しゆ刀とうを入れ、消えかけた思考を急いで摑み直す。

　連禱できたとしても、ターニアは拒むかもしれない────。

　ユークは足を止めたまま、集中して記き憶おくを探った。

　……以前、似たようなことを考えなかっただろうか？

　そう、そのときは〝ターニアが拒む〟ではなく、〝拒んでいるならありえなくもない〟と考えたような──。

「あ、でもそっか！　エリル先輩も術が出ないって言ってたし、ターニア先輩は本当に連禱したくなかったのかも」

「え？」

　ぎくりと全身を揺ゆらせたユークに、リトは何でもないことのように軽く言う。

「ターニア先輩とエリル先輩の連禱って、祝詩を間違わず詠よんでも術が一切出ないんだって。五百人以上と連禱して、ターニア先輩だけがそうだったってエリル先輩は言ってた」

「────！」

　息を吞のんだユークの耳に、ターニアの痛ましい慟どう哭こくが甦よみがえった。

　自分の大きすぎる力が一つの山を崩し、村を壊かい滅めつさせ、たくさんの犠ぎ牲せい者しやを出した。

　その加か害がい者しやと被ひ害がい者しやが連禱する。

　心を繫つなげ、大きな力を出そうとしたとき、術はいったいどういう形で表れるのか──。

（…………そういうことだったのか──！）

　条件だけを考えれば可能なはずのターニアが、なぜエリルと連禱できなかったのか。

　ターニアの嘆なげきに触ふれて初めて悟さとることができ、ユークはその意味がもたららす喜びと同等の衝撃を受けて立ち尽くした。
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　いつターニアに会いに行くべきか。

　リトやハイヤーンと別れ、女子寮の部屋に戻ったエリルは逸はやる心をなだめながら制服の上着を脱ぬいだ。

（学園長に相談しないといけないけど、本当によかった……！）

　ターニアの命が助かり、無事に目覚めてくれた。もうそれだけで十分な気がするほどだ。

　まだまだどんなふうに話をするかも考えないといけないが、一人きりで暗かった部屋も今日ばかりは明るく感じる。ターニアと別の部屋で過ごすようになってたった数日だが、もう何年も一緒にいないように感じていたのだ。

（嬉しい！　早くターニア戻ってこないかな）

　さあ、ちゃんとご飯を食べに行って、そろそろ部屋の明かりも入れないといけない──。

「エリルー、帰ってる？」

　一人で浮かれているとノックの音が聞こえ、エリルは慌てて緩ゆるんでいた頰ほおを戻して扉を開いた。

　廊下に立っていたのは三年生女子の寮りよう長ちようで、応対に出たエリルに白い封ふう書しよを差し出す。

「ルーシー・グリンダさんって人からだって。知り合い？」

「あ、うん、ちょっとね。ありがとう」

　その人物がアントワルド王国の要よう人じんだとは夢にも思っていない顔で寮長が去り、笑顔だったエリルは一気に不ふ審しん感かんに襲おそわれ手の中の封書を見下ろした。

（グリンダさんから……？）

　今さらなんの話があるのか。謝しや罪ざいでも書いてよこしてきたのだろうか？

　本当は読まずに破って捨てたいほどだったが、内容は少し気にかかる。

　寮長が角を曲がって消えるのを待ち、エリルは廊下に立ったまま無造作に封書を開いた。

　簡素な白い便びん箋せんにはたったの一行。

〝ターニア・イムセントについて大事な話がある。至急精霊庁屋上へ来てほしい〟

　それと美しい署しよ名めいのみが書かれ、ターニアを追い詰めた謝罪も体調を気き遣づかう様子もない。

「…………」

　冷さめた目で文面を睨み、エリルは深々とため息をつきながら部屋に戻った。

　せっかくターニアが目覚めてくれたのだ。ルーシー・グリンダにはもう関わらない方がいい。

　ユークが忠告してくれたとおりだった。あそこまで面めん倒どう事ごとばかり起こす人間はそうそういない。エリルの天てん敵てきと言ってもいい。

　────だから、彼女がまだターニアに近づく気なら自分が止めなければならない。

　グリンダからの封書を手に、エリルは決意を込めて脱いだばかりの上着を手に取る。

　そして、精霊庁に向かうべく寮の部屋を出ていった。
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　学園の西側の坂を上り、すでに業ぎよう務むの終了した精霊庁へと入る。

　長老と会う機会の多くなったエリルは自由に精霊庁へ入る許可を得ており、管理局に挨拶して屋上への入り口がある中央部に向かった。

（これからは絶対ターニアに近づかせないようにしないと！）

　なんだったら自分ももうグリンダとは会いたくない。

　これが最後だという勢いきおいで力強く廊下を歩いていると、前方から女性の声がかかった。

「レヴィスさん？」

　見れば、数人の教師達と一緒に副学長とハイヤーンが歩いてくる。

　寮の門もん限げんが迫せまる時刻だというのに精霊庁にいるエリルに、二人は不思議そうな顔で足を止めた。

「どうしたの？　こんな時間にこんなところで」

『やっぱりイムセントさんに会いにきたの？　今は学園長が部屋に行ってるけど』

「いえ、ちょっとグリンダさんと話があって屋上に行くんです」

　特に隠すことでもないので正直に言うと、聞こえていたのか去さり際ぎわの教師達からひそひそとした声が起こった。

「あの女か……。精霊庁内をうろついているらしいが困ったものだ」

「研究所が異種を創つくってるんでしょう？　学園長は否定してらっしゃるけど……」

　なんて怖い。さっさとアントワルドに帰ればいいのに……──。

　不信と気味悪さに満ちたささやきを耳にし、エリルもハイヤーンも副学長も無言で教師達を見送ってしまった。

「……噂うわさが広まっているわね。庇かばいにくい人だから困るわ」

『評判悪いなぁ。仕方のないことですけど』

　やれやれと言うハイヤーンは少し同情的で、エリルは何ともいえない気持ちになる。

　ターニアの事件を差し引いても、グリンダが褒ほめられた振る舞いをしていないことは確かだ。可か哀わい想そうにとは思えない。

　副学長の「庇いにくい」という意見に内心で同意し、エリルはぺこりと頭を下げた。

「じゃあ、私はもう行きますね」

『あ、待ったレヴィスさん。僕も一緒に行っていい？』

「えええっ!?」

　予想だにしなかったハイヤーンの申し出に、エリルは素すっ頓とん狂きような声を上げて振り返る。

（ハイヤーン先生が一緒に？）

　これから一いつ戦せん交まじえる予定なんです！　とは言えずうろたえると、心しん中ちゆうを察さつしたのかハイヤーンは苦笑した。

『あんまり興奮しちゃ駄目だよ？　あの人はそういうのが上手じようずなんだから、僕が一緒に行くよ』

「………………」

　そう言われてしまうと反論しづらい。確かにエリルだけが喚わめき、グリンダはひょうひょうとしていそうだ。

　ぐうの音ねも出ないエリルに満足したのか、ハイヤーンはにっこりと副学長に一礼した。

『では副学長、僕もレヴィスさんと一緒に行きますので』

「ちゃんと門限までには帰らせなさいよ。遅くならないように」

『なるべくそうさせます』

　呆あきれ顔の副学長に見送られ、ハイヤーンは先に立って階段へと向かう。

　あとを追いながら、エリルは慌ててハイヤーンに声をかけた。

「待って先生、あの、先生はターニアのことも知って……」

『レヴィスさん。今はまだ無理だろうけど、できればグリンダさんを許してあげてほしい。きっと君は彼女と長く付き合っていかなければならないから』

（え？）

　エリルは思わず足を止め、先を行くハイヤーンの背を見つめた。

（グリンダさんと、長く付き合う？）

　全く意味が分からない。

　なぜそんなことを言われないといけないのか。混乱でまともに言い返せない間にハイヤーンは階段を上りきり扉を開いてしまう。

　冷ややかで強い風が吹きつけ、軽く片手を上げて庇いながらエリルも屋上へと出た。

　まだ少し明るさの残る藍あい色いろの空にはいくつかの星が瞬またたき、下か弦げんの月が浮かんでいる。

「エリルちゃん！　こっち、こっちよ！　遅かったわね！」

　屋上のちょうど中央、主塔の近くで両手を振るのはほつれた外がい套とうを纏まとった瘦そう身しんの女だ。

　ハイヤーンの言葉も忘れ顔が強こわ張ばりかけたが、グリンダはそんなエリルにかまわず興奮したように歓かん声せいを上げた。

「まああ、グレイ・ハイヤーン先生ね!?　お噂うわさはかねがね！　はじめまして、ジェーン・グリンダ研究所所長、ルーシー・グリンダよ！　会いたかったわ！」

『はじめまして、グリンダ先生！　話には聞いてましたがそのままさよならしたい感じの方ですね！』

「やだぁ、お上手！　私あなたみたいな冷たい男が大好きよ！」

　軽かる口くちを叩き、示し合わせたようにハッハッハと笑う。

　グリンダのことをよく知っているような口ぶりだったのに、どうやら顔を合わせるのは初めてだったらしい。怒りより頭ず痛つうを覚えたエリルはいい加か減げんな大人二人を睨んだ。

「笑ってないで私を呼んだ用件を聞かせてください。ターニアのこと、私はまだ許すつもりは……！」

「あら、私を呼んだのはエリルちゃんの方でしょ？　ロッシ君に言われて来たんだけど」

　被かぶせるように答えられ、こめかみに手を当てていたエリルはぴたりと動きを止めた。

（私が？）

　グリンダなど呼んだ覚えはない。

　しかも、ロッシとは今日は一度も会っていない。

「ちっ、違います、私を呼んだのはグリンダさんの方で──！」

　自分で手紙をよこしたくせに妙なことを言われ、納得のいかないエリルがグリンダに迫ったとき。

　パンッ、という何か鋭するどいものがぶつかる音が耳元で響ひびき渡った。

（え!?）

　竦すくみ上がるほど大きな音がとてつもない至近距離で聞こえ、エリルはぎょっとして周囲を見渡す。

　だが広い屋上におかしなものなど何もなく、わけも分からず硬こう直ちよくしたエリルの足元。

　──ふわり、と緩ゆるやかな風が巻き起こった。

　明らかに自然発生した風ではない。

　それは足元に目を向けたエリル、グリンダ、ハイヤーンの三人を取り囲むように円形に広がり、唸りとともにどんどんと高さを上げていく。

（これは──!?）

　まるでそこから出るなと言うように、頭上まで透とう明めいの壁に囲まれたエリルは慄おののきながらハイヤーンにすがった。

「ハイヤーン先生、これ……!?」

『シッ。黙って』

「精霊術!?　風の精霊術ね!?」

　騒ぐグリンダの声は完全に黙もく殺さつし、ハイヤーンは視線を主塔へと転じた。

　大きな円を描いて回り続ける風の向こう。

　つられるように振り向いたエリルの前に、主塔の陰からゆっくりと一人の男が姿を現した。

「……ロッシ先生……？」

　悠ゆう然ぜんと、だが無駄のない足運びでこちらへ向かってくるのは、一年生の実じつ技ぎ指し導どう長ちよう官かんであり、エリルの信しん頼らいする教師アラン・ロッシだ。

　ロッシは風の円えん陣じんから少しだけ距離を置き、音もなく足を止める。

　動かない三人を鋭い瞳で見み据すえ、おもむろに薄うすい唇を開いた。




「──もういいだろう。何をしても無駄だと思え」




　静かだが、威い厳げんに満ちた声が屋上に響く。

（……なに……？）

　状況が全く把は握あくできずエリルは固かた唾ずを吞んだ。

　向き合うロッシの表情は過去に見たことがないほど緊張感に満ち、張りつめた空気に呼吸すら憚はばかられる。

　耳が痛くなるほどの静せい寂じやくが続き、エリルが瞬まばたきすら忘れロッシを見つめていたとき────。




「どうりで……。最近はやけにハイヤーン先生がつきまとってくると思ったわ……！」




　恐きよう怖ふと怒りに震える声が背後から聞こえ、エリルはびくりと身体からだごと振り返った。

　ロッシが険しい視線を向けていたのはエリル達三人ではない。

　そのはるか後ろ。

　薄く開いていた扉の暗がりから、すらりとした影が現れたのだ。

「監かん視しだったのね……？　精霊術の使えないハイヤーン先生なら邪じや魔まにならないと思ったのに、まさかあなたが先回りして結界を張っていたなんて……！」

　震えながらロッシを見つめるその顔は、夜よ目めにも分かるほど青ざめている。

　教員の証あかしであるケープを羽は織おった美女は、パンディア国立連術士学園副学長──メリン・ベネットだった。

　覚おぼ束つかない足取りで向かってくるベネットに、ロッシは落ち着いた声で諭さとす。

「──メリン・ベネット。もう終わりにした方がいい。これ以上レヴィスやグリンダ女じよ史しの命を狙ねらう必要はないはずだ。あなたがパンディアに送り込まれた間かん諜ちようであり、アドナ王国が異種を創り出していることはもはや疑うたがいようがない」

（え!?）

　エリルの震えを感じ取ったのか、腰に回されていたハイヤーンの腕に力がこもった。

　それだけでハイヤーンはすでに承しよう知ちだったのだと分かり、隣に立つグリンダも全く驚いた様子を見せず平へい然ぜんとしている。

（副学長が、アドナの──……!?）

　アントワルドが送ったユークとは比ひ較かくにならない。

　副学長という地位に上りつめた人物なら、これは紛まぎれもなくパンディアの深しん部ぶに潜もぐり込むため選ばれた内ない通つう者しやだ。

「アラン・ロッシ……！　亜あ人じんの異種の核かくもあなたが手に入れたのね？　学園長の手て駒ごまだったの……!?」

「──私はパンディアの民としてするべきことをしているだけだ。学園長は六ろく翼よくの異種、ルべウス・コールが学園に潜んでいたと知ったときからあなたに注意を払はらっていた」

　死者である人間を生せい者じやとしてパンディアに入れ、さらに学園にかくまう。

　精霊庁から信用のある一定の地位を持った人間で、学園で自由に動けなければそこまではできない。

　小こ刻きざみに震え立ち尽くすベネットに元々疑っていたと告げ、ロッシは淡たん々たんと決定を下す。

「アドナの連術士協会は全てパンディアの指し揮き下かに置かれることとなった。アドナ王国の今後については他の国々とも話し合わなければならないが、今の王家のままでいられるとは思わないでくれ」

　異種を創り出していたとなれば、オルティス、アントワルド、クーファも黙ってはいない。

　アドナ王家は罪ざい人にんとして裁さばかれなければならないし、そうなれば血ち筋すじを重んじるアドナという国は消しよう滅めつするだろう。

　支配者は他の国々が認めた人物が選ばれ、場合によっては国名が変わり、異い民みん族ぞくとして蔑さげすんでいた西せい方ほう山さん岳がく部ぶ族ぞくと分ぶん裂れつするかもしれない。

（だからといって、アドナは戦いを挑いどむことなんてできない……！）

　なぜならそれは、中立であるパンディアを除のぞく三カ国連合と戦うことになるからだ。

　死を賭として戦いくさを起こしても勝てるはずがない。そんな戦いに民は、ましてや異民族狩りが行われているような国の人々がついてくるわけがない。

　アドナはパンディアの決定を受け入れるしかないだろう────。




「うん。もう終わりでいいんじゃないかな？」




　突然場違いなほど明るい声が響き、全員が驚いたように顔を上げた。

　階かい下かへの扉でも、主塔でもない。

　屋上を取り囲む高い灰色の城じよう壁へき。

　その上に、専せん攻こう科かの白い制服を着た一人の青年が腰かけていたのだ。

　どこから現れたのか全く分からない。上ることも難しい城壁の上に座る青年は、赤い瞳を輝かせ、これまで見せたことがないような生き生きとした表情をしていた。

「アスラ先輩……！」

　メリン・ベネットの生徒であり、同じアドナ王国の第三王子。

　我知らず震えたエリルの声に、アスラはまるで別人のように人好きのする顔で微笑んだ。





[image: ]






　見上げるほど高い城壁に座るアスラの声が、いつもと違って楽しそうに躍おどる。

「僕はアドナが誰かの手にかかるのを見たかったんだ。嬉しい。長老達はアドナが黒くろ幕まくだって知ったし、ベネット先生はレヴィスさんと学者さんを殺せなかった。これで本当におしまいだ」

「アスラ様ッ！」

　悲鳴を上げたベネットを一いち瞥べつし、アスラは打って変わって冷ややかな声を投げる。

「そこから動くな。もう何もかもおしまいだと分かってるだろう？」

　ベネットは答えなかった。

　アスラの返事を聞いたとたん顔色を失うしない、突然ガタガタと震えながらうずくまったのだ。

　いやだ、怖い、許して、怖い……と、うわごとのようにつぶやくベネットを無視し、アスラはグリンダを見下ろす。

「アントワルドも敵がアドナだって分かってたの？」

「まぁね。オルティスだけが何度も襲われるってすごく不自然だもの。人の意思が介かい入にゆうしてるんじゃないかって考えるのは当然よね。パンディアと一番の援助国であるオルティスの間に亀き裂れつを入れたかったんでしょうけど」

　パンディアの弱体化や孤立を狙ったのだろうが、もっと自然にするべきだったのだ。

「異種は人じん災さい、狙いがパンディアだって分かったときに確信したわ。ごめんなさいね、すぐ気づけなくて。アドナは古臭い神を信仰する迷信じみた民族だと侮あなどってたから、魔物の血から対象を魔物にする石を創り出すなんてできるわけないと思ってたのよ」

　胸元から取り出した瑠璃色の核をちらつかせるグリンダに、アスラは素直に感かん嘆たんの声を上げた。

「そんなことまで気づいたんだ。ベネット先生の言うとおりもうすぐ創り出しそうだね」

「んー、完全な結けつ晶しようにするまでもうちょっとかかるかしらね？　でもすごい技術じゃない、うちの研究所に招きたいぐらいだわ！」

　冗じよう談だんとも本気とも取れない台詞せりふを笑顔で放ち、グリンダはさらにアスラを見上げる。

「知ってたかしら？　魔物って精霊術士の血が嫌きらいで、敵対者として襲うけど絶対に食べたりしないのよ」

（え!?）

　初耳だったエリルは思わず呼吸を止め、グリンダはニヤリと笑い傲ごう然ぜんと顎あごを上げた。

「嫌うということで分かると思うけど、優ゆう位いに立つのは精霊術士の方。これはあたしの私し見けんだけど、核を埋うめて異種として生き返る死体は精霊術士なんじゃない？　死後何日まで蘇そ生せいさせられるのか分からないけど、止まった心臓が核を埋うめた衝撃で動きだす。でも精霊術士の血に負けて、核自体は活動を弱めてしまう」

　死後に腐くさった部位は魔物のものと混ざり合うが、組織の損傷が少なければ人の姿で蘇生できるのではないか。

「まあ外側は人間だけど中身は異種よね。何を合図に埋められた核が活かつ性せい化かするかは分からないけど、眠っている核が起動したとき──」

「死、もしくは命令だよ。より強い異種の」

　グリンダを遮さえぎり、アスラはゆっくりと、城壁の上に立ち上がった。

　強い風に白い制服の裾すそが大きくなびき、ロッシとハイヤーンが静かに息を詰める。

　寄り添ったエリルとハイヤーン、グリンダ、三人を守るロッシ、そしてベネット。

　五人を見下ろし、アスラは微笑んだ。

「アントワルドは魔物が精霊術士の血を嫌うってことを見つけたけど、アドナの神しん官かんは逆に共通点を見つけた。人間に核を埋めて異種のできそこないを創るうち、死んだ精霊術士となら適てき合ごうすることにやっと気づいたんだ」

「あらあらあら……。それは発見までに大変な犠ぎ牲せいを要ようしたでしょうね……！」

　さすがのグリンダも青ざめたが、アスラは何の感情もこもらない声で平然と答えた。

「アドナには死んでも困らない人間がたくさんいた。山に住む不信徒ブヌ達を狩かって使えばそれで済んだから」

「──グレイッ!!」

　アスラの言葉が終わるか終らないかのうちに、ロッシが叫んだ。

　動きを制するように風の壁が強く渦うず巻まき、それを破やぶって飛び出そうとしたハイヤーンの身体をエリルはとっさに押さえる。

「先生ッ!?」

　熱い。

　取りすがった身体は燃えるように熱く、エリルは息を吞のんでハイヤーンを見上げた。

　食い入るようにアスラを見つめるハイヤーンの目は血走り、眼がん球きゆうが盛り上がっている。嚙かみ締しめた唇から血がもれ、いつものハイヤーンからは考えられない凄すさまじい形ぎよう相そうだった。

　大きく震える全身は、ベネットのように恐怖からではない。

　それは、抑えきれないほどの激しい怒りだった。

「異種やらできそこないやらが増えて、手に負おえなくなったアドナの神官達は考えた。──魔物は本ほん能のう的てきに強い魔物に従したがう。なら、より強い異種を創り、彼らの王として据すえればいいのではないか。知性を持つなら動物より人間、精霊術士と適合するならより強い精霊術士」

　必死にハイヤーンを押さえながらも、エリルは考えずにいられなかった。

　そもそも、なぜリトは六翼の異種であるルべウス・コールに狙ねらわれていたのか。

　あれはオルティスに恨うらみがあったセルマン・フィロの犯はん行こうなどではない。

　彼は分かりやすく犯はん人にんにされただけであり、裏にいたのはおそらくアドナ。メリン・ベネットもしくはアスラジヤード・アドナムだ。

（そうよ……、あれはクローウェル君を精霊祭の旗き手しゆから降ろすためなんかじゃない！）

　制御できない異種達の王として迎えるため、史上最高と称たたえられた精霊術士リト・クローウェルを殺すつもりだったのだ。

「とりあえず手に入れた精霊術士の死体に片かたっ端ぱしから核を埋め、奴らはより強い人型の異種を創ろうとした。そしたら、一番強い奴やつが見つかったんだよ。王様の子として生まれたけど死んでもいい奴で、精霊術士だったから適当に殺して核を埋めてみたら、そいつの言うことを異種どころか全ての魔物が聞いた」

　びっくりだよね──、と続けたアスラに、誰もが動きを止めた。

　ハイヤーンを止めるエリルの腕が凍こおりつき、怒りに燃えていた彼の全身が一気に冷える。

　警けい戒かいを緩めなかったロッシが一瞬の放ほう心しんに陥おちいり、グリンダが大きく息を吸い込む。

　その場にいた全員の視線を一いつ身しんに集め、アスラは白い指先をへたり込むベネットに突きつけた。

「さあ、命令だよ」

　うつむき、頭を抱かかえながらぶつぶつとつぶやき続ける彼女に向け────




〝戻れ〟




　アスラの唇が動いた直後、ベネットであったものが爆ばく発はつするように姿を変えた。
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　人間だったものが、異種へと変わる。

　目にするのは二度目であるエリルですら身動きを忘れるほど、メリン・ベネットのそれは凄まじい変へん化げだった。

　顔であったもの、肉体であったもの、脳であったもの、内ない臓ぞうであったもの。

　それらが音を立てて飛び散り、骨を砕くだきながら新たな骨が形成されていく。

　美しい女性であった痕こん跡せきなど何もない。

　暗い夜の中に、血のように赤い二枚の大きな翼つばさが音を立てて翻ひるがえる。

　火の粉こが飛び散り、軋きしみと体たい液えきの重い水音を響かせ見上げるほどの巨きよ軀くとなったそれは、赤黒い毛並みを持つ四し足そくの獣けもの。

　赤い光こう輝きのような炎ほのおを全身に纏った、巨大な有ゆう翼よくの獅し子しだった────。




　隆りゆう々りゆうとした筋きん肉にくが躍やく動どうし、裂さけるように開いた口から空気を激しく振しん動どうさせるほどの咆ほう哮こうが響き渡る。

（来るッ──!!）

　逞たくましく太い前まえ肢あしが地を蹴り、跳ちよう躍やくだと気づいた瞬間、隣にいたグリンダの右手から何かが発はつ射しやされた。

　直線の軌き道どうを描くそれは高く跳んだ異種に命めい中ちゆうし、飛び散った液体に赤い巨体が苦く悶もんの絶ぜつ叫きようを上げて地に落ちる。

「十秒よッ！」

　グリンダが掌てのひらに隠していたそれは、極ごく小しようの機き械かい弓きゆうだった。

　止めておける時間だと気づく前にロッシが叫ぶ。

「レヴィス、結けつ界かいを張れ！」

「汝なんじ　災さい厄やくを遠ざけ　大だい地ち空くう界かいを鎮しずめませ！」

　エリルとロッシは連禱ができない。エリルにできることは結界を張り続け、唯ゆい一いつ戦えるロッシを守ること、そしてグリンダとハイヤーンを逃がす隙すきを作ることだけだ。

　その覚悟で結界の祝しゆく詩しを叫んだエリルと、ほぼ同時。




「汝　空界の監かん視し者しや　開かい扉ひを司つかさどる者よ！　韜とう晦かいを顕あらわし　封印の楔くさびを解き放て!!」




　ロッシが何の祝詩を唱となえたのか。

　全ての祝詩を完かん璧ぺきに覚えているエリルなのに、それが唱えられる意味が全く分からなかった。

　攻こう撃げきではない。防ぼう御ぎよでもない。

　それは、封印の解かい除じよだった。

　唱えられた術は真っ直ぐにエリルを──、いいや、隣となりに立つハイヤーンを襲い、まるで鏡が割れるような音を響かせ砕くだけ散ちる。

　だが事の行方ゆくえを見守る暇ひまもなく、赤い巨獣が石いし床ゆかを割るように力強く疾しつ駆くした。

　約六秒。グリンダの射うち込んだ薬品は通常の異種には効きいただろうが、この炎の異種を留とどめるには威い力りよくが足りなかったのだ。

　異種は先ほど張った空そらの守護者、間違いなくこの地上最高の力を持つであろうエリルの結界に激げき突とつし、一いち撃げきで打ち破る。

（まさか──ッ!!）

　その場にいた誰もが異種の速すぎる動きと強さに竦すくんだとき、突とつ如じよとして、夜を切きり裂さくような劫ごう火かが異種に襲いかかった。

　エリル達に飛びかかろうとしていた異種は炎に弾はじかれ、城壁を砕きながら転がる。

「エリル先輩ッ!!」

　飛ひ散さんした炎から四人を守るように流れる水の膜まくが展開され、グリンダが顔を輝かせた。

「ユーク！　リト君！」

　──先輩ッ!!　というリトの呼びかけは届いていたが、エリルは彼に駆け寄ることも、言葉を返すこともできなかった。

　ある驚きにより、目を向けることすらできなかったのだ。

「行くよ」
















　耳元で、知らない男の声がする。

　ハイヤーンの力強い腕に引き寄せられ、エリルは炎の異種から大きく距離を取った。

　異種の攻撃とグリンダの保護をロッシ、リト、ユークに託し、ハイヤーンはエリルを抱いたまま声を張り上げる。




「────　来らい臨りんに湧わけ！　大地空界の夜よを越えて　星ほ辰しは巡めぐり時を告つぐ！」




　連禱の宣せん誓せいはなかった。

　なぜなら彼は、エリルがどんな状況で、どの序じよ詩しを唱えても対応できると知っているからだ。

　────声が、違う。

　いつものように二重に響く不思議な音ではない。それは柔らかく澄すんで、どこにいても耳を傾かたむけてしまいそうな優しい男だん声せいだ。

「輝く、光を……、競いつつ……、涯はて無き天地を照らしゆく……！」

　驚きよう愕がくに思考が停止しても、エリルの唇からは条件反射で言葉が零れていた。

「轟ごう音おんと静せい寂じやく　生と死を孕はらみ　栄光で天を満たせ！」

　信じられない思いで繫つないだ連禱祝詩に確かな声が応こたえる。

　間違いなく、触ふれ合った手が熱い。────まるで、力が湧き出てくるように。

　一いつ心しんに目の前のハイヤーンを見上げ、エリルは全身が歓かん喜きに震えだすのを感じた。

「其そは……夜と大地の王……！　──星の還かえりを待つ者────！」

「翔かけろ光よ！　万軍の主しゆに従い　地に降り注そそげ！」

　なぜあんなにも不安を覚えたのか。

　なぜ何も感じることができなかったのか。

　強さや愛情。

　他の守護者達から受け取ってきたものを、なぜアスラジヤード・アドナムから受け取ることができなかったのか──────！

（先生────────！）

「奔はしれ光よ！　射しや手しゆは彼方かなた天上に在あり！」

　ハイヤーンとエリルは力強く炎の異種を見み据すえ、呼吸を合わせ高らかに叫んだ。




「────　打ち払え邪じやなる者！　光こう芒ぼうの矢を放ち一いつ切さいの災厄を撃げき滅めつせよ　────!!」




　エリルと連禱できる者。

　それはすなわち、精霊王に選ばれて誕生した守護者エフイラー。

　災厄と戦う力を与えられ、必ず巡めぐり逢あうことを約束された精霊術士────！




　真実の地の守護者、グレイ・ハイヤーンとエリルの声に応え、夜空の中で凄まじい数の光が煌きらめいた。

　冴さえわたるその光は神こう々ごうしいほどの青せい白はく銀ぎん。

　目が眩くらむどころか、目を射いるのではないかというほどの激しさで幾いく千せん、幾いく億おくもの星々が明めい滅めつし、それらが天空から放たれる矢のように異種へと降り注いだのだ。

「──────────────！」

　世界が真っ白に染まり、光にかき消されたように音が全く聞こえない。

　完全な無音。怖ろしいほどの静せい寂じやくの中で、炎の異種は凍いてつくような光に吞まれその姿を消していく。

　互いの姿すら見えない。異種の断だん末まつ魔まの声も何もかもが打ち消され、ただただ光の広がる空間があるだけだった。

　三百十番、地の最上位連禱。

　それは太たい古こより悪を打つ象しよう徴ちようとされた星の光────、流りゆう星せいを呼び寄せ災厄を砕くだく術だった。




（異種が……！）

　腕で光を遮さえぎり、懸けん命めいに目を凝こらすエリルにも、次第に炎の異種が消滅していくさまが分かった。

　白銀の光が収まっていくとともに、異種の姿も削けずり取られるように小さく存在を弱めていく。

　もう空から落ちる光はなく、異種を燃やし尽くすための白い炎があるだけだ。

　視界に映る空がゆっくりといつもの夜空に戻り、精霊庁の城塞が見え、消えつつある異種の姿が誰の目にも明らかになった。

　このまま核も消滅するだろう。

　信じて見つめるエリル達の前で、静かで清浄な光と異種の姿が徐じよ々じよに小さくなり、やがて消えていく──────。




　瞬間。




　その光の中へと一直線に何かが飛び込んできた。

「!?」

　目に見えない力は光を切り裂き侵入し、消滅しかかっていた核を弾き飛ばす。

　親指の爪つめほどの小さな黒い影は追う間もなく夜空に紛まぎれ、どの方向へ行ったかも分からない速さで飛び去ってしまった。

　それはたった一呼吸の間の出来事。

　異種の消滅を待つだけだった六人の目の前で、瑠璃色の核はわずかな肉にく片へんと共に行方知れずになってしまったのだ。
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　言葉にならない悲鳴が六人全員から上がり、アスラはほっと小さく息をついた。

　風の精霊術で弾いたアスラにもどこへ行ったか分からない。かなりの力で飛ばしたから、聖せい山ざんの山肌か村か、はたまた東の森か、あるいはパンディアの端まで行ったかもしれない。

　心臓の一部はついていたから、放っておけば再生するだろう。

（あの異種にはまだ大事な仕事が残っている）

　ずっと城壁の上から戦いを眺めていたアスラは、とりあえず自分のすべきことを終えて眼がん下かを見下ろした。

　教師のグレイ・ハイヤーンとエリル・レヴィスの連禱。

　あれは紛れもなく特別だった。あれは異種の核を消し去る連禱だ。

「……驚いた。本当にびっくりした」

　戦いの終わりを確信し油ゆ断だんしていた六人に向け、アスラは心底から言った。

　絶対に負けない。ベネットであった異種はエリル達を殺し、パンディアを蹂じゆう躙りんするに違いない。

　そう、思っていたのに。

　核を救い出すこと自体は簡単だったため、その点に関しては素直に助かった。唯一ロッシだけがアスラの存在を忘れず視界に留とどめていたようだが、戦いが始まった直後にその余裕はなくなっていたからだ。

「信じられないよ。ベネット先生は僕の次に強いんだ。それを一度の連禱であそこまでにするなんて……」

　アスラが騙かたった、エリルと連禱できる地の精霊術士。

　その本物であるハイヤーンを見下ろし、アスラは惜おしみない拍はく手しゆを贈った。

「彼女の再生速度は尋じん常じようじゃないくらい速いけど、あれだけ酷ひどく傷つけばきっと一いつ昼ちゆう夜やはかかる。君達はすごい」

　彼らは異種と戦うことになるなど全く予測していなかったはずだ。

　ギリギリまでハイヤーンの封印を解とかなかったことを見れば分かる。リトとユークが駆けつけなければ、確実に誰かが死んでいた。

「──アスラジヤード・アドナム」

　リト、ユーク、ハイヤーンがエリルを守るように側に寄り添い、前へ出たのはアスラと同どう郷きようの教師、アラン・ロッシだった。

　国にいた頃は顔を見たことも話したこともない。

　西方山岳部族を狩かった父とそれを咎とがめた子というロッシ家の確かく執しつは有名だったが、孫まごの彼も祖そ父ふに従わなかったのだろう。

　現実主しゆ義ぎ者しやなのか、アドナ人のくせにアスラに対し蔑さげすむ様子はない。

「あなたも異種だったのか」

　強い途と惑まどいが感じられる声だ。

　刺し激げきして、異種化させてはならない。

　そんな遠えん慮りよと困惑が見て取れ、アスラは少しだけ笑った。

「そうだよ。僕はちょっと特とく殊しゆ。生き返ったときに精霊術が異常発達しちゃったんだ」

　メリン・ベネットもそうだった。

　由ゆい緒しよ正しい神官の娘である彼女が犠牲になったのは二年前。アスラが殺され、異種となった直後だった。

　アスラが異種達に命令できる立場になったことに恐怖した神官達は、優秀な精霊術士であったメリン・ベネットに白しら羽はの矢やを立てたのだ。彼女の絶望と嘆なげきも虚むなしく故こ国こくで殺害し、異種として生まれ変わったベネットは結局アスラを越えることはできなかった。

（可か哀わい想そうな先生）

　ベネットはアスラに嫌悪感を持っていたが恐怖まで抱かなければならなくなり、アドナはいつ掌てのひらを返すか分からないアスラを封じるため、より強い精霊術士を探さなければならなくなったのだ。

　アスラの話に唯一この中で精霊術士でない学者、グリンダが面おも白しろいと言わんばかりの顔をした。

「精霊術が異常発達？　適合率が高すぎたのね！　異種達が命令を聞くっていうし、あなたもともと素晴らしい精霊術士だったのよ！」

　先ほどまでの戦いに巻き込まれ、ここまで平然としている女もすごい。

　感心しつつ、アスラは肩をすくめた。

「どうなんだろうね。精霊術士としての能力を見ればベネット先生の方が上だったよ」

　確かに精霊術士としての能力が高いほど強い異種にできるが、アスラは不思議と自分を超える者はいないだろうと感じていた。それこそ、リトが異種になったとしても──。

　それは太古の神々の祭さい司しであるアドナ王家の血のせいかもしれないし、アスラ本人の何らかの資質が上う手まく合がつ致ちしたのかもしれない。

　グリンダはまだ何かを言おうとしたが、隣から遮るようにユークが声を上げた。

「では、エリル先輩と連禱して結界を破ったと聞きましたが、それはあなたの本来の力ではなかったということですね？」

「アスラ先輩！　どうしてエリル先輩と連禱できるって噓をついたんですか？　いったい何をするつもりだったのか教えてください！」

　人一倍大きなリトの声に、アスラは思わず顔をしかめてしまった。

　この少年はものすごく苦手だ。明らかに相あい容いれないものを感じるし、うるさいし、できれば近寄りたくない。無理やり人を動かそうとする雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　面めん倒どうだなと思ったが、リトの質問は皆が思うところだったらしいので答えてやった。

「君達の連禱がどうして他の人と違うのかが知りたかったんだ。ベネット先生からレヴィスさんと連禱できる人間の条件を聞いて、簡単にごまかせると思ったし。何か分かるかなと思ったけど……」

　結局何も分からなかったし、自分はきっと墓ぼ穴けつを掘ったのだ。

　視線を巡めぐらせ、精霊術が使えない教師として身を隠していた男にぴたりと当てた。

「もう本物がいたなんて知らなかった」

「そうだね。君が名乗りを上げてくれたおかげで敵がアドナだと確信することができた」

　声こえ質しつは同じでも、はるかに澄んだ響きで答えたハイヤーンは不ふ敵てきに笑う。

「アスラ先輩！」

　リトに負けず劣おとらずの声がかかり、アスラは視線を向けた。

　守ろうとするリトやユーク、ハイヤーンを押しのけるかの勢いでエリル・レヴィスがアスラを見上げている。

「アスラ先輩……！　あなたが副学長を助けたいという気持ちは分かります。でももうあれは副学長ではないんです！」

　思わぬことを言われ、アスラは本気でぽかんとした。

　アスラの心しん情じようなど全く気づいていないらしく、エリルは懸命に言い募つのる。

「あの異種がどこに行ったかを教えてください！　本当に副学長のことを思うなら、犠牲者なんて出さないうちに早く──！」

「あれが副学長じゃないだって？」

　心底呆れ、アスラはうんざりした声を上げてしまった。

「そんなの当たり前じゃないか。あの異種を見て『姿は変わっても彼女なんだ』なんて思う人間いるの？　いないよね？　あの異種は全くの別物。先生はとっくに死んでいて、あれは殻からを食い破やぶって出てきた化け物だ」

　先生だから助けたいだなんて、そんな感情湧わくはずがない。

　衝撃を受けたように口を閉ざしたエリルに代わり、グリンダが腰に手を当て眼鏡めがねの奥の目を眇すがめた。

「じゃあ、あなたはあれを逃がしてどうしたいの？　じたばたしても負けが込んでるわよ？　あたし達四カ国はパンディアに支配されてるようなもんだし、アドナがその支配から逃れたい、精霊術を手に入れて各国の上に立ちたいっていうのはよく分かるわ。でも、あなた自身は何を望んでいるの？」

　そこには非常に素直な心情が含まれていたが、誰も咎とがめるどころではないらしい。

　質問を受け、アスラは考えた。

（──僕の望むこと？）

　アスラが異種達に命めいじれば、大嫌いなアドナを滅ぼすことは可能だ。きっと一夜にして成じよう就じゆできるに違いない。

　だが、それでは困る────。

「……パンディアは、この大陸を魔物から守るために存在しているんだろう？」

　少なくとも、アスラはそう教えられている。

　夜空の中に青白く輝く聖山を見上げ、アスラは自らの心を探るように静かに言った。

「なら、僕はパンディアの滅びを見たい」

　守る存在が消えたなら、それはきっと世界の滅びと同じはずだ。

　そのためにはもっともっとたくさん強い異種を創らなければならず、アドナ王国の力が必要だった。自分達が何を生み出しているのか全く理解しておらず、人間に鎮しずめられないものを次々と創り続ける愚おろかなアドナが。

　強力な異種達の頂点に立ったとき、アスラはようやく自分が『生きている』ということを知った。

　存在しない人間として生まれ、殺され、異種となり力を手に入れ、初めて自じ己こを認にん識しきしたのだ。

「世界を守るために創られた国を──、パンディアを、僕の力で滅ぼせるかもしれない。それだけの力を僕は手に入れたし、生きているという証あかしに力の限り、できるだけのことをやってみたい」

　質問したグリンダではなく、まるで精霊王に挑いどむようにアスラは聖山を見上げる瞳に力を込めた。

「それが、僕の望みだったんだ」

　はっきりと口に出し、自覚したのはこれが初めてだろう。

　自分はもうアドナなどどうでもよかった。もっと大きな、世界というものに抗あらがいたかったのだ。

　精霊術士である以外、不思議な力など何もない。普通の人間となんら変わりないのに〝彼の父親の子アスラジヤード〟として誕生させられ、わけも分からず殺され、勝手に異種にされたアスラが生きたこの世界を。

　きっと、近くまで行った。

　もうすぐ夢が叶かなうというところまで行った。

「……けど、駄目だった。この世界には君達みたいな人がいた。僕の負けだ」

　完かん敗ぱいだ。一撃でベネットを倒すような精霊術士がいるなら、もう戦っても意味がない。

　息を詰めて警戒する六人を見下ろし、アスラはかつてないほどの力強さで答えた。

「──だから、せめて一いつ矢しを報むくいたいと思ったんだ」

「！　アスラ先輩!?」

　言葉の意味を悟ったエリルが飛び出そうとしたとき、アスラは左胸に当てていた掌に渾こん身しんの力を込めた。

「最さい期ごの命令だ」

　この命令が届く範囲にいる異種、そして全ての魔物達へ。

　アスラは青白い霊れい峰ほうを背に、ぐるりと聖地パンディアを見渡した。




〝──────　パンディアを滅ぼせ　────────！〟




　アスラの右手から白い炎が噴き上がる。

　誰かの悲鳴が聞こえ、自分の肉体が燃えながら落下するのを感じたが、アスラは核を破は壊かいするまで心臓に当てた手を離さなかった。

（僕は異種にはならない）

　アスラに異種の到とう来らいを予言する力などない。他の誰とも変わらない普通の人間だ。

　あのような醜みにくい化け物になるなど、絶対にあってはならない。

　アスラがアスラでなくなっては意味はない。アスラはあくまで自分の目でパンディアの滅びを見たかったのだ。

　あの赤い炎の異種が再生し、目覚めたときにパンディアの結界は破壊されるだろう。

　自分の声がどれほど届くか分からないが、魔物達は雪崩なだれを打ってこの聖地へ押し寄せるに違いない。

　そのとき、破られた結界でパンディアはどこまで戦うことができるのか。

（そこまで、見たかったな──────）

　最後はエリル達に負けることが決まっていても、少しは苦しめることができればいいのだが…………────。

　押さえつけた右手の奥深く、心臓の中心で瑠璃色の石が砕けるのを感じる。

　これでやっと終わる。

　自分はようやく、死者の列に戻ることができたのだ。

　人間として生まれ、人間として死ねる。ただ一つ人間として生きることだけはできなかったが、最期は自分で選ぶことができた。

　その喜びを全身で感じ、アスラは骨も残らぬ白い炎に身を委ゆだね────。

　静かに意識を手放した。
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　真夜中の聖せい地ちパンディアに、幾いく百ひやくの灯あかりが揺ゆれる。




〝パンディアに向かって多くの魔ま物もの達が集まり、とてつもなく強い異い種しゆが再生を待つ状態で聖地のどこかに潜ひそんでいる〟




　その報告を受けてパンディア国立連れん術じゆつ士し学園の生徒と教員、村の人々、精せい霊れい庁ちようの官かん人じん全てが大がかりな捜そう索さくに乗り出したのだ。

　エリルの連れん禱とう検けん証しようのため聖地に留とどまっていた蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやの指し揮きの下もと、皆が総そう出でで村や東の森をくまなく捜す。二百人弱の村人には精霊庁が出国希望を募つのったが、誰もが魔物が集まりくる真夜中に国を出るよりは精霊術士達の元に留とどまることを選んだ。

　アスラの言葉を信じるなら、異種の復活の目安は一いつ昼ちゆう夜や。あまりに再生が進むと危険なため、明日の夕方には捜索を精霊庁の連術士と守護者達だけに任まかせなければならない。

　見つけたくはないが、見つからなければさらに怖おそろしいことになる。

　誰もが戦せん々せん恐きよう々きようとパンディア内を走り回っていた。
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　精霊庁の奥まった一角。

　長ちよう老ろう達が会議を開く部屋には、六人の人物が顔を揃そろえていた。

　パンディアの四人の長老のうち、学園長、村長、大だい臣じんはそれぞれ管かん轄かつの人々への説明や異種捜索に出ており、エリル達の前に現れたのは各国の連術士協会を束たばねる若手の長老。

　蒼穹の守護者達の長ちよう官かんでもある、ウォーデン・ラザロだった。

　副学長メリン・ベネットの異種化やアスラジヤード・アドナムの最さい期ごの命令。

　椅い子すにも座らず立ったまま報告を聞き、ラザロは重いため息をついてエリル、リト、ハイヤーン、ロッシを見つめ、最後にユークに目を留とめた。

「では、グリンダ殿どのはアスラジヤード・アドナムの命令が大きな支配力を持つとお考えなのだな？」

　ラザロは五十代後半だが、戦いの中に身を置いてきたと分かる鍛きたえられた身体つきに、まだ白いものが交まじり始めたばかりの黒髪、機き敏びんな動きで十歳は若く見える。

　初めて話をする学園長以外の長老に、ユークは緊きん張ちようした面おも持もちで答えた。

「はい。魔物への命令は個体の能力の強さで決まります。彼らは独どく自じの伝達能力を持っていて、副学長以上の異種だというアドナム先せん輩ぱいならその影響力は計はかり知れません」

　雲うん霞かの如ごとく集まると思っといた方がいいわ！　と笑顔で言い放ったグリンダを思い出し、ラザロだけでなくエリル達も一いち様ように押し黙った。

　通常の魔物なら蒼穹の守護者の結界で防ふせげるが、今夜ばかりは安心できない。

　なぜなら、パンディアの中に結界を破やぶる強大な異種が存在しているからだ。

（それに、外からも結界を破るような異種が集まるかもしれない）

　もし、魔物達がたくさん集まったときに結界が破られたら……。

　想像し、エリルの背せ筋すじに冷たいものが走ったとき、力強い声が響ひびいた。

「大丈夫です。結界が破られる前に異種の核を見つけ出せばいい。一日あるんだ、再生する前に倒せば絶対にパンディアを守ることはできます。核の状態は無理でも、あんな強い異種なら再生を始めればきっと見つけられるはずだ」

　不安など何もないかのように言い切ったリトに、全員の視線が集まる。

（クローウェル君……）

　かなり楽らつ観かん的てきな意見だが、先ほどまで感じていた恐きよう怖ふが和やわらぎ、エリルは全身が温かくなるのを感じた。

　そうだ。この場で何を考えても同じではないか。

　やるべきことなんて決まっている。核を見つけ出し、異種が復ふつ活かつするのを止める。

　そのためにパンディアの人々は核を捜し続けているのに────！

「クローウェルくっ……」

「えっ!?　要ようするにそういう話ですよね？　な、なんでみんなそんなに黙だまるんですか!?」

　勢いきおい込んで声をかけようとしたとたん慌あわてられがくっときたが、その一言で緊きん張ちようが解とけたらしい。

　硬かたかったユークとハイヤーンの表情がふっと緩ゆるんだ。

「まー、確かにお前の言うとおりだな。時間はある」

「さすがクローウェル君。君といると悩む暇ひまないね」

　いつもの顔で少し違う声を出すハイヤーンにからかわれ、リトは赤くなりながら反はん論ろんした。

「そ、そういうわけじゃありません！　俺だって不安だし、どうなるんだろって思うけど……」

　言葉を切り、だが、すぐにしっかりと顔を上げる。

「でも、エリル先輩がいるし、ユークだっているし、今はハイヤーン先生だっていてくれる。そしたら、なんか、なんとかなるんじゃないかって思うんです！」

　こんなにも強い精霊術士が揃っているのだから────。

　気持ちが手に取るように分かり、エリルは深い共きよう感かんを覚えリトを見つめた。

　誰とも連禱できなかった以前までとは違う。

　自分達はもう、一人ではないのだ。

　エリルやハイヤーン、ユークだけではなく、ロッシも生徒の素直な言葉に口くち許もとを綻ほころばせ、ラザロは年少者に教えられたと言わんばかりに微笑ほほえむ。

「そうだな。とにかく、君達〝守護者エフイラー〟はいつでも動けるよう待たい機きしておくように。異種が見つかり次し第だいすぐに出てもらう」

「はい！」

　この場にいるのはエリルと連禱できた者、そして絶対の信頼を置ける者のみだ。

　すでにエリルはラザロに命めいじられ、蒼穹の神しん殿でんで出会った精せい霊れい王おうの話をリト達にしている。

　学生時代に旗き手しゆとして神殿に入り、精霊王に直接会ったというハイヤーンは別として、リトとユークは大きな驚きをもって話を聞いてくれた。

　自分達が〝守護者〟と呼ばれる存在であること、精霊王に選ばれ生まれたこと。鏡であるエリルが持つ力、そして時代を歪ゆがめる災さい厄やくについて────。

　ひととおり話を終え、さらにラザロからも隠かくされていたことを聞かされ、エリルは感かん嘆たんの息をついてロッシを見上げた。

「でも、ロッシ先生が蒼穹の守護者だったなんてびっくりしました」

　ただの教師ではない。

　ロッシは長官であるラザロに命じられ、学園長パヴァルの影の右みぎ腕うでとなるべく派は遣けんされた人物だったのだ。

　エリルだけでなくリトやユークからも尊そん敬けいの眼まな差ざしを向けられ、ロッシは少々面めん目ぼくなさそうにまごつく。

「まあ、その……、グリンダ女じよ史しにはすぐ見破られてしまったがな」

　パヴァルからグリンダの監かん視しを命じられていたがすぐに勘かんづかれ、エリルの名を騙かたる呼び出しを受けたときは逆に「いい機会よ、決着つけましょう！」と待ち伏せを提てい案あんされたという。

　諸もろ々もろを思い出したのか、額に手を当てロッシはがっくりとうなだれた。

「国に帰るよう忠ちゆう告こくもしたのだが全く聞き入れてもらえず、隙すきを見てはイムセントの部屋に行かれ、あげくに彼女が主しゆ塔とうから転てん落らくする事じ態たいに……！　クローウェルがいなければ一体どうなっていたことか！　しかし炎ほのおの異種と戦ったときはグリンダ女史に助けられ、怒るに怒れん……！」

「キアン君のお母さんってかなり強きよう烈れつだよねー……。噂うわさ以上だったよ？」

「やめてくださいっ、ハイヤーン先生！　本当に母親じゃないですから！」

　心底身み震ぶるいして否定するユークだが、戦いのときにはなんだかんだでグリンダを守っていたので律りち儀ぎである。

　ともかくそれぞれの事情が分かり、エリルは一番の謎なぞであるハイヤーンを見上げた。

「でもハイヤーン先生、どうして精霊術を封ふう印いんしていたんですか？」

　エリルにとっては不思議で仕し方かたがないことだ。

　ハイヤーンもリト達と同じく連禱できないが、力は素晴らしい。特に封印しなくても日常生活を送れるはずだと考えたのだが、そんなエリルに答えたのはラザロだった。

　くわっと目を見開き、怖ろしいほどの形ぎよう相そうでハイヤーンに指を突きつける。

「なぜかというとな、こいつを野の放ばなしにしておくと無茶ばかりするからだ！　封ふうじておかんと一人で魔物に向かっていって勝手に死んでしまう！」

　先ほどまでは、若いが長老として威い厳げんを感じる紳しん士し……という印象だったのに、拳げん骨こつを握りハイヤーンに向かう姿で一気に問題児を叱しかる教師になってしまった。

「学園でも任にん務むでもハイヤーンにはどれほど苦労させられたことか……！　自分の力を過か信しんするなと散さん々ざん注意したのにいつまでたっても単たん独どく行動をやめん！」

「それ昔の話！　ラザロ先生、僕はもう大人ですよ？　後先考えず突っ走ったりしませんって」

「死にかけても懲こりなかった奴やつがたかだか四年でまともになるとは思えん！　お前がそんな無む謀ぼうな性格だからロッシの封印解かい除じよがギリギリになったのだ！　反省しなさい！」

「ええぇ、相変わらずラザロ先生はアランびいきだなぁ。学園にいた頃から変わってないんだから」

「馬ば鹿かもんッ、変わってないのはお前だ！　お前が大おお怪け我がなどするから精霊術を封印する羽は目めになったのだろうがっ！」

　あー……という顔をしたエリル達三人に、ロッシが疲れた顔で事情を説明してくれた。

「聞いたとおりだ。ラザロ長官は一時期学園にいたこともあってな、私とグレイの指し導どうを受け持ってくださっていたのだ」

「そんな感じしました」

「……声が揃ったな。まあとにかく、グレイが元蒼穹の守護者で任務中に大怪我したというのは本当だ。喉のどに異い常じようはないが、危険なので行動を制限するために精霊術を封印した」

　そこで言葉を切り、ロッシは若じやつ干かん詫わびるようにユークに目を向けた。

「当初はその目的のみだったが、最近では誰が内ない通つう者しやでどの国が敵か分からなくなってな。最終的な判はん断だんが下せるときまで精霊術が使えないふりをすることに決めたのだ。……正直なところ、キアンを送ってきたアントワルドを一番に疑うたがっていた」

「それも当然ですね。俺だって疑われることは覚かく悟ごの上でしたから」

　アントワルド人で親が学者といえば、どうしてもグリンダ研究所との繫つながりを考えてしまう。リトと入学前からの友人、というのも怪あやしむ要よう素その一つだったはずだ。

「でも、怖ろしいことしますね……。封印の祝詩はかけた人にしか解とけないじゃないですか。罪ざい人にんに使われるときはかまいませんが、ハイヤーン先生は大事な役目を持った人だ。ロッシ先生に何かあったら解けなくなるんですよ？」

　もしもロッシが命を落とした場合、ハイヤーンは精霊術が使えないままになってしまう。

　ありえないと戦せん慄りつしたユークだが、ラザロは平然と答えた。

「原げん則そくとしてはそうだが、圧あつ倒とう的てきに力が勝まさる空そらの守護者がいれば解けるぞ」

　封印の術にももちろん強弱はあるが、圧倒的な差というものは生まれにくい。術者以外が解除できるような強さは存在しないと言ってもいい。そのため、罪つみを犯おかした精霊術士以外に使われるのは禁きん止しされている。

　もしその術に歴れき然ぜんとした力の違いが生まれるとすれば、それは封印に関わる属性──空の祝福を受けた者だけだ。

　要ようするに、エリルが蒼穹の神殿から戻ってきたときがハイヤーンの封印が解かれる日だった、ということになる。

　いろいろあって遅くなっちゃったけどねと笑い、ハイヤーンは姿し勢せいを正した。

「長老達は入学前からレヴィスさんに注目していたんだ。だから僕を教師として派遣し、様子を見るため君の側に置いた。災厄の正体がはっきりするときまでの護ご衛えいも兼かねてね」

　打ち明けた表情からすっと笑みが消え、水色の瞳が強い光を湛たたえエリルに向けられる。

「──僕には最初から君が特別だって分かっていた。僕と連禱できるのは君だけだ。君がいてくれて、初めて僕は戦うことができる。僕は、ずっと君を待っていたんだ」

　今まで耳にしたこともないほど、真剣な声だった。

　視先を逸そらすこともできず、エリルは途と惑まどいながら目を瞬またたく。

「最初から……？　どうして……」

　なぜ、そんなことが分かるのか。

　エリルの疑問を受け、ハイヤーンはふっと目め許もとを和なごませおもむろに首元の釦ボタンを外はずした。

　そのまま二つ三つと外して襟えり元もとを緩め、喉から鎖さ骨こつ、胸元までの肌を曝さらす。

　目を丸くしてハイヤーンの行動を見つめていたエリル、リト、ユークは、やがて現れたものに大きく息を吞のんだ。

「僕の故こ郷きようはクーファじゃない。本当はアドナ王国の西方、山奥に住むジルクっていう部族の生まれなんだ」

　鎖骨から胸元、そして知識として知るとおりならおそらく二の腕まで。

　ハイヤーンの肌はだに刻きざまれていたのは、太陽や波、風の動きや植物などを図ず案あん化かした連続文もん様ようの刺青いれずみだった。

　それは、アドナ国内では不ふ信しんの徒とと呼ばれ、異い民みん族ぞく狩がりによって不ふ当とうに命を奪うばわれている西方山岳民族──、精霊王の巫ふ師しともいわれる〝神々の仲介者ジルク〟の証あかしだった。

　ラザロとロッシはすでに承しよう知ちだが、驚く生徒三人にハイヤーンは笑いながら衣服を直す。

「学生の頃も隠してたから、アランや長老達しか知らないんだ。昔は精霊の力を感じられるって言われてたけど、今はそんなに大たい層そうなものじゃないよ。触ふれ合ったらその人の祝福がなんとなく分かる程度。でも、レヴィスさんは力も祝福も他の人と感じ方が違った。触れなくても会った瞬間に分かったし、だから特別だって思えたんだ」

「じゃあ、もしかして先生がクーファの出身なのは……」

　自国の事情を思い出したエリルに、ハイヤーンはあっさりとうなずいた。

「そう、難なん民みんとして入ったんだ。見つかると追い出されるから隠かくれて暮らしてたけどね」

　経けい緯いを知ったエリルが納なつ得とくすると、ハイヤーンは唇くちびるを尖とがらせラザロを指差した。

「先生にもレヴィスさんが空の守護者だって言ったけどあんまり信用されなくて。長老達は参考程度に聞いてくれただけだったんだよ。確かに当時のレヴィスさんを旗き手しゆに選ぶわけにいかなかったし、僕は君だって確かく信しんしてたから特に焦あせってもなかったけど」

「ただ、レヴィスの結界が強いことは長老達にも重じゆう要よう視しされていた。連禱ができないのはグレイに続いてイムセント、そして君で三人目だ。これは守護者が集まりだしているのではないかとされ、私も教員として学園に派遣された」

　ロッシの言葉に、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でラザロが口をはさむ。

「だがな、ハイヤーンはイムセント君についても『特別』だと言い予想を外はずしている。彼女は旗手として蒼穹の神殿に入ったが精霊王に会わなかったのだ。要するにこれは……」

（え!?）

「待ってくださいッ！」

　ドキリとしたエリルと同時、ラザロの言葉を遮さえぎったのはユークだった。

　ユークは挑いどむようにラザロの前に立ち、真剣な声で訴うつたえる。

「ラザロ長老。風の守護者は絶対にターニア……いえ、ターニア先輩なんです。ハイヤーン先生の言うことは間違いじゃない」

　眉まゆを上げたラザロにはっきりと告げ、一度言葉を切ったあと、ユークは力強く続けた。

「俺は、ターニア先輩からキドナ地方を滅ほろぼしたときのことを聞きました。そのときにターニア先輩がエリル先輩と連禱できない理由が深く理り解かいできたんです。彼女はエリル先輩の前で強い力が出せない。出そうと思っても、恐きよう怖ふや罪ざい悪あく感かんに負けて使うことができない」

　自分の力のせいで何か良くないことが起こってしまうのではないか。

　力を使えば、エリルが自分に気づいてしまうのではないか。怯おびえてしまうのではないか。

　こんな力をエリルに見せたくない、見られたくない────。

「そんな気持ちが表に出てしまって、ずっとエリル先輩と連禱できなかったんだ」

　ターニアの過去をかいつまんで話し、ユークは迷いのない目で断だん言げんした。

「拒こばんでいるんです。ターニア先輩の心も、身体からだも、エリル先輩との連禱に耐たえられない。だから祝詩を詠よんでも一いつ切さいの術が出ない」

（────!!）

　拒んでいる──────。

　どこかで聞いた単語だと、考える間もなくエリルは思い出していた。

　あの美しい聖せい山ざんの神殿。そこで耳にした言葉だ。

（そうだったんだわ──……！）

　今の時代に干かん渉しようできないと言っていた老ろう婦ふ人じんだが、彼女はとても重要なことを教えてくれていたのだ。

（あれは、ターニアのことだったんだ……！）

　目に映るもの全てが一いつ新しんされたような心地ここちで、エリルはしっかりと顔を上げた。

「ラザロ長老。私も、ターニアが風の守護者だと思います」

　エリルと連禱したことは、ただの一度もない。

　守護者として繫つながり合う波は動どうを感じたこともなく、確信を持てるようなものは何もなかった。

　──でも。

「私、蒼穹の神殿で消えようとする精霊王様に尋たずねたんです。他の守護者に会わなくていいんですかって。そうしたら精霊王様は『望めば会う、でも私を拒む子もいる』って仰おつしやったんです」

　助じよ言げんではなく、ただ過去に起こった事実を述のべただけだろう。

　だが、婦人が入にゆう山ざんしたのは三百年前で次に役やく目めを引ひき継つぐべきはエリルなのだ。

（それなら精霊王様は今の守護者について言ったはずだわ）

　ハイヤーン以外に守護者となるべき人物が蒼穹の神殿を訪れたが、精霊王に会うことを拒んだ。

　それだけで自信が持てる気がした。

「私達五人は必ず同じ時代に生まれる。私達に近い世代で、精霊祭の旗手を務つとめたことがあり、ハイヤーン先生やキアン君、クローウェル君と同じような力を持ち、精霊王様と会うことを拒み、他た者しやと連禱できない人────」

　そして、エリルと連禱してもなんの術も出せないたった一人の人物。

「そんな人、ターニア以外に思いつかないんです」

　残る守護者の祝福は〝風〟。

　ユークだけでなく、いつの間にか聞き入っていたリト、ハイヤーン、ロッシ、ラザロを見渡し、エリルははっきりと言った。

「きっとターニアです。ターニアが守護者である限り、私達は必ず連禱できる。私と、必ず連禱するときがくる」

　それが運命というものだからだ。

「……ふむ」

　ラザロはもう疑わしそうな顔はしていなかった。

　ただその表情が重苦しいものに変わり、深いため息がもれる。

「だが、精神的な枷かせを持つ彼女と連禱するのは簡単ではないぞ。守護者五人の結界でパンディアを守るのが現時点の理想だが、君とイムセント君が連禱できない以上、この先も異種を防ぐ結界が張れないことになる」

　エリルは無言で考え込んだ。

　ラザロの言うとおり、今エリル達の結界が張れるなら炎の異種に破られる心配もなく、外から強力な異種が来ても防ぐことができる。

　なぜなら、この時代の災厄が異種であることは明らかであり、エリル達は災厄に打ち勝つ力を与えられているからだ。

　皆の視線を受け、エリルは静かに目を閉じた。

「──私、ターニアと話をしてみます。明日の夕方までには五人で結界を張れるように」

　制限時間は明日の夜だ。

　消しよう滅めつに近い打だ撃げきを受けたため、異種の復活がそれ以い降こうにずれる可能性も大きいが、他にどんな異種が現れるか分からない。

　できるだけ早く結界を張るべきだろう。

　空色の目を開き、エリルは意を決して力強く答えた。

「必ずターニアと連禱してみせます。だから、少しだけ待っていてください」
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　核かくが見つかれば呼ぶから少し休きゆう憩けいしておきなさい、とリト達が案内されたのは会議室に近い南向きの部屋だった。

　異種復活は最さい短たんで明日の夜だが、具体的にいつになるかは予よ測そくできない。リト達守護者が気を張らなければならないのは、今日ではなくむしろ明日の夜から先になるだろう。

「復活までに異種を倒すか、イムセントさんも交えて結界を張れれば一番いいけど……。確かに難むずかしいよね。レヴィスさんがイムセントさんと連禱するのって」

　ターニアの問題は心のとても深い所に突つき刺ささっており、簡単に消せるものではない。

　静かな精霊庁から灯あかりの揺れる村を見下ろし、ハイヤーンは深しん刻こくな表情で腕を組む。

　隣となりに立って話を聞きながら、リトは言葉もなくうつむいた。

　ラザロとの話し合いのあと、全ての長老が集まる会議に出席し、さらにエリルは学園長と相談し、ターニアに会うため東とう翼よくへ行っている。

　リトとハイヤーンがついていこうとしたが、エリルは「ターニアと二人きりで話したい」と言い、一人で部屋に向かったのだ。

　窓から東の空を見上げればすでに仄ほの明あかるく、うっすらと朝焼けに染まり始めていた。

（──もうすぐ夜が明ける）

　今日という日が始まる。

　いつ壊こわれるか分からない結界を見守りながら異種を捜し、どれだけ集まるか分からない魔物と戦わなければいけない今日が。

（エリル先輩……！）

「こら、聞いてる？　クローウェル君」

「痛っ！」

　ぽかりと頭を小こ突づかれ、リトは慌てて意識を現実に戻した。

　ハイヤーンはどこか呆あきれたような顔でリトを見つめ、しみじみとつぶやく。

「全然避よけられないねー……」

「す、すごい不ふ意い打うち……いえすみません、何でもないです！」

　言い訳を言うなど情けない。どんな状況でも油ゆ断だんしないことが大切だ。

　ぱしっと自分の頰ほおを両手で叩たたいて気合を入れたリトを複ふく雑ざつな顔で眺ながめ、ハイヤーンはやれやれと肩を落とす。

「魔物が侵しん入にゆうしてきたら君とレヴィスさんで組むんだよ？　君とキアン君じゃ属ぞく性せいが正反対だし連禱祝詩で力を重ねたら反発しちゃうから。僕とキアン君で組む」

「はい！」

　重要な今後の予定にリトは表情を引き締めた。

　ハイヤーンにだけはみっともないところを見られたくない。

　リトより七歳も年上で、教師で、蒼穹の守護者で、これでもかというほど強くて、精霊術まで強くて、エリルから絶ぜつ大だいな信頼を得ていて、さらには同じ守護者。

　今やハイヤーンはただの教師ではなく、リトにとって一番身近な目標とする男となっていた。眠れなくなるほど悔くやしいし敵かなわないと思うが、やはり尊敬する部分もある。

　失しつ望ぼうされるのは避さけたくて姿勢を正せば、ハイヤーンは小さく息をついた。

「何考えてたの？　イムセントさんのこと？」

「…………それもあります」

　本当にエリルとターニアは連禱できるのか。もしできなければかなり苦しい戦いになる、というのも確かに不安だ。

　だが、考えていたことはほんの少し違う。

　話すべきかどうか迷ったが、静かな空気に押されリトはぽつりと声を零した。

「……なんか。みんな、すごく辛つらい思いをしてここまで来たんだな、と思ったんです」

　グリンダが来たあの日のターニア、夜の岩場で泣いたエリル、研究所と友人の板いた挟ばさみになったユーク、そして故郷を追われたハイヤーン────。

　精霊祭のあの日、怪我を押してまで旗手の役目を果たそうとしたエリルの気持ちを、リトは理解することができなかった。

　そんな自分に皆の辛さが共有できるはずがない。そのことはよく分かっているのだが。

「俺はここまで苦労もなく育ってきて、なんか、こんなこと考えても仕方がないんですけど……」

　自分は、最後の最後まで皆と一緒に戦うことができるのだろうか。

　それぞれに乗り越えてきた何かがあり、リトにはそれがない。

「…………」

　一瞬とてつもなく深い沈黙が落ち、ハイヤーンが返事をする前にリトは自分で自分の言葉を打ち消した。

「すみません、今のは無しで。忘れてください。俺はエリル先輩を守りたいけど、今回のことで異種を創つくらせちゃいけないとも思えたんです。だから、守護者として戦いたい」

　異種の成り立ちを聞き、そのために殺されてしまった動物や人を解かい放ほうしてあげたいと思ったのだ。

　じっとリトを見つめたまま、ハイヤーンは口を開かない。

　リトが困ってしまうほど長い時間押し黙り、やがて表情を緩ゆるめた。

「いいんじゃない？　一人ぐらいそういう人間がいても」

「そういう……？」

「何かに縛しばられているわけじゃなくて、純じゆん粋すいにしたいからする人がいてもね」

　辛い過去によって、自らに使命を課かすのではなく。

　意外にも肯こう定ていされてうろたえたリトに笑い、ハイヤーンは笑顔のまま目を伏せた。

「なんかさ、長老とかグリンダさんに突とつ撃げきする君を見たら納なつ得とくするよ。アランやキアン君、イムセントさんが君を好きになる理由が分かる気がするんだ」

「……あ、えっとエリル先輩は？」

「レヴィスさんはまだ君のこと好きじゃないよ？」

「噓うそだっ！　後こう輩はいとしてならありだと思います！」

　恋愛じゃないならちゃんと好かれていると思うのだが、それにも入れてくれないらしい。

（や、やっぱり、ハイヤーン先生ってエリル先輩のこと……！）

「聞きたいことあるの？」

「──!!」

　心しん中ちゆうを読んだハイヤーンの言葉に口から心臓が飛び出そうになった。

　とっさにごまかそうとして……、だが、リトはぎりぎりでぐっと踏ふみとどまる。

（ここで逃げてどうする！）

　覚悟ぐらい決めなければならない。

　何度も同じことで悩んだり、嫌いやなことから逃げようとするのは自分の悪い癖くせだ。

　リトはどくどくと音を立てる心臓を押さえ、意を決して疑ぎ念ねんを声に出した。

「その……、ハイヤーン先生は、エリル先輩のことが好きなんですか？」

「うん、好きだよ！　……って答えたらどうする？」

　ズガッと頭ず蓋がい骨こつに何かがめり込み、剣で肩から斜ななめに斬きり下ろされた上に太い槍やりで心臓をメッタ刺しにされた気分です、と答える。

　目の前が暗くなって倒れそうだ。

　ものすごい大だい打だ撃げきに戦せん闘とう意い欲よくがゼロ以下に下がるのを感じたが、リトは必死に気持ちを奮ふるい立たせた。

「……っ、が、頑がん張ばります！」

　現時点でどう立ち向かえばいいのか分からないほどだが、逃げるわけにはいかない。

　誰が相手でも、自分はもうエリルをあきらめたりできないからだ。

（負けたくない──────!!）

　決意を込めて体たい勢せいを立て直したリトを面おも白しろそうに眺め、ハイヤーンは不ふ意いに苦笑した。

「羨うらやましいよ、君のそういうところ。僕には逆立ちしたって手に入れられない感情だ」

　徐じよ々じよに明るくなりつつある東の空を眺め、その向こうにあるものを見るように水色の瞳ひとみに力を込める。

「僕にあるのは復ふく讐しゆう心しんだけだ。僕はアドナ王家と神しん官かん達、そして異種を残らず滅ほろぼしたい」

　それらはハイヤーンが国を追われる原因となったものだ。

「異種は僕達一族──、ジルクの犠ぎ牲せいの上に誕生したものなんだ。異種をこの地上から殲せん滅めつするまで僕は必ず戦い続ける。どれだけ時間がかかってもね。そのためにはレヴィスさんに側にいてもらわないと困るんだ」

　純じゆん粋すいな恋ではない。

　ハイヤーンは確かにエリルを愛しているだろうが、そこには「必要である」という感情も含まれている。

　軽く目を閉じ、再び顔を上げたハイヤーンはリトに淡あわい微び笑しようを見せた。

「僕は、レヴィスさんはそういうことをちゃんと感じ取れる子だと思ってるよ」

（え？）

　優しい言葉の意味を考えようとしたとき、鋭い声が会議室に響いた。

「グレイッ！」

「リト！」

　振り向けば、扉口には青ざめたロッシとユークが立っている。

　リトとハイヤーンに留る守すを任せ異種捜索に出ていた二人は、部屋に戻るなりつかつかと歩み寄る。

　ついに異種の核が見つかったのだろうか。

　ただならぬ様子の二人にリトとハイヤーンが顔を見合わせたとき、ロッシがすっと窓の先を指差した。

「見るんだ」

　主おもに東の空ばかり見ていたリトは、指が示す方へ視線を転てんじる。

　高たか台だいにある精霊庁の一室からは、半円を描いて建つ五つの学舎。そして朝あさ靄もやの流れる大高原と素そ朴ぼくな村が見える。

　いつもと変わらないのどかで美しい景色に目を凝こらし、リトは眉まゆを寄せた。

（異種の核が見つかったんじゃないのか？　別に変なところなんて何も……）

「──ッ！」

　ない──、と思った瞬間、自分の口から短い悲鳴がもれた。

　同時に、隣に立つハイヤーンが低い唸うなりを上げる。

　大高原のはるか彼方かなた。

　黒い靄もやのようなものが仄暗い地平線の端から端、横一線に躍おどっている。

　黒い炎のようにゆらゆらと湧わき立ち、または沈むそれは魔物の群むれだ。

〝ここに結界が張られている〟とはっきり分かるほど、魔物達はある一線を越えずそこで蠢うごめき続けている。湧き立つように見えるのは無数の魔物が結界をよじ登っているのだろう。

　とっさにリトは窓から身を乗り出し、東の森や西の平野を見つめる。

　森の奥から鳥にしては大きすぎる生物が飛び立つのが見え、東にも魔物が集まっていることが分かった。聖山の向こうを見ることはできないが、おそらく結界の形のとおり綺き麗れいな六角形を描いて黒い線はパンディアを取り囲んでいるに違いない。

　さらに遠く上空を飛び回る無数の影を見つけ、ハイヤーンは血ちの気けの引いた顔で乾いた笑いをもらした。

「これは……、結界が破れたら本当にパンディアが滅めつ亡ぼうするかもしれないね……！」
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　一人でも大丈夫。

　血の繫つながりはなくとも優しい祖そ父ふパヴァルは一緒にいてくれようとしたが、今は大変な時だ。

　長老という大事な役目にある人を、自分などの側にいさせるべきではない。

　まだ暗い空を飛び交う翼つばさある魔物達を見上げ、ターニアはきゅっと震ふるえる拳こぶしを握にぎりしめた。

　朝焼けが広がり始めた聖せい地ちパンディアの地平には、黒々とした波がうねりを見せている。

　ありえない。大陸中の魔物が集まっているのではないかというほどの数だ。

　周辺の町や村は無事なのか。国こつ境きようを接しているオルティスやアントワルドは──。

　無意識にリトやユークの顔を思い浮かべ、だがターニアはすぐに心を静めた。

（大丈夫……！　魔物達は強者の命令に忠ちゆう実じつだわ。他を襲おそったりせずパンディアに向かってくるはず）

　途中の国や人々が魔物から逃げ身を守りさえすれば、大丈夫なはずだ。そう信じるしかない。

（エリル……！）

「ばあっ!!」

「キャアアアアアアアアアア────────────ッッ！」

　突然後ろから誰かに抱きつかれ、ターニアは凄すさまじい悲鳴を上げて飛び退すさった。

　とっさに振り払い窓を背に振り返れば、襤ぼ褸ろのような外がい套とうを纏まとった女が万ばん歳ざいの形で両手を上げている。

「やだー、ターニアちゃんったら！　そんなに驚かなくても！」

　満面の笑みで部屋にいたのは、しつこくターニアを追ってきたアントワルドの女学者、ルーシー・グリンダだった。

「なな、な……ッ！」

　なぜここに、いつの間に部屋に、どうやって入ってこられたのか。

　恐怖と混乱に襲われ口の動かないターニアに向け、グリンダはがばっと両手を広げ襲いかかってくる。

「ターニアちゃん、会いたかったわー！　身体からだの調子はどう？　この間はごめんなさいね？」

「いやああああ──ッ！　来ないで！　どうして!?　どうしてここにいるの!?」

　なぜ誰も来てくれないのか。震えながら必死に逃げるもすぐに抱きつかれ、勢いあまって床に倒れ込んでしまった。

　馬乗りになってくるグリンダを引ひき剝はがそうと暴あばれるが、恐怖のせいか力が入らない。

「いやっ、離して！　ここには入れないはずよ!?　どうしてあんたが……！」

「ほらぁっ、魔物がパンディアを取り囲んでるじゃない？　死ぬ前にターニアちゃんに会いたいって言ったら学園長が入れてくれたのよ」

「！　おじい様が!?」

　ありえない、と思ったがグリンダは現にここまで来ている。

　美しい獲え物ものを組み伏せ、蒼そう白はくのターニアを真上から見下ろしたグリンダは舌したなめずりした。

「やだ、ちょっとゾクゾクしちゃうわ……！　脆もろすぎて本当に叩たたき割りたくなる……！」

　絹きぬを裂さくようなというべき悲鳴が脳のう天てんから出たが、やはり助けにきてくれる者はいない。

　ターニアに本気の怯おびえを感じ取ったのか、グリンダは苦笑して押さえつける力を緩める。

「冗談冗談。見れば見るほど美人ねぇ！　もうっ、ユークったら面めん食くいなんだから！　確かにエリルちゃんよりよっぽど心惹ひかれるわよねぇ！」

「──！」

　最後の一言で、ここ最近忘れかけていた感情が甦よみがえった。

　──自分の方が、エリルよりよっぽど心惹かれる、だって？

　たとえようもない怒りが心の奥底から湧き上がり、言葉となって唇くちびるから零こぼれる。

「……エリルを馬ば鹿かにしないで！」

　射い殺ころすように腹の上にまたがる女を見上げると、噓うそのように気持ちが落ち着いた。

　自分は一体何をやっているのか。

（こんな貧ひん相そうな普通の女にギャーギャー騒さわいで……！）

　みっともなく震えていたかと思うと怒りで血けつ管かんがぶち切れそうだ。

「さっさとどいて。重いのよ」

　ありったけの怒りを込めて睨にらみ上げれば、グリンダはきょとんと目を瞬またたき──。

「わあっ、あたしがあの子の手紙で知ってるターニアちゃんだわ！　これがいつものあなたなのね？　こっちもとても素す敵てきよ！」

　わけの分からないことを言い、いそいそとターニアの腹から下りた。

　床に起き上がったターニアは乱みだれたスカートを直し、剣けん吞のんな目でグリンダを見み据すえる。

「何の用なの？　死ぬ前にあたしに会いたいってどういうこと？」

「あら、ターニアちゃん。あなたパンディアに何が起こってるか分かってるの？」

　まるでこちらの質問の方が的まと外はずれだと言わんばかりで、ターニアはムッとして答えた。

「知ってるわよ。アスラジヤード・アドナムが魔物や異種達に命令を下したんでしょう？　パンディアを襲えって」

「そうそう。だから今パンディアにはとんでもない数の魔物が押し寄せてるの。中には結界を破るような異種もいるかもしれないわ」

「……エリルと駄だ犬けんかユー……、眼鏡めがねがいれば」

「ユーク!?　今名前呼ぼうとしたの!?　呼んであげて呼んであげてー!!　このまま死んでも本ほん望もうよっ！」

「だから、その死ぬとかってなんなのよ!?」

　迂う闊かつさを恥はじて真っ赤になって叫さけぶと、グリンダはぐっと顔を近づけ至し近きん距きよ離りでターニアを見つめてくる。

「だってターニアちゃんはエリルちゃんと連禱できないんでしょ？」

　思わず身を引けば、眼鏡の奥の茶色の瞳が逃のがさずターニアを捉とらえる。

「エリルちゃんね、あなたを選ぶんですって」

「は？」

　意味が分からず眉をひそめたターニアに、グリンダはニッと唇を吊つり上げた。

「誰と連禱するかよ。このまま魔物が侵しん入にゆうしてくるかもしれないけど、エリルちゃんは相手にあなたを選ぶんですって。あなたが来てくれるまで一人でいるって、今はリト君もユークもハイヤーン君も側にいないの」

「！」

（なんですって!?）

　一瞬、心臓が止まったかと思った。

　凍りついたターニアに向け、グリンダは残念とばかりに肩をすくめる。

「だからパンディアも終わりだしあたしも死ぬしかないなー、ってこうしてあなたに会いに、あっ！　ちょっと、ターニアちゃん!?」

　話が終わるか終わらないかのうちにターニアは部屋を飛び出していた。その背に「エリルちゃんは主塔の上にいるってー」という間ま延のびした声がかかる。

（エリル！）

　こんな、命が懸かかったときに何をしているのか。

　馬鹿なことを考える親友に向かって、ターニアは後ろも見ずに駆けだした。







「……ふぅ」

　ターニアが去った部屋でよっこいせと立ち上がると、開いたままの扉から上品な老ろう紳しん士しが姿を見せた。

　隣の部屋で待たい機きしていた学園長パヴァルは静かに歩み寄り、困ったように微笑む。

「ありがとうございました。私が言っても甘あまえて動かないでしょうから」

「あなたが甘いことを聞いてしまうのが問題なんじゃないの？」

「可か愛わいい孫まごなもので」

　心に傷きずを負ったターニアを育てるのは苦労の連続だったが、その分愛してやまない存在だ。ターニアに「いや、行きたくない」と言われれば、確かに許してしまうかもしれないとパヴァルは苦く笑しようした。

　ターニアが動いた以上、あとはエリルに任せるしかない。

　エリルなら必ずターニアを立ち直らせてくれる。今日の夜までに必ず守護者達で結界を張ってくれるだろう。

　あれだけの魔物がパンディアの外に集まり、いつ結界が破られるか分からない今、エリルだけが頼りだった。

　とりあえず頼まれた仕事を果たしたグリンダは、抜け目なく人差し指を立てる。

「交こう渉しようの条件追加していいかしら？　異種の死し骸がいをグリンダ研究所に回してちょうだい」

「……他の長老と相談しましょう」

「よろしく！　じゃあ、あたしはユーク達にターニアちゃんが主塔に行ったって伝えてくるわね！」

　さあ、あとは今夜の戦いを見るだけだ、と弾はずんだ足取りで部屋を出ようとしたグリンダは、窓の外を見てぴたりと足を止めた。

「やだ、ちょっと……」

　北側に面した窓からは、朝あさ陽ひに照らされた壮そう麗れいな聖せい山ざんパンディアが見える。

　その頂上付近の、真っ白な山肌。

「……噓……」

　ぽつんと血のように赤い点が見えた。
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　雲の流れが速い。

　昇のぼり際ぎわの朝陽を裏に隠し、黄おう金ごんに縁ふち取どられた巨大な雲が上空を流れる精霊庁の屋上。扉から飛び出したターニアは立ち止まることなく主塔へと駆かけた。

　異種との戦いがあった高い城じよう壁へきは一部が崩れ、一夜にして荒こう廃はいした印象を漂ただよわせている。

　長い螺ら旋せん階段を駆け上り、ターニアは息を切らせながら主塔の天てつ辺ぺんへとたどり着いた。

　広い円形のそこには、一人の少女が背を向けて立っている。

（──エリル……）

　二つに結った金色の髪が強い風に揺れ、短いスカートの裾すそがはためく。

　肩で息をしながら、ターニアは無言のまま小さな背中を見つめた。

　本当に、一人でいた。

　こんな危険な、大変な、何が起こるか分からないときに。

　戦う力を持たないのに────！

「エリル！」

　馬鹿なんじゃないかと思うと強い声が出た。

　叱しかりつけるような厳しい声こわ音ねに、地平を見つめていたエリルがくるりと振り返る。

　澄すんだ空色の瞳がターニアを真っ直ぐに見つめ、その愛らしい面おもてに花咲くような笑顔が広がった。

「ターニア！　来てくれたのね？」

　その表情や声があまりにいつもどおりで、ターニアは言葉を忘れ立ち尽くした。

　懐なつかしい、優しい呼びかけに自然と涙が込み上げ、きつく目を閉じることで堪こらえる。

　たった数日だなんて思えない。

　ずっとずっと遠く離れていたようで、怒らないと駄目なのに声が出なくなる。

　何度も深呼吸し、ターニアはうつむいたままようやく口を開いた。

「……エリル。ここは危ないの。早く誰かのところへ戻って」

　誰でもかまわない。リトでもユークでもハイヤーンでも。ロッシでもパヴァルでも誰でもいい。連禱なんてできなくてもかまわない。

　ターニア以外の精霊術士であれば、誰だってかまわなかったのだ。

　だがエリルに動く気配はなく、吞気に笑ったりする。

「戻らないわ。もう決めたの。私は最後までターニアと一緒にいるから」

「馬鹿なこと言わないで！　あたしはエリルと連禱できないのよ!?　あたしは選ばれた存在じゃないし精霊王も現れなくて──！」

「知ってるわ。精霊王様はあなたに拒まれたってちゃんと言ってらしたもの」

　予想外の返事に、ターニアは全身を大きく震わせた。

　束つかの間ま放心し、思考も言葉も、何もかもが止まってしまう。

（精霊王が、あたしに拒まれた──……？）

　精霊王がターニアを、ではなく、ターニアに精霊王が？

「う、噓よ！　そんなの！」

　そんなことはありえない。

　精霊王はターニアを選んだりなどしない。

　選ばれるべきはエリルのように輝かがやかしい存在。リトのように澄すんでいて、ユークのように優しくて、ハイヤーンのように強い人。ターニアのように罪つみ深ぶかい人間を選ぶはずがないのだ。

　平然としたエリルに向け、ターニアは必死で首を横に振った。

「違う！　あたしは絶対に違うの！」

「違わないわ。精霊王様が選んだのはあなたよ」

「違う！　あたしは選ばれるはずがない！」

「ターニア、話を聞いて！　私、あなたとちゃんと話がしたくてここに……！」

「やめてッ!!」

　何も聞きたくない──────────！

　そう叫び、踵きびすを返そうとしたとき。




　凄すさまじい地響きが聞こえ、聖山が激しく鳴めい動どうした。




「!?」

　エリルとターニアが同時に叫び、弾はじかれたように顔を上げたその先。

　轟ごう音おんの響く山頂付近から濛もう々もうと雪ゆき煙けむりが上がり、怒ど濤とうのような雪崩なだれが斜しや面めんを下っていく。

（あれは……！）

　その舞い上がる真っ白な煙を突き破るように、何かが怖ろしい速さで空へと飛び出した。




　血のように赤い四し足そくの巨大な体たい軀く。

　背から生えた二枚の大きな翼つばさがはばたき、その赤さにエリルは呼吸も止まるほど驚きよう愕がくした。

　空気と大地を震しん動どうさせながら響き渡る咆ほう哮こう。

　赤く輝く光を纏まとい黄金の中天へ躍おどり出たのは、まだ復活するはずなどない有ゆう翼よくの炎の獅し子しだった。




「まさかッ──!!」

　主塔から東の空を見上げ、エリルは愕然と叫んでいた。

　赤い翼をはためかせ、炎の獅子は雄お叫たけびを上げながら空の中を疾しつ駆くする。

　視界に映るものが信じられず、エリルは張はり裂さけそうなほど目を見開いた。

（ありえないわ──！　一昼夜の復活ですらないと思っていたのに!!）

　ハイヤーンとエリルが消滅近くまで追い込んだのが昨日の日にち没ぼつ後のこと。

　それからわずか半日だ。

　予想をはるかに超えた速さで異種はほぼ完全に復活し、その巨体で蒼穹の守護者の結界へと向かっていく。

　聖山から真っ直ぐ南へ。

　空の守護者であるエリルの結界すら砕くだいた激げき烈れつな力でぶつかり、パンディア中に響き渡る音を響かせ────。




　蒼穹の守護者達の結界を、叩たたき破った。




　ターニアが悲鳴を上げてうずくまり、エリルは抑おさえようもなく痙けい攣れんする手で主塔の壁を摑つかんでいた。

　不ふ可か視しの結界が崩れ去るのが見えた気がして、眼がん下かの村や学園から阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫びが上がる。

　外へ捜索に出ていた人々が引ひき潮しおのように駆けだし、我先にと精霊庁へ向かってくる。

（どうしてこんなに早く────!?）

　壊れそうなほど脈みやく打うつ心臓をなだめ、エリルは恐怖と混乱で渦うず巻まく脳内で必死に考えた。

　エリルが主塔にいることをリトやユーク、ハイヤーンは知らない。

（階下に戻って──、いえ、グリンダさんが私達のことを知らせてくれているはず！）

　下へ手たに戻ればすれ違いになるかもしれない。

　地平線の向こう、押し寄せる波のように接近する黒い群れを凝ぎよう視ししエリルは大きく息を吸い込む。

（でもここで待つなんて────！）

　どうすれば──と迷った瞬間。

「エリルッ！」

　泣き叫ぶ声に、思考に没ぼつ頭とうしていたエリルはハッと我に返った。

　いつの間にかエリルの手を握り、床にへたり込んだターニアが懸けん命めいにこちらを見上げている。

「早く逃げてッ!!　あんたは死んじゃ駄目なのッ！　早くここから逃げて!!」

　泣きじゃくりながら、必死の形ぎよう相そうで訴うつたえてくる。

　エリルの手を摑むターニアの指先は大きく震ふるえ、注意してみれば指先どころか全身が震えていた。

（ターニア……）

　彼女は立ち上がれないのだ、と気づいた瞬間、エリルの中から恐怖が消えた。

　炎の異種は魔物の群れの上空を飛び回り、まるで王者のように彼らを引き連れ人間達の元へ向かってくる。

（もういい）

　どこにいたって同じだ。

「ターニア」

　────迷うことなど一つもない。

　黒い魔物達のうねりから視線を外し、エリルは静かにターニアの手を握り返した。

　泣きすぎて倒れそうなターニアを支え、にっこりと微笑む。

「言ったでしょ？　私は最さい期ごの時までターニアと一緒にいるって」

　ここで待てばいい。

　リト達は必ず来る。状況の見えない屋内ですれ違いになるより確かな選せん択たくだ。

「エリル……ッ!!」

　恐怖に満ちた顔で悲鳴を上げたターニアを瞬きもせず見つめ、エリルは心の全てを込めて言った。

「──あなたとの連禱に賭けたいの」

　覚悟を決めた呼びかけに、へたり込んだターニアは震えながら何度も首を振る。

「無理よ……！　無理なの！　あたしはエリルと連禱はできない……！」

「それならそれでかまわないわ。あなたが立たないなら私が死ぬだけよ」

　皆が死ぬ、とは言わなかった。

「駄目よ……！　逃げて、エリル……！」

　まだ無駄なことを言う親友に、エリルは苦笑した。

　今さらどこへ逃げろと言うのか。立ち上がれないターニアを置いて。

「もういいのよ、ターニア」

　不思議なほど穏やかな気持ちで、迫りくる地じ響ひびきと巻き上がる土つち煙けむりを見下ろす。

「あなたがどうしても連禱できないと言うなら、もう私のことなんて気にしなくていい」

　ターニアはこれまでたくさん、エリルを守ってくれた。

「あなたを許すわ。キドナのことを気に病やむ必要はないし、もう私を一生懸命守らなくていい。あなたは自由よ」

「エリル……!?」

　呆然と、エリルを見上げるターニアの震えが止まった。

　もう十分だ。過去の罪を追つい及きゆうし、大好きな親友を縛しばりつけるなんてしたくない。

　ターニアはどこにだって行ける。エリルと共に生きる必要など微み塵じんもない。

「でも、もしあなたが私と連禱できると言うのなら、私はあなたを許さない。一生を懸けてあなたに罪を償つぐなわせるわ」

「──……！」

　それだけのことをターニアはしたのだから。

　極きよく限げんまで目を見開いたターニアを見下ろし、エリルは力強く、怒りを込めて断だん言げんした。

「絶対に許さない。死んでも許したりなんてしない」

　エリルの幸福の全てを奪うばい、一夜にして恐怖と喪そう失しつと、孤こ独どくと、絶ぜつ望ぼうを味わわせたのだ。

「それでも、私のことを本当に守りたいと思うなら立って」

　ターニアの贖しよく罪ざいが噓ではない──、ターニア自身の罪ざい悪あく感かんを和やわらげるためではなく、真実にエリルのためであったと胸を張って言えるなら。

「立って」

　もう時間なんてない。

　異種の群れに吞のみ込まれ死ぬか、連禱し迎え撃うつか。

「立つのよ」

　未いまだ動かないターニアに向け、エリルは全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて叫さけんだ。




「────私を守りたいと思うなら立ちなさいッ────────!!」
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「グリンダさんッ！」

　東翼からわたわたと出てきた女学者を見つけ、リトは全速力で駆けた。

　リト達三人の姿を見たグリンダは真っ先にユークに駆け寄り、慌ただしく訴うつたえる。

「大変よ──っ！　異種がっ異種がもう復活してるわ！　あいつは聖山の上にいたのよ！」

「いいからッ、ターニアとエリル先輩はどこだ!?」

　ユークは焦あせりのままに怒ど鳴なった。異種がどこにいたかは今さらどうでもいい、復活は見れば分かる。今は一刻も早くエリルを見つけ出さなければならないのだ。

「主塔よ、主塔にいるわ！　こんなに早く異種が復活するなんて思わなかったから……！」

　再生の兆きざしなど何もなく、誰もが一昼夜の復活も無理だと信じきっていた。

　話をする時間ぐらいあるだろうと長老達ですら油ゆ断だんしていたのだ。本当に時間が迫ればエリルをターニアから離し、リト達の元へ返す予定だった。

「行くよ！」

　ハイヤーンが走りだし、リトとユークも即そく座ざにあとを追う。

（エリル先輩！）

　二人が主塔から移動していないことを願うのみだ。

　パンディアの民はもう迎え撃つしかない。精霊術が届く範囲に入れば抗こう戦せんが始まるが、並の精霊術士であの群れを止められるとは思えない。効こう果かがあるのはただ一つ、エリルと守護者の最上位連禱のみだ。

　それまでに一刻も早くエリルと合流しなければならない。

　三人は屋上への長い階段を競い合うように駆け上り、開きっぱなしだった扉から外へと飛び出す。

「エリル先輩ッ、ターニア先輩ッ!!」

　全身で叫び────。

　主塔を振り仰あおいだリトはハッと大きく目を見開いた。

　同様に、走りだそうとしたハイヤーンが、ユークがとっさに足を止める。




　リトの声は、きっと届いていなかっただろう。




　主塔の上にはターニアとエリル、二人ともがその場に留とどまっていた。

　だが駆けつけることはできない。

　最上階に立つエリルとターニアは、異種も、魔物の群れも、リト達をも見てはいなかったからだ。

　二人はまるで鏡に対するように向かい合い、互いの両手を胸元でしっかりと握りしめる。

　祈るような形に指を絡からめ、額がつくほど近くまで身を寄せ合い────。

　嵐の前のように一切が凪ないだ空気の中で、閉ざされていたターニアの目ま蓋ぶたがゆっくりと開かれた。




「──────連禱　三百十三番」




　それはささやく声で始まった。
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「────　聞け！　鳴りどよめきて宣響おとなう声を────!!」




　ターニアの黒い瞳ひとみが毅き然ぜんと見開かれ、力強い声が魔ま物もの達の上げる地じ響ひびきと叫きよう喚かんを切きり裂さき響き渡る。

　それは思わず聞き惚ほれずにいられないほど凜りんと澄すみきり、美しく気高い。

　堂々とした主しゆ導どう者しやの序じよ詩しに、エリルは途と切ぎれることなく滑なめらかに応こたえた。

「汝なんじは蒼そう穹きゆうの玉座に在あり　天てん輪りんを廻まわす者！　運命の嚮きよう導どう者しやよ！」

　祝しゆく詩しの詠よみ合わせは、数えきれないほどしたことがある。

　何十回どころか、何百回、何千回────。

　二人はいつだって誰よりも側にいた。一番近くにいて、それでも、他の人と違う何かを感じたことなどなかったのだ。

「空そらを率いて馳はせ巡めぐり　諸もろ人びと応こたえ歌いだす！」

（それなのに、こんなにも違う────！）

　熱く燃えるようなターニアの手を握りしめ、エリルは全身の血が沸ふつ騰とうし口々に叫さけびだすのを感じた。

　この人だ。

　そうだ、この人なのだ。

　身体からだ中を駆かけ巡る風と、繫つなぎ合った手から爆ばく発はつするように膨ふくれ上がっていく力──！

（ターニアしかいない────────!!）

「扉を開き　ひれ伏し迎えよ飛ひ翔しようの神を！」

　全てを懸かけるようなエリルの声を受け留とめ、ターニアは間かん髪はつ容いれず天を仰あおいだ。

「来たれり　来たれり！　いざ来たれり────!!」

（守りたい──）

　ターニアの切なる願いがエリルの心に流れ込んでくる。

（皆を守りたい。ここにいる皆を、エリルを──────！）

　何かを駆け上がっていくような昂こう揚よう感かんと浮ふ遊ゆう感かん。

　押し寄せるような風に手と手が離れぬよう渾こん身しんの力を込め、エリルは持っていかれそうになる意識を懸けん命めいに繫ぎ留めながら全身で叫さけんだ。







「────　響け天てん籟らい！　汝の到とう来らいを讃たたえ　涯はてなき天地を歓かん喜きで満たせ　────!!」




　二人の声はぴたりと重なり、衝しよう撃げき波はのように四方八方に広がっていく。

　エリルとターニアが立つ主しゆ塔とうから精せい霊れい庁ちよう、聖せい山ざん、学園、村。その全てを囲み込むように巨大な風が円を描いて渦うず巻まき、刹せつ那な、怒ど濤とうのように速そく力りよくを増した。

　ただの風ではない。

　風の守護者であるターニア、そして〝鏡〟であるエリルの最上位連れん禱とうによって吹き荒れるそれは、魔物達を滅ぼすための力そのもの。

　パンディアの建物群を中心に広がった嵐あらしは速力と風力だけでなく、触ふれた魔物を残らず消し去っていく。

　その恐ろしい風に耐たえられる魔物などおらず、地平を覆おおっていた黒い波はことごとく一いつ掃そうされていった。

　地を走るもの、空を飛ぶもの、強いもの、弱いもの、そして蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやの結界を打ち破った炎ほのおの異い種しゆすら神のような力に抗あらがうことはできない。

　途方もない嵐は大高原を余すことなく浚さらい、天上高く吹き上がり、強大な竜たつ巻まきとなって空を流れる大きな雲の塊かたまりを蹴け散ちらしていく。

　やがて猛もう威いを振るった風が細い旋せん風ぷうとなって消えたとき、天空からは雲が消え、地平に見える魔物はそのほとんどが姿を消していた。




　夜明けから、どれほどの時間が経たっていたのだろう。

　太陽は完全に姿を現し、遮さえぎるもののない黄金の光が主しゆ塔とうの上に立つターニアとエリルを照らし出していた。

「……本、当に…………？」

　手を繫いだまま、連禱を終えたターニアは糸が切れたようにくずおれる。

　八年前のあの日、雲を呼び寄せ豪ごう雨うを降らせたターニアの力。

　それが、今日は抜けるような青空をもたらしていた。

　引きずられそうになり踏みとどまったエリルを見上げ、ターニアは震える声で語りかけた。

「本当に、あたしを許さないでいてくれる……？」

　黒い瞳ひとみが食い入るようにエリルを見つめる。

　怯おびえきったターニアの手を強く握り、エリルは涙を堪こらえながら精一杯笑った。

「当たり前でしょう？　一生許したりなんてしない」

　エリルはもう何も覚えていない。

　綺き麗れいだった。楽しかった。優しかった。幸せだった。

　そんな漠ばく然ぜんとした、感覚的なことしか覚えていないというのに。

　キドナの村がどれほど綺麗だったか。周りにはどんな人々がいて、どんな暮らしをして、父や母はどんな顔をしていたのか。

　エリルはもう何も思い出すことができない。

「絶対に許したりなんてしないわ……！」

　だったら今手にしているものを大事にして何が悪いのだろう。

　今覚えているものを失なくしたくないと思って何が悪いのだ。

「ターニアはずっと私の側にいるのよ」

　これ以上、大切な何かを失くすなんて許されない。

　静かに膝ひざをつき、エリルはターニアの細い身体に腕を回した。

　彼女の腕がおそるおそる自分の背に回されるのを感じながら、エリルはその黒髪に顔を埋うずめるように力強く抱きしめた。

「ターニアはずっとずっと私の側にいて、私を守るのよ──────！」

　ターニアの存在理由なら、エリルが握っている。

　戦う力を持たない空そらの守護者、エリルのためにターニアは一生を捧ささげるのだ。

「エリル……！」

　泣きながらすがりつくターニアを抱きしめたその直後。




　頭ず上じようで石が崩れるような重い音が響き、吊つり下げられた大きな鐘かねがかすかに鳴った。




（え!?）

　傾かたむいた鐘にドキリとした刹せつ那な、けたたましい猛もう禽きんの鳴き声が響き渡る。

　巨大な黒い影が高速で空を横切り、魔物だと気づいた瞬間には鐘を支える石屋根が音を立てて崩れていた。

　悲鳴を上げる暇ひまさえなかった。

　エリルとターニアが抱き合ったまま、とっさに床にうずくまったとき────。




「汝　光こう輪りんを率いて　大だい地ち空くう界かいを砕さい破はせよ!!」




　落ちようとした鐘や石屋根に矢のように奔はしる炎がぶつかり、それらを全て弾はじき飛ばした。

　崩れかけた屋根、柱、主塔の大きな鐘がことごとく吹き飛び宙ちゆうを舞う。屋上の石床に墜つい落らくし叩きつけられた鐘が甲かん高だかい音を立てて鳴り響き、すぐさま緊迫した声が聞こえた。

「エリル先せん輩ぱい！　ターニア先輩、無事ですかッ!?」

　遠えん慮りよも躊ちゆう躇ちよも一切ない豪ごう快かいすぎる荒あら業わざに、あ然と鐘の行方ゆくえを見送ってしまったエリルとターニアが振り返る。

　鐘も石屋根もなくなり、雲一つない青空だけが広がる主塔の最上階。

　飛び出すように現れた少年の姿を目にしたとき、エリルは全身が深い安あん堵どに包まれていくのを感じた。

（クローウェル君……！）

　素早く駆け寄ったリトが手を差し伸べてくれたが、とっさに立ち上がることができない。

　心も、身体も安心しきってしまい、堪こらえようもなく目の前が潤うるんだ。

「やっぱり……、一番に来てくれるのね──……！」

　初めて連禱したとき、絶対に守ると言ってくれたあの日から、いつだってリトは一番にエリルの元へ駆けつけてくれた。

「レヴィスさんっ、イムセントさん！」

　次いでハイヤーンが姿を現し、その後ろからユークが血相を変えてターニアに駆け寄る。

「ターニア、無事だったか!?」

　消えてしまった鐘も屋根も目に入らない様子で走り寄った彼の腕をかわし、ターニアはぷいとそっぽを向く。

「誰が呼び捨てにしていいなんて言ったの？　馴なれ馴なれしく呼ばないで！」

　わずかに赤くなった顔で言われユークは束つかの間ま呆あつ気けに取られていたが、すぐさま苦く笑しようし予定どおりターニアを抱き起こした。

「分かった、じゃあ二人のときにな。ターニア先輩」

「はあっ!?」

「キアン君、ちょっとあとで話があるんだけどいいかしら？　そのままあなた消えるかもしれないけど」

「す、すみませんエリル先輩、じょ、冗じよう談だんですよ」

　こちらこそ冗談で言ったのだが本気で怯えられ、ユークは引きつった顔でターニアから離れてしまった。別に今すぐ離れろと言ったつもりはないのだが。

　すっかりいつもどおりに戻ったターニアに、リトが万ばん歳ざいしそうな顔で迫せまる。

「おめでとうございます、ターニア先輩！」

「は!?　何がよっ、この駄だ犬けん!?　あんたあたしに眼鏡めがねを押しつける気!?」

「ちちち違います！　連禱っ、連禱のことです！」

　あっ！　という顔で赤くなったターニアをなだめ、ハイヤーンは騒さわがしい一同を苦笑でたしなめた。

「ほらほらみんな、まだ終わりじゃないよ？」

　ターニアとエリルの一いち撃げきで大半の魔物が消えたとはいえ、まだ殲せん滅めつしたわけではない。

　雲一つなく晴れ渡った空を飛び交ういくつかの黒い影。そして、パンディアの大高原の彼方かなたに未いまだ蠢うごめく魔物達。

「さあ」

　聖山を背に、五人は決けつ然ぜんと前を向く。

　エリルの左にはターニア、右にはリト。

　リトの隣に立つハイヤーン。そして、ターニアの側にはユークが。

　エリルを中心に自然と手と手を取り合い、ハイヤーンが命を下した。




「最後の大仕事だ」
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　パンディアの紋もん章しようは六ろく芒ぼう星せいであり、六という数字が大きな意味を持つ。

　正三角形と逆三角形の組み合わせは正反対の属ぞく性せいの合ごう一いつを示し、それは異なる二つの力を組み合わせる〈連禱〉に繫つながるものだ。




　主導者の祝福と属性が一いつ致ちしていないと使えない三百番台の連禱において、地・水・火・風いずれの精霊術士も発はつ動どうさせられない最後の最上位連禱。

　それは災さい厄やくの時代に生まれる空そらの守護者エフイラーのための祝しゆく詩しであり、このパンディアという地でしか効こう力りよくを発はつ揮きしない結界だった。

　地水火風の四人の守護者に、空。そして聖山に眠る精せい霊れい王おう。

　六者の力が重なり、はじめて成立する連禱だ。




「────連禱　三百二十番」




　今までのように、どうせ発はつ動どうなんてしないだろうと分かる宣せん誓せいではない。




「求め　求められ　望む　時の神の導みちびくままに　己おのれの命めいを全まつとうせよ」




　これは、唯ただ一人ひとりエリルだけが動かせる連禱。

　閉ざされていた目ま蓋ぶただけでなく、エリルは全身を開くように歌い上げた。

「いずれも皆　時の礎いしずえ　客人まろうどとして生を与えられ死を与えられる────」

　空の守護者であり、精霊王の代理者。

　エリルの序じよ詩しを終え、ユークが流れるように言葉を紡つむぐ。

「大海より生まれ」

　優しい響きに、リトが力強く応こたえる。

「光の中で目を開き」

　ハイヤーンが真っ直ぐに前を向き。

「大地を踏ふんで」

　ターニアがそっとささやく。

「風に呼ばれ」

　愛情、勇気や強さ、信しん念ねん、誰かを守りたいと想う心。

　きっと時代によって、選ばれた守護者達が持つ力や想いは違うだろう。

（だから、これが私達）

　この時代でしか逢あえなかった、自分達五人だけの力。

　さまざまな想いが一つに溶け合っていくのを感じ、エリルはしっかりと目を開き大きく息を吸い込む。

「災厄と幸いを繰り返し　果ては繫つながり　ひとつの環わとなり　天を照らし地を照らす」

　結びの句くに向けて五人は自然と呼吸を合わせ、彼方へ響けとばかりに高らかに叫さけんだ。




「────　愛もてすすめ　躊躇ためらわず　怖れず　全ては運命のもとに　────！」




　目に見えなくとも感じられる。

　青く輝かがやく清せい浄じような光がエリル達の立つ主塔から奔はしり、水のように溢あふれ出し大地へと広がった。

　それはパンディア中を満たし、緑豊かな大高原の果てまで。

　まるで今まで褪あせていたのかと錯さつ覚かくするほど世界は色いろ鮮あざやかに変化し、瑞みず々みずしく潤うるおいながら地平の先へと流れていく。

　大地だけでなく、白はく銀ぎんの霊れい峰ほうや澄すみきった青空。歴史を経へてきた城じよう塞さい。風ふう景けい画がのような小さな村。その全てが生まれ変わったかのように明るさを取り戻し、光の粒りゆう子しを散らしながら煌きらめいた。

　ターニアとエリルの連禱から逃のがれた魔物達もその光に吞のみ込まれ、流れに浚さらわれて一いつ斉せいに姿を消していく。

　この世で最高の浄じよう化かの力を持つ結けつ界かいに、エリルは祈いのりを込めた。

（もっとよ）

　まだできる。もっと力を出せる。

　繫つなぎ合った手から受け止めきれないほどの力が流れ込むのを感じ、エリルは心の全てを懸かけて祈った。

（もっともっとできる────！）

　もっと皆を守って。もっと先へ行ける。

　自分達ならできないことなんてない。何だってできる、どこにだって行ける────！

（あのとき、どうして叶かなわないなんて思ったんだろう──！）

　夢が叶わないなどと嘆なげく必要はなかったのだ。

　未来なんてその一瞬後に何が起こるか分からない。

　どうなるかも分からない。もしかすると終わるかもしれない。

　それでも────！

（絶対に無理だとされていたものが、次の瞬間に覆くつがえることだってある──────！）

　信じて、そのために力を尽くすこと。

　自らが持つ力を知り、エリルは正六角形の結界が門のように空へと立ち上がっていくのを感じた。

　いつかリトとエリルが打ち破った、パンディアを守る精霊王の結界。

　それが今、新たな形で張り巡めぐらされたのだ。










　もう主塔の屋根は吹き飛んでいるのに、どこからか鐘の音が聞こえた気がした。

　不思議な音はパンディア中に響き渡り、ゆっくりと地平の彼方かなたへ消えていく。

　耳を澄ませていたエリル達五人がそっと目を開いたとき、そこには美しく、いつもと変わらない素朴な村と緑の大高原が静かに広がっていた。

　黒い波となるほど地平に群むらがっていた魔物は一匹たりともおらず、辺りは穏おだやかな秋の空気に包つつまれている。

　全身の力を抜き、大きな息をついたとたん背はい後ごから拍はく手しゆが起こった。

　驚いて振り返ったエリル達の目に、四人の男の姿が映る。

　このパンディアを治める長ちよう老ろう達は深い尊そん敬けいと感謝を持って、五人の守護者を祝福した。

「おめでとう。新しい精霊王の誕たん生じようだ」

　パンディアの政治を司つかさどる大だい臣じんイザークが誇ほこらしげにエリルを讃たたえ、学園長パヴァルが涙を堪こらえターニアをその広い胸に抱きしめる。

　杖つえをつきながら主塔を上ってきた村長ダンテは、やれ驚いたと空を見上げた。

「これほど力ある五人が張った結界は過去にあるまい。この先、おそらく何百年とパンディアを守っていくことになるだろう。お前さん達の力なら弱まることなく、次の精霊王も張り直すことはできぬぞ」

　結界は守護者の死と共に少しずつ弱まっていくものだが、エリル達のものを打ち破る守護者が現れるのはいつのことになるのか──。

「我々は素晴らしい精霊王を目にしたことになるな」

　冗談めかしたラザロにエリルも笑った。

「まだ蒼穹の神殿には入りませんから」

「当然だ」

　ラザロは満足そうに言い、おもむろに表情を正す。

「グレイ・ハイヤーン。ターニア・イムセント。そして、エリル・レヴィス。君達は今年度の基き礎そ科か卒業式をもって、蒼穹の守護者へ配はい属ぞくとする。専せん攻こう科かには進まず守護者として世界に出てもらいたい」

　専攻科での二年間は、基礎科で学んだことを実じつ践せんに移しさらに研究するものだ。

　それは蒼穹の守護者という組織でも十分にこなせる。

「アドナ王国とのことが片づかぬ限り異い種しゆは生み出され、すでに誕生した異種もどう動くか分からん。君達にはそれらを倒すために戦ってもらいたい」

「はい！」

「ラザロ様！　俺達も──！」

　間かん髪はつ容いれずリトとユークが声を上げたが、気き概がいを見せる一年生二人を諭さとしたのは学園長パヴァルだ。

「もちろん、異種の数や強さによっては君達二人にも加わってもらう。だが、君達はまだ学ばなければいけないことが多すぎる」

　ユークはともかく、リトはぐっと拳こぶしを固め押し黙った。

　精霊術の使い方だけでなく、武ぶ術じゆつ、語学、各国の歴史、国々の関係性やそこにある組織の力──。

　一年生のリトにはまだまだ知らないことが多すぎる。

　承しよう服ふくしたくはないが、せざるをえない。

　悔くやしさを堪えうなずいたリトに、エリルはかけようとした慰なぐさめの言葉を心に留とどめた。

（クローウェル君にかけるのは、そんな言葉じゃないんだわ）

　リトはもう、エリルが慰めたり諭さとさなければならない少年ではない。

　きっとそんな言葉は必要としていないだろう。

　だから、待ってる、という気持ちを込めて優しく一言だけをかけた。

「先に行くわ」

「！　追いかけます！」

　すぐさま返った答えがとてもリトらしく、エリルは澄みきった空の下で明るく笑った。
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　もうすぐ春だというのに、大たい陸りく最さい高こう峰ほうの山の麓ふもとには冷たく澄すんだ風が吹いている。




「クローウェル先せん輩ぱい！」

　頭ず上じように明るい声が降ってきて、長なが椅い子すに腰かけていたリトは空を見上げた。

　敷しき石いしで舗ほ装そうされた西の小道は高台を上のぼるため蛇だ行こうしており、すぐ上の道から数人の一年生がこちらを覗のぞき込んでいたのだ。

　柵さくから落ちそうなほど身を乗り出し、手を振りながら口々に声をかける。

「クローウェル先輩、キアン先輩、卒業おめでとうございます！」

「式で代表の挨あい拶さつするんですよね？　楽しみにしてます！」

「キアン先輩、あとでお花受け取ってください！」

　基き礎そ科か最上級生の中でも飛び抜けた存在である二人が、下級生にもてはやされるのはいつものことだ。

　特に今日は声をかけられることが多く、リトとユークは苦く笑しようしながら手を振り返した。

　尊敬する先輩の応こたえに一年生達は歓かん声せいを上げ、ひとしきり話して満足したのかぞろぞろと道を上っていく。

「あの二人、専攻科に入ったら蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやになるんだろう？」

「すごいよね！　まだ学生なのに！」

「違うって、専攻科に入らずなるんだよ。だって行く必要ないから」

「今いる精せい霊れい術じゆつ士しの中で一番強い二人なんでしょう？　誰も敵かなわないって！」

　すごいすごい、とにかくすごい。

　これでもかというほど褒ほめ倒し、賑にぎやかな下級生たちは遠ざかっていく。

　ようやく声が聞こえなくなり、忍にん耐たいの時間を強しいられたリトは頭を抱かかえた。

「本っ当に丸聞こえだ、この場所……！」

　もう三年近く前のことだというのに、未いまだに思い出してはいたたまれなくなる。

　あのときもさぞかしよく聞こえていたことだろう。

　二年前よりも伸びた長身を折り曲げ苦く悩のうするリトに、変わらず一番の友人という立場であるユークがまたかとげんなりした。

「まだ言ってんのかお前は」

「こんなに聞こえてるとは思わなかった！　あああ、あのときのエリル先輩の気持ち考えたら何回謝っても謝り足りない！」

「お前、ほんと変わらんなぁ……」

　外見は成長して男らしくなっても、同じことで悩む性格は相変わらずである。

　ユークに進歩がないと呆あきれられ、リトは慌あわてて顔を上げた。

（そうだ、しっかりしないと！　これからはエリル先輩に並ぶんだから！）

　エリル達が基礎科の卒業式を終えて、蒼穹の守護者となってから約二年。

　リトは精霊術士として訓くん練れんに励はげみ、武ぶ術じゆつや勉学、大陸のことを学べるだけ学んだ。語学も五カ国語を問題なく修おさめ、身長だってもうユークと変わらない。

　そしていよいよ今日という日を迎えたのだ。

（やっと卒業できるんだ────！）

　逸はやる心を抑おさえきれず拳こぶしを握ったとき、村から馬車が上がってくるのが見えた。

「来た！」

　大喜びで飛び上がったリトに、ユークも苦く笑しようしながら長椅子から立ち上がる。

　西の小道を蛇行し上がってきた馬車に大きく手を振れば、精霊庁の馭ぎよ者しやは速度を緩ゆるめてリトとユークの前で停とまってくれた。

「おかえりなさい、エリル先輩！」

　扉が開くのも待ちきれず声をかければ、小柄な女性が軽かろやかにタラップを下りてくる。

　膝ひざまである丈たけの長い外がい套とうは青地に白の装そう飾しよく。蒼穹の守護者共通の制服だが、胸元にある金の徽き章しようだけが違った。

　蒼穹の守護者の中でも特別な存在である女性は、空色の瞳ひとみを細めぱっと笑顔になる。

「ただいま！　よかった、クローウェル君とキアン君の卒業式に間に合って！」

　学生だったときと違い、片方の耳の下で一つに結ばれた金色の髪と澄んだ綺き麗れいな声。

　少し大人っぽくなったとはいえ、相変わらず二は十た歳ちには見えない愛らしさである。

　任にん務むでアントワルドへ行っていたのだが、リトやユークの卒業式に合わせてパンディアに帰ってきてくれたのだ。

「まったく、昼に着けば十分だったのに面めん倒どうね。基礎科の卒業式なんて大したことないじゃない。おじい様の話聞いて駄だ犬けんが代表の挨拶して終わりでしょ？」

　エリルの後ろから出てきたターニアが呆れた瞬間、横から伸びた腕がその細い腰を捉とらえた。

　抵てい抗こうする間も与えず腕の中に抱き込み、ユークは真剣な目でターニアの全身に視線を走らせる。

「怪け我がはしてないか？　また無茶なことしなかっただろうな？　アントワルドに行ったんだろう？　グリンダ先生がちょっかい出しに来たりしなかったか？」

「ないわよっ、毎回聞くのやめなさいよね!?　あと近すぎ!!」

　任にん務むから帰ってきたときはすっかり恒こう例れいだ。定期点検から逃げようと真っ赤になったターニアは肘ひじ鉄てつを入れるが、ユークは全く腕を緩ゆるめない。

　毎度毎度繰り返されるやりとりに、エリルが腰に手を当てため息をついた。

「ターニアったら、あれで恋人じゃないって言い張るんだから！」

「ユークは恋人だって言い張ってますよ？」

　羨うらやましい、自分もエリルにあれだけ思いのままにできればどれほどいいだろう。

　そんな願いを込めてエリルを見下ろすが、にっこりと輝くような笑顔で返され負けてしまった。

（絶対分かってやってる……！）

　牽けん制せいだと分かっていても対たい処しよが難しい。昔以上にエリルに弱くなったと思う。

　少年の頃はなりふりかまわず迫れたが、今はエリルを女性として強く意識するようになってしまった。ものすごく近づきたいし触ふれたいと思うが、怖こわがらせたくないし傷きずつけたくないし、嫌いやな思いもさせたくないし困らせたくない。

　きっと、こういう気持ちを総じて〝守りたい〟というのだろう。

　心底「好きだなぁ」とエリルを見つめていると、背後にからかうような声がかかった。

「いよいよ基礎科の卒業だねー。どう？　ちょっとは役に立つようになった？」

　こちらは二年前からほとんど外見は変わっていない。

　すでに身長で追い抜いてしまったリトは、馬車から降りたハイヤーンに真っ向から立ち向かい力強く答えた。

「立てると思います」

「へー、それは楽しみだね。せいぜい頑がん張ばれ……いたっ！」

　背後からハイヤーンの頭とう頂ちように手しゆ刀とうを食らわせ、元教員のアラン・ロッシはうんざりした顔をする。

「なぜお前はクローウェルと話すと悪あく役やく口調になるんだ」

「クローウェル君があまりに清きよらかだから、つい」

　真顔で言う同どう僚りように呆れ顔を返し、守護者三人を連れて戻ってきたロッシはリトとユークに簡かん潔けつに命めいじた。

「各自、卒業式が済み次第精霊庁に集合だ」

「はい！」

　これからは直ちよく属ぞくの上じよう司しとなる男の言葉に、リトとユークは気合を入れて敬けい礼れいした。
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　午前のうちに卒業の式しき典てんは終わり、下級生に囲まれすぎた二人が精霊庁に入ったのは午後を大分過ぎた頃だった。

「すみません！　遅くなりました！」

　真新しい制服に身を包つつんだリトとユークが部屋に入ってきたとたん、エリルとターニアどころか、ハイヤーンまで「おお！」と声を上げてしまった。

　青地に白い装そう飾しよく、胸にはエリル達と同じ金の徽章──蒼穹の守護者の中でも特別な〝守護者エフイラー〟の印だ。

　基礎科の卒業式を終え、新年度を待たずに蒼穹の守護者の一員となったリトはエリルの前に立ち、はにかむような笑顔を見せる。

「エリル先輩、どうですか？　似合ってますか？」

　二年前より格かく段だんに男性らしく成長したリトに迫られ、エリルは後ずさりかけた足を根こん性じようで止めた。

　逃にげ腰ごしな親友を見て、ターニアがすかさず間を繫つないでくれる。

「駄犬が普通の犬に見えるぐらい似合ってるわよ？　いいんじゃない？」

「ありがとうございます、ターニア先輩！」

　似合ってるという言葉が入っているから一応褒ほめ言葉かもしれない。素直に喜ぶ前向きなリトにハイヤーンは感かん嘆たんのため息をついた。

「大人っぽくなってもそういう部分は変わらないねー。まあでも二人とも似合ってるよ。キアン君も制服が変わるとやっぱり雰ふん囲い気き変わるね」

「あー、俺は身長とか大して変わってないですからね。ところでターニア、俺に一言は？　似合ってるとか？」

「普通」

「はい、俺の方向いてもう一回」

　目を逸そらし頰ほおを染めていては逆効果もいいところだ。「いやーっ！」と抵抗するターニアに無理やり正面を向かせるユークは面おも白しろくて堪たまらないという顔をしている。本人は否定しているが、こういうところは例の強きよう烈れつな育ての親にそっくりだ。

　仲良くターニアやユークと話すリトを見つめながら、エリルはごくりと息を吞のむ。

（どうしよう……本っっっ当にものすごく格かつ好こうよくなっちゃった……！）

　着るものが変われば見知らぬ男の人みたいで、たじろがずにいられない。

　エリルが任務を終えて帰国するたびリトは身長が伸び、声も少し低くなり、顔つきから少年っぽさが抜けて大人になっていった。

　それなのに性格は明るく素直で、相変わらず全力でエリルに恋してますという様子を隠そうとしない。いや、むしろその点については昔より強くなった気がする。

　成長したらとんでもないことになると分かっていたはずなのに、自分は心構えが足りなかったかもしれない。

　本当は、同じ蒼穹の守護者になればリトの気持ちと真剣に向き合おうと思っていたのだが────。

（ちょ、ちょっとしばらく様子を見ることに……）

「往おう生じよう際ぎわが悪いんじゃないのー？」

　ひっそりと耳打ちされ、エリルは飛び上がるようにして振り返った。

　にやにやしているハイヤーンはエリルの気持ちなどお見通しらしい。これ見よがしに同情的な顔をする。

「ああ、クローウェル君が可か哀わい想そうだなぁ。一いち途ずに君のことを想ってきたのにまだ待たされるんだ」

「そっ、そういうわけじゃ……！」

「クローウェル君も成長したからね。仕事でいろんな国を回って、エリル以上の女の人を好きになるかもしれないなー」

「グレイ！」

　若じやつ干かんの不安を見み透すかされて焦あせったエリルだが、叫さけびで答えたのはハイヤーンではなくリトだった。

「ちょっと待った──────っ！　エリルにグレイ!?　なんでそんな呼び方してるんですか!?　この間帰国したときはレヴィスさんにハイヤーン先生でしたよね!?」

　驚きよう愕がくのあまりわなわなと震えだしたリトに、ターニアが肩をすくめる。

「心配しなくてもつい最近よ。いつまでも先生じゃないし、春からあんた達二人も入るしね。ちょうどいい機会だから」

「そうそう。僕も未いまだに長官のことラザロ先生って呼んじゃうし、気持ちは分かるんだけどさ」

「あ、でも私とターニアもロッシ先生はロッシ先生だわ」

　彼については名前ではなく役やく職しよく名めいで呼ぶべきだが。

　つい最近と聞いて露ろ骨こつにホッとしたリトに、ハイヤーンは満面の笑みで許しを与える。

「というわけで君も呼んでいいよ？　リト君」

「グ、グレイ、………………」

「うん」

「…………さん…………ッ！　ダメだ、難なん易い度どが高すぎる!!」

「へ──。これしきのこともできないの、ふーん、へー？」

「グレイ！」

　挑ちよう発はつには乗ってしまうのかしっかり呼び、リトは改めてハイヤーンに向き直った。

「俺に『君』はいらないです。リトでいいです」

「分かった、リト君」

「いらないって言ってるのに!?」

「ごめん、なんとなく」

　えへへと悪びれず笑うハイヤーンに、ターニアは深しん刻こくな顔で唇くちびるに指を当てる。

「駄犬からリト……。これはかなり難しいわね」

「なんでですかターニア先ぱっ……じゃなくて、タ、ターニア！　ううぅ呼びにくい！」

「俺は余よ裕ゆうだな。エリル？」

「ありがとう、ユーク。これからよろしくね」

　むしろそう呼ぶのが自然な顔でこなしてしまうユークに、エリルは照れながら微笑ほほえんだ。

　改めて言うと気き恥はずかしいが、これからは同じ仕事に就つく仲間になるのだから。

　そのときノックの音が響き、ロッシが部屋に姿を現した。

「みな揃そろってるか？　ラザロ長官に挨あい拶さつに行くぞ」

　そう言いながらリトとユークの制服姿に目を留とめ、いつもは厳しいその顔を和やわらげる。

「似合ってるな。頼りにしてるぞ」

「はい！　ありがとうございます！」

　一礼した元生徒二人に微笑み、ロッシはちょうどいいとばかりに皆に向き直った。

「改めて名乗る必要もないが、君達守護者の指し揮き官かんアラン・ロッシだ。全員、基本的には私の命令に従したがうように」

　守護者の中にいい大人が存在するのに、別に指揮官を用意されてしまったハイヤーンは拗すねた顔で腕を組む。

「ラザロ先生も心配性だよね。僕が指揮官でいいと思うんだけど」

「グレイが指揮官……。お前はこの子達を全ぜん滅めつさせたいのか？」

　げんなりした顔で答え、ロッシは手短に今後の予定を伝えた。

「早速だが長官へ挨拶したあとはすぐに出るぞ。先日伝えておいたように場所はアドナ、新人のクローウェルとキアンのために今回は五人一緒に行動する。帰国目標は来月、天てん花かの月だ」

　新年度の始まりであり、蒼穹の守護者の叙じよ任にん式しきがある。リトとユークが正式に守護者となる大切な日だ。

　一年生のときから全く迷うことなくここまで来たリトに、エリルは思わず溢あふれた祝福の気持ちを言葉にしていた。

「おめでとう。まだ少し早いかもしれないけど」

「ありがとうございます、エリル先輩！」

　無む邪じや気きな笑顔に初めて会った頃を思い出してしまう。

　誰をも元気にしてしまう笑顔につられて微笑むと、リトはおもむろに表情を改めた。

「エリル先輩。約束どおり、卒業したのでもう一度聞いてください。俺に」

　────返事は卒業のときにします。もう一度聞いてください。

　もう二年半前のことになる約束を持ち出され、エリルは静かに目を見開いた。

　それはエリルが精せい霊れい祭さいの旗き手しゆに選ばれ、行進が始まる直前に交かわした会話だった。

　あの日を境さかいにエリルの進む道は大きく変わり、こうして蒼穹の守護者となって新たにリトを迎えようとしている。

　リトは大きく一つ深呼吸し、真剣な声で言った。

「俺、今でもエリル先輩を守るために戦いたいと思ってます。エリル先輩が前にいてくれたからここまで来た。将来のことを自分で考えて、選んで、蒼穹の守護者になりたいと思ってここまで来ました」

　自分の意志で選び、そのための努力を惜おしまず積み重ねてきてくれたのだ。

（クローウェル君……）

　出で逢あったことで、全てが変わった。

　リトと最上位連禱を行ったあの日と全く同じ面々の前で、エリルはうなずき、そっとささやいた。

「私と、一緒に戦ってくれる？」

　あの日、エリルが手に入れたものは連禱できる相手だけではない。

　自分にだってできる。できないとされていたことだって打ち破やぶることができる。

　そんな、絶対の確かく信しんだった。

「私と、ずっと、ずっと一緒に────！」

　巡めぐり逢あうことが定められた運命だったとしても、そのあとに続く選択は自分だけのもの。

　空色の瞳を上げたエリルに、リトの表情がぱっと輝かがやいた。

「はい！　当然です、エリル先輩！」

　すぐさま力強く答えてくれた青年は、今も変わらずエリルのたった一人の人だ。

　エリルに可能性を与え、夢を繫つないでくれた人。

　絶対に叶かなわないものなどないと教えてくれた人。

「ありがとう、リト！」

　勢いきおいで名を呼ぶと、リトは急に照れたように頰ほおを赤らめる。

「え、えー……、え、エ、エリ…………、エ、……エリル!!」

「リト」

「エリル……！」

　もう一回ほど言っておこうかなと思った瞬間、リトの側そく頭とう部ぶに拳こぶしが飛んできた。

「！」

　それは小こ突づくような優しいものだったが、リトはとっさに片手で受け止める。

　軽い気持ちで拳を繰くり出したハイヤーンは、リトが見事に防ぼう御ぎよしたのを見て目を見開き──、そしてニッと笑った。

「ごめん、〝君〟は取った方がいいみたいだね。リト？」

「そうしてください、グレイ」

　笑顔のまま渾こん身しんの力を込めて押し合う二人に、ターニアが目を丸くする。

「なんなの、リト。あんたそんな不意打ち訓練してるの？　あたしも手伝うわよ？」

「え、違っ!?　いらないいらない、いりませんっ！　一人で十分!!」

「僕とターニア相手に訓練すれば強くなれるよ？　たぶん暗あん殺さつ者しやとかになれる」

　全っ然なる必要がないっ！　と騒さわぎ回る三人に、ロッシが早くも疲れた顔で額に手を当てた。

「まだ任務に出てもいないのにこの騒ぎ……！　グレイとイムセントだけでも手を焼いているのに、私は本当にこの五人をまとめられるのか？」

　これから頼みの綱つなになるであろう、エリルとユークが慌ててロッシを慰なぐさめ励はげます。

　春近い空の下へ。

　運命に導みちびかれ出逢い、共にいることを自みずから選び取った仲間達は、明るい笑い声を響かせ賑にぎやかに扉とびらを出ていった。

























　それはまだ、大陸が五つの国に分かれていた時代のこと。




　異い種しゆという空前の災さい厄やくと戦った四人の守護者と、歴代最高と謳うたわれ、今もパンディアを守り続ける結界を張った精霊王が生きた時代の物語──────。
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　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。『空そらと鏡きよう界かいの守護者エフイラー』最終巻をお手に取って頂き、誠にありがとうございます！　めったに出ることのない三百ページ超えとなりました（笑）。

　正直なところ一巻発売前は一冊打ち切りも覚悟していた本作なので、こうして最後まで書くことができて嬉しい限りです。必ず思い描いたとおりのラストにするぞと決意して続きに臨のぞみましたが、書けてよかったと心から思える物語になりました。ここまで支えてくださった読者の皆様、本当にありがとうございました！

　素敵なイラストで作品を盛り上げてくださったホームラン・拳けん先生、素晴らしい指し摘てきで作品の精せい度どを高めてくださった校正様。カバー裏や特典ペーパーなどにも心を配って頂きましたデザイナー様、Ｇ・Ｗ進行も乗り切りました印刷所様！　そして、私が書くものに最大限の支し援えんをくれる担当Ｉ様と編集部の皆様にも心より御おん礼れい申し上げます。

　先のことはどうなるか分かりませんが、真ま面じ目めにストーリーを組んだ作品が二作続いたので、次はもう少しライトで明るいものが書ければいいなぁと思っています。

　それでは、ここまでお読み頂き本当にありがとうございました！


小椋春歌
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12月30日生まれ。山羊座。Ｏ型。

「学園物」というよりは「青春物」という意識を持って書いてきましたが、上手く雰囲気が出せていればいいなぁと思います。

二度とはない時間、もう戻れない場所。成長したエリル達もいつかこの日のことを懐かしく思い出すのではないでしょうか。

彼らがどんな結末を迎えるのか。どうぞ最後までお楽しみ頂けますように！
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「……アレがソレだっただと……!?」と次々に明らかになる真実に、手に汗握る最終巻でした！　そしてやはり私はハイヤーン先生がとても好きです。
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